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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】端末装置と基地局装置が効率的に通信を行うこ
と。
【解決手段】ランダムアクセス手順を行う端末装置１で
あって、ＰＤＣＣＨオーダー、ＤＣＩフォーマット１＿
０を伴うＰＤＣＣＨおよびＰＤＳＣＨを受信する無線送
受信部１０とを備える。ランダムアクセス手順は、ＰＤ
ＣＣＨオーダーによって開始され、非競合ベースランダ
ムアクセス手順であって、ＤＣＩフォーマット１＿０は
、ＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣが
付加される。ＰＤＳＣＨは、ＤＣＩフォーマット１＿０
によってスケジュールされ、ＰＤＳＣＨの受信に用いる
ＱＣＬ想定が、ＤＣＩフォーマット１＿０の受信に用い
るＱＣＬ想定と同じにする。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ランダムアクセス手順を行う端末装置であり、
　ＰＤＣＣＨオーダー、ＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨ、および、ＰＤＳＣ
Ｈを受信する受信部と、を備え、
　前記ランダムアクセス手順は、前記ＰＤＣＣＨオーダーによって開始され、非競合ベー
スランダムアクセス手順であり、
　前記ＤＣＩフォーマット１＿０は、ＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣ
が付加され、
　前記ＰＤＳＣＨは、前記ＤＣＩフォーマット１＿０によってスケジュールされ、
　前記ＰＤＳＣＨの受信に用いるＱＣＬ想定が、前記ＤＣＩフォーマット１＿０の受信に
用いるＱＣＬ想定と同じにする
　端末装置。
【請求項２】
　前記ＤＣＩフォーマット１＿０の受信に用いた空間ドメイン受信フィルタを適用し、前
記ＰＤＳＣＨを受信し、
　前記ＱＣＬ想定は、ドップラーシフト、ドップラースプレッド、平均遅延、遅延スプレ
ッド、空間受信パラメータの一部または全部に対応する
　請求項１に記載する端末装置。
【請求項３】
　ランダムアクセス手順を行う端末装置と通信する基地局装置であり、
　ＰＤＣＣＨオーダー、ＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨ、および、ＰＤＳＣ
Ｈを送信する送信部と、を備え、
　前記ランダムアクセス手順は、前記ＰＤＣＣＨオーダーによって開始され、非競合ベー
スランダムアクセス手順であり、
　前記ＤＣＩフォーマット１＿０は、ＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣ
が付加され、
　前記ＰＤＳＣＨは、前記ＤＣＩフォーマット１＿０によってスケジュールされ、
　前記ＰＤＳＣＨの送信に用いるＱＣＬ想定が、前記ＤＣＩフォーマット１＿０の送信に
用いるＱＣＬ想定と同じにする
　基地局装置。
【請求項４】
　前記ＤＣＩフォーマット１＿０の送信に用いた空間ドメイン送信フィルタを適用し、前
記ＰＤＳＣＨを送信し、前記ＱＣＬ想定は、ドップラーシフト、ドップラースプレッド、
平均遅延、遅延スプレッド、空間受信パラメータの一部または全部に対応する
　請求項３に記載する基地局装置。
【請求項５】
　ランダムアクセス手順を行う端末装置の通信方法であって、
　ＰＤＣＣＨオーダー、ＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨ、および、ＰＤＳＣ
Ｈを受信するステップと、を備え、
　前記ランダムアクセス手順は、前記ＰＤＣＣＨオーダーによって開始され、非競合ベー
スランダムアクセス手順であり、
　前記ＤＣＩフォーマット１＿０は、ＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣ
が付加され、
　前記ＰＤＳＣＨは、前記ＤＣＩフォーマット１＿０によってスケジュールされ、
　前記ＰＤＳＣＨの受信に用いるＱＣＬ想定が、前記ＤＣＩフォーマット１＿０の受信に
用いるＱＣＬ想定と同じにする
　通信方法。
【請求項６】
　前記ＤＣＩフォーマット１＿０の受信に用いた空間ドメイン受信フィルタを適用し、前
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記ＰＤＳＣＨを受信し、前記ＱＣＬ想定は、ドップラーシフト、ドップラースプレッド、
平均遅延、遅延スプレッド、空間受信パラメータの一部または全部に対応する
　請求項５に記載する通信方法。
【請求項７】
　ランダムアクセス手順を行う端末装置と通信する基地局装置の通信方法であって、
　ＰＤＣＣＨオーダー、ＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨ、および、ＰＤＳＣ
Ｈを送信する送信ステップと、を備え、
　前記ランダムアクセス手順は、前記ＰＤＣＣＨオーダーによって開始され、非競合ベー
スランダムアクセス手順であり、
　前記ＤＣＩフォーマット１＿０は、ＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣ
が付加され、
　前記ＰＤＳＣＨは、前記ＤＣＩフォーマット１＿０によってスケジュールされ、
　前記ＰＤＳＣＨの送信に用いるＱＣＬ想定が、前記ＤＣＩフォーマット１＿０の送信に
用いるＱＣＬ想定と同じにする
　通信方法。
【請求項８】
　前記ＤＣＩフォーマット１＿０の送信に用いた空間ドメイン送信フィルタを適用し、前
記ＰＤＳＣＨを送信し、前記ＱＣＬ想定は、ドップラーシフト、ドップラースプレッド、
平均遅延、遅延スプレッド、空間受信パラメータの一部または全部に対応する
　請求項７に記載する通信方法。
【請求項９】
　ランダムアクセス手順を行う端末装置に実装される集積回路であって、
　ＰＤＣＣＨオーダー、ＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨ、および、ＰＤＳＣ
Ｈを受信する機能と、前記端末装置に発揮させ、
　前記ランダムアクセス手順は、前記ＰＤＣＣＨオーダーによって開始され、非競合ベー
スランダムアクセス手順であり、
　前記ＤＣＩフォーマット１＿０は、ＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣ
が付加され、
　前記ＰＤＳＣＨは、前記ＤＣＩフォーマット１＿０によってスケジュールされ、
　前記ＰＤＳＣＨの受信に用いるＱＣＬ想定が、前記ＤＣＩフォーマット１＿０の受信に
用いるＱＣＬ想定と同じにする
　集積回路。
【請求項１０】
　前記ＤＣＩフォーマット１＿０の受信に用いた空間ドメイン受信フィルタを適用し、前
記ＰＤＳＣＨを受信し、
　前記ＱＣＬ想定は、ドップラーシフト、ドップラースプレッド、平均遅延、遅延スプレ
ッド、空間受信パラメータの一部または全部に対応する
　請求項９に記載する集積回路。
【請求項１１】
　ランダムアクセス手順を行う端末装置と通信する基地局装置に実装される集積回路であ
って、
　ＰＤＣＣＨオーダー、ＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨ、および、ＰＤＳＣ
Ｈを送信する機能と、前記基地局装置に発揮させ、
　前記ランダムアクセス手順は、前記ＰＤＣＣＨオーダーによって開始され、非競合ベー
スランダムアクセス手順であり、
　前記ＤＣＩフォーマット１＿０は、ＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣ
が付加され、
　前記ＰＤＳＣＨは、前記ＤＣＩフォーマット１＿０によってスケジュールされ、
　前記ＰＤＳＣＨの送信に用いるＱＣＬ想定が、前記ＤＣＩフォーマット１＿０の送信に
用いるＱＣＬ想定と同じにする
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　集積回路。
【請求項１２】
　前記ＤＣＩフォーマット１＿０の送信に用いた空間ドメイン送信フィルタを適用し、前
記ＰＤＳＣＨを送信し、前記ＱＣＬ想定は、ドップラーシフト、ドップラースプレッド、
平均遅延、遅延スプレッド、空間受信パラメータの一部または全部に対応する
　請求項１１に記載する集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局装置、端末装置、通信方法、および、集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、第５世代のセルラーシステムに向けた無線アクセス方式および無線ネットワーク
技術として、第三世代パートナーシッププロジェクト（3GPP: The Third Generation Par
tnership Project）において、LTE（Long Term Evolution）-Advanced Pro及びNR（New R
adio technology）の技術検討及び規格策定が行われている（非特許文献１）。
【０００３】
　第５世代のセルラーシステムでは、高速・大容量伝送を実現するeMBB（enhanced Mobil
e BroadBand）、低遅延・高信頼通信を実現するURLLC（Ultra-Reliable and Low Latency
 Communication）、IoT（Internet of Things）などマシン型デバイスが多数接続するmMT
C（massive Machine Type Communication）の3つがサービスの想定シナリオとして要求さ
れている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】RP-161214, NTT DOCOMO, “Revision of SI: Study on New Radio Acce
ss Technology”, 2016年6月
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、上記のような無線通信システムにおいて、効率的な通信を可能とする
端末装置、基地局装置、通信方法、および、集積回路を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明の態様は、以下のような手段を講じた。す
なわち、本発明の一態様におけるランダムアクセス手順を行う端末装置は、ＰＤＣＣＨオ
ーダー、ＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨ、および、ＰＤＳＣＨを受信する受
信部と、を備え、前記ランダムアクセス手順は、前記ＰＤＣＣＨオーダーによって開始さ
れ、非競合ベースランダムアクセス手順であり、前記ＤＣＩフォーマット１＿０は、ＲＡ
－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣが付加され、前記ＰＤＳＣＨは、前記ＤＣ
Ｉフォーマット１＿０によってスケジュールされ、前記ＰＤＳＣＨの受信に用いるＱＣＬ
想定が、前記ＤＣＩフォーマット１＿０の受信に用いるＱＣＬ想定と同じにする。
【０００７】
　（２）また、本発明の一態様におけるランダムアクセス手順を行う端末装置と通信する
基地局装置は、ＰＤＣＣＨオーダー、ＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨ、およ
び、ＰＤＳＣＨを送信する送信部と、を備え、前記ランダムアクセス手順は、前記ＰＤＣ
ＣＨオーダーによって開始され、非競合ベースランダムアクセス手順であり、前記ＤＣＩ
フォーマット１＿０は、ＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣが付加され、
前記ＰＤＳＣＨは、前記ＤＣＩフォーマット１＿０によってスケジュールされ、前記ＰＤ
ＳＣＨの送信に用いるＱＣＬ想定が、前記ＤＣＩフォーマット１＿０の送信に用いるＱＣ
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Ｌ想定と同じにする。
【０００８】
　（３）また、本発明の一態様における通信方法は、ランダムアクセス手順を行う端末装
置の通信方法であって、ＰＤＣＣＨオーダー、ＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣ
Ｈ、および、ＰＤＳＣＨを受信するステップと、を備え、前記ランダムアクセス手順は、
前記ＰＤＣＣＨオーダーによって開始され、非競合ベースランダムアクセス手順であり、
前記ＤＣＩフォーマット１＿０は、ＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣが
付加され、前記ＰＤＳＣＨは、前記ＤＣＩフォーマット１＿０によってスケジュールされ
、前記ＰＤＳＣＨの受信に用いるＱＣＬ想定が、前記ＤＣＩフォーマット１＿０の受信に
用いるＱＣＬ想定と同じにする。
【０００９】
　（４）また、本発明の一態様における通信方法は、ランダムアクセス手順を行う端末装
置と通信する基地局装置の通信方法であって、ＰＤＣＣＨオーダー、ＤＣＩフォーマット
１＿０を伴うＰＤＣＣＨ、および、ＰＤＳＣＨを送信する送信ステップと、を備え、前記
ランダムアクセス手順は、前記ＰＤＣＣＨオーダーによって開始され、非競合ベースラン
ダムアクセス手順であり、前記ＤＣＩフォーマット１＿０は、ＲＡ－ＲＮＴＩによってス
クランブルされるＣＲＣが付加され、前記ＰＤＳＣＨは、前記ＤＣＩフォーマット１＿０
によってスケジュールされ、前記ＰＤＳＣＨの送信に用いるＱＣＬ想定が、前記ＤＣＩフ
ォーマット１＿０の送信に用いるＱＣＬ想定と同じにする。
【００１０】
　（５）また、本発明の一態様における集積回路は、ランダムアクセス手順を行う端末装
置に実装される集積回路であって、ＰＤＣＣＨオーダー、ＤＣＩフォーマット１＿０を伴
うＰＤＣＣＨ、および、ＰＤＳＣＨを受信する機能と、前記端末装置に発揮させ、前記ラ
ンダムアクセス手順は、前記ＰＤＣＣＨオーダーによって開始され、非競合ベースランダ
ムアクセス手順であり、前記ＤＣＩフォーマット１＿０は、ＲＡ－ＲＮＴＩによってスク
ランブルされるＣＲＣが付加され、前記ＰＤＳＣＨは、前記ＤＣＩフォーマット１＿０に
よってスケジュールされ、前記ＰＤＳＣＨの受信に用いるＱＣＬ想定が、前記ＤＣＩフォ
ーマット１＿０の受信に用いるＱＣＬ想定と同じにする。
【００１１】
　（６）また、本発明の一態様における集積回路は、ＰＤＣＣＨオーダー、ＤＣＩフォー
マット１＿０を伴うＰＤＣＣＨ、および、ＰＤＳＣＨを送信する機能と、前記基地局装置
に発揮させ、前記ランダムアクセス手順は、前記ＰＤＣＣＨオーダーによって開始され、
非競合ベースランダムアクセス手順であり、前記ＤＣＩフォーマット１＿０は、ＲＡ－Ｒ
ＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣが付加され、前記ＰＤＳＣＨは、前記ＤＣＩフ
ォーマット１＿０によってスケジュールされ、前記ＰＤＳＣＨの送信に用いるＱＣＬ想定
が、前記ＤＣＩフォーマット１＿０の送信に用いるＱＣＬ想定と同じにする。
【発明の効果】
【００１２】
　この発明によれば、基地局装置と端末装置が、効率的に通信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態に係る無線通信システムの概念を示す図である。
【図２】本発明の実施形態に係るＳＳ／ＰＢＣＨブロックおよびＳＳバーストセットの例
を示す図である。
【図３】本発明の実施形態に係る上りリンクおよび下りリンクスロットの概略構成の一例
を示す図である。
【図４】本発明の実施形態に係るサブフレーム、スロット、ミニスロットの時間領域にお
ける関係を示した図である。
【図５】本発明の実施形態に係るスロットまたはサブフレームの一例を示す図である。
【図６】本発明の実施形態に係るビームフォーミングの一例を示した図である。
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【図７】本発明の実施形態に係るＴＣＩ設定の一例としてＲＲＣにて４つのＴＣＩを設定
する例を示す。
【図８】本発明の実施形態に係る端末装置１のランダムアクセス手順の一例を示す図であ
る。
【図９】本発明の実施形態に係るＭＡＣエンティティのランダムアクセス手順の一例を示
すフロー図である。
【図１０】本発明の実施形態に係る端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図１１】本発明の実施形態に係る基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１５】
　図１は、本実施形態における無線通信システムの概念図である。図１において、無線通
信システムは、端末装置１Ａ、端末装置１Ｂ、および基地局装置３を具備する。以下、端
末装置１Ａ、および、端末装置１Ｂを、端末装置１とも称する。
【００１６】
　端末装置１は、ユーザ端末、移動局装置、通信端末、移動機、端末、ＵＥ（User Equip
ment）、ＭＳ（Mobile Station）とも称される。基地局装置３は、無線基地局装置、基地
局、無線基地局、固定局、ＮＢ（Node B）、ｅＮＢ（evolved Node B）、ＢＴＳ（Base T
ransceiver Station）、ＢＳ（Base Station）、ＮＲ　ＮＢ（NR Node B）、ＮＮＢ、Ｔ
ＲＰ（Transmission and Reception Point）、ｇＮＢとも称される。基地局装置３は、コ
アネットワーク装置を含んでも良い。また、基地局装置３は、１つまたは複数の送受信点
４（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ　ｐｏｉｎｔ）を具備しても良い。
以下で説明する基地局装置３の機能／処理の少なくとも一部は、該基地局装置３が具備す
る各々の送受信点４における機能／処理であってもよい。基地局装置３は、基地局装置３
によって制御される通信可能範囲（通信エリア）を１つまたは複数のセルとして端末装置
１をサーブしてもよい。また、基地局装置３は、１つまたは複数の送受信点４によって制
御される通信可能範囲（通信エリア）を１つまたは複数のセルとして端末装置１をサーブ
してもよい。また、１つのセルを複数の部分領域（Ｂｅａｍｅｄ　ａｒｅａ）にわけ、そ
れぞれの部分領域において端末装置１をサーブしてもよい。ここで、部分領域は、ビーム
フォーミングで使用されるビームのインデックスあるいはプリコーディングのインデック
スに基づいて識別されてもよい。
【００１７】
　基地局装置３から端末装置１への無線通信リンクを下りリンクと称する。端末装置１か
ら基地局装置３への無線通信リンクを上りリンクと称する。
【００１８】
　図１において、端末装置１と基地局装置３の間の無線通信では、サイクリックプレフィ
ックス（CP: Cyclic Prefix）を含む直交周波数分割多重（OFDM: Orthogonal Frequency 
Division Multiplexing）、シングルキャリア周波数多重（SC-FDM: Single-Carrier Freq
uency Division Multiplexing）、離散フーリエ変換拡散ＯＦＤＭ（DFT-S-OFDM: Discret
e Fourier Transform Spread OFDM）、マルチキャリア符号分割多重（MC-CDM: Multi-Car
rier Code Division Multiplexing）が用いられてもよい。
【００１９】
　また、図１において、端末装置１と基地局装置３の間の無線通信では、ユニバーサルフ
ィルタマルチキャリア（UFMC: Universal-Filtered Multi-Carrier）、フィルタＯＦＤＭ
（F-OFDM: Filtered OFDM）、窓関数が乗算されたＯＦＤＭ（Windowed OFDM）、フィルタ
バンクマルチキャリア（FBMC: Filter-Bank Multi-Carrier）が用いられてもよい。
【００２０】
　なお、本実施形態ではＯＦＤＭを伝送方式としてＯＦＤＭシンボルで説明するが、上述
の他の伝送方式の場合を用いた場合も本発明に含まれる。
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【００２１】
　また、図１において、端末装置１と基地局装置３の間の無線通信では、ＣＰを用いない
、あるいはＣＰの代わりにゼロパディングをした上述の伝送方式が用いられてもよい。ま
た、ＣＰやゼロパディングは前方と後方の両方に付加されてもよい。
【００２２】
　本実施形態の一態様は、ＬＴＥやＬＴＥ－Ａ／ＬＴＥ－Ａ　Ｐｒｏといった無線アクセ
ス技術（RAT: Radio Access Technology）とのキャリアアグリゲーションまたはデュアル
コネクティビティにおいてオペレーションされてもよい。このとき、一部またはすべての
セルまたはセルグループ、キャリアまたはキャリアグループ（例えば、プライマリセル（
PCell: Primary Cell）、セカンダリセル（SCell: Secondary Cell）、プライマリセカン
ダリセル（PSCell）、ＭＣＧ（Master Cell Group）、ＳＣＧ（Secondary Cell Group）
など）で用いられてもよい。また、単独でオペレーションするスタンドアローンで用いら
れてもよい。デュアルコネクティビティオペレーションにおいては、ＳｐＣｅｌｌ（Spec
ial Cell）は、ＭＡＣ（MAC: Medium Access Control）エンティティがＭＣＧに関連付け
られているか、ＳＣＧに関連付けられているかに応じて、それぞれ、ＭＣＧのPCellまた
は、SCGのPSCellと称する。デュアルコネクティビティオペレーションでなければ、Ｓｐ
Ｃｅｌｌ（Special Cell）は、PCellと称する。ＳｐＣｅｌｌ（Special Cell）は、ＰＵ
ＣＣＨ送信と、競合ベースランダムアクセスをサポートする。
【００２３】
　本実施形態では、端末装置１に対して１つまたは複数のサービングセルが設定されても
よい。設定された複数のサービングセルは、１つのプライマリセルと１つまたは複数のセ
カンダリセルとを含んでもよい。プライマリセルは、初期コネクション確立（initial co
nnection establishment）プロシージャが行なわれたサービングセル、コネクション再確
立（connection re-establishment）プロシージャを開始したサービングセル、または、
ハンドオーバプロシージャにおいてプライマリセルと指示されたセルであってもよい。Ｒ
ＲＣ（Radio Resource Control）コネクションが確立された時点、または、後に、１つま
たは複数のセカンダリセルが設定されてもよい。ただし、設定された複数のサービングセ
ルは、１つのプライマリセカンダリセルを含んでもよい。プライマリセカンダリセルは、
端末装置１が設定された１つまたは複数のセカンダリセルのうち、上りリンクにおいて制
御情報を送信可能なセカンダリセルであってもよい。また、端末装置１に対して、マスタ
ーセルグループとセカンダリセルグループの２種類のサービングセルのサブセットが設定
されてもよい。マスターセルグループは１つのプライマリセルと０個以上のセカンダリセ
ルで構成されてもよい。セカンダリセルグループは１つのプライマリセカンダリセルと０
個以上のセカンダリセルで構成されてもよい。
【００２４】
　本実施形態の無線通信システムは、ＴＤＤ（Time Division Duplex）および／またはＦ
ＤＤ（Frequency Division Duplex）が適用されてよい。複数のセルの全てに対してＴＤ
Ｄ（Time Division Duplex）方式またはＦＤＤ（Frequency Division Duplex）方式が適
用されてもよい。また、ＴＤＤ方式が適用されるセルとＦＤＤ方式が適用されるセルが集
約されてもよい。ＴＤＤ方式はアンペアードスペクトラムオペレーション（Unpaired spe
ctrum operation）と称されてもよい。ＦＤＤ方式はペアードスペクトラムオペレーショ
ン（Paired spectrum operation）と称されてもよい。
【００２５】
　下りリンクにおいて、サービングセルに対応するキャリアを下りリンクコンポーネント
キャリア（あるいは下りリンクキャリア）と称する。上りリンクにおいて、サービングセ
ルに対応するキャリアを上りリンクコンポーネントキャリア（あるいは上りリンクキャリ
ア）と称する。サイドリンクにおいて、サービングセルに対応するキャリアをサイドリン
クコンポーネントキャリア（あるいはサイドリンクキャリア）と称する。下りリンクコン
ポーネントキャリア、上りリンクコンポーネントキャリア、および／またはサイドリンク
コンポーネントキャリアを総称してコンポーネントキャリア（あるいはキャリア）と称す
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る。
【００２６】
　本実施形態の物理チャネルおよび物理信号について説明する。
【００２７】
　図１において、端末装置１と基地局装置３の無線通信では、以下の物理チャネルが用い
られる。
【００２８】
・ＰＢＣＨ（Physical Broadcast CHannel）
・ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control CHannel）
・ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared CHannel）
・ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control CHannel）
・ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared CHannel）
・ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access CHannel）
【００２９】
　ＰＢＣＨは、端末装置１が必要な重要なシステム情報を含む重要情報ブロック（MIB: M
aster Information Block、EIB: Essential Information Block、ＢＣＨ：Broadcast Cha
nnel）を報知するために用いられる。
【００３０】
　また、ＰＢＣＨは、同期信号のブロック（ＳＳ／ＰＢＣＨブロックとも称する）の周期
内の時間インデックスを報知するために用いられてよい。ここで、時間インデックスは、
セル内の同期信号およびＰＢＣＨのインデックスを示す情報である。例えば、３つの送信
ビーム（送信フィルタ設定、空間受信パラメータに関する擬似同位置（ＱＣＬ：Quasi Co
-Location））の想定を用いてＳＳ／ＰＢＣＨブロックを送信する場合、予め定められた
周期内または設定された周期内の時間順を示してよい。また、端末装置は、時間インデッ
クスの違いを送信ビームの違いと認識してもよい。
【００３１】
　ＰＤＣＣＨは、下りリンクの無線通信（基地局装置３から端末装置１への無線通信）に
おいて、下りリンク制御情報（Downlink Control Information: DCI）を送信する（また
は運ぶ）ために用いられる。ここで、下りリンク制御情報の送信に対して、１つまたは複
数のＤＣＩ（ＤＣＩフォーマットと称してもよい）が定義される。すなわち、下りリンク
制御情報に対するフィールドがＤＣＩとして定義され、情報ビットへマップされる。ＰＤ
ＣＣＨは、ＰＤＣＣＨ候補において送信される。端末装置１は、サービングセルにおいて
ＰＤＣＣＨ候補（candidate）のセットをモニタする。モニタすることは、あるＤＣＩフ
ォーマットに応じてＰＤＣＣＨのデコードを試みることを意味する。
【００３２】
　例えば、以下のＤＣＩフォーマットが定義されてよい。
　・ＤＣＩフォーマット０＿０
　・ＤＣＩフォーマット０＿１
　・ＤＣＩフォーマット１＿０
　・ＤＣＩフォーマット１＿１
　・ＤＣＩフォーマット２＿０
　・ＤＣＩフォーマット２＿１
　・ＤＣＩフォーマット２＿２
　・ＤＣＩフォーマット２＿３
【００３３】
　ＤＣＩフォーマット０＿０は、あるサービングセルにおけるＰＵＳＣＨのスケジューリ
ングのために用いられてもよい。ＤＣＩフォーマット０＿０は、ＰＵＳＣＨのスケジュー
リング情報（周波数領域リソース割り当て及び時間領域リソース割り当て）を示す情報を
含んでよい。ＤＣＩフォーマット０＿０は、Ｃ－ＲＮＴＩ、ＣＳ－ＲＮＴＩ、ＭＣＳ―Ｃ
－ＲＮＴＩ、および／または、ＴＣ－ＲＮＴＩの内何れかによってスクランブルされるＣ
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ＲＣが付加されてもよい。ＤＣＩフォーマット０＿０は、コモンサーチスペースまたはＵ
Ｅ固有サーチスペースにおいてモニタされてもよい。
【００３４】
　ＤＣＩフォーマット０＿１は、あるサービングセルにおけるＰＵＳＣＨのスケジューリ
ングのために用いられてもよい。ＤＣＩフォーマット０＿１は、ＰＵＳＣＨのスケジュー
リング情報（周波数領域リソース割り当て及び時間領域リソース割り当て）を示す情報、
帯域部分（ＢＷＰ：BandWidth Part）を示す情報、チャネル状態情報（ＣＳＩ：Channel 
State Information）リクエスト、サウンディング参照信号（ＳＲＳ：Sounding Referenc
e Signal）リクエスト、アンテナポートに関する情報を含んでよい。ＤＣＩフォーマット
０＿１は、ＲＮＴＩのうち、Ｃ－ＲＮＴＩ、ＣＳ－ＲＮＴＩ、ＳＰ（Ｓｅｍｉ　Ｐｅｒｓ
ｉｓｔｅｎｔ）－ＣＳＩ－ＲＮＴＩ、および／または、ＭＣＳ―Ｃ－ＲＮＴＩの何れかに
よってスクランブルされるＣＲＣが付加されてもよい。ＤＣＩフォーマット０＿１は、Ｕ
Ｅ固有サーチスペースにおいてモニタされてもよい。
【００３５】
　ＤＣＩフォーマット１＿０は、あるサービングセルにおけるＰＤＳＣＨのスケジューリ
ングのために用いられてもよい。ＤＣＩフォーマット１＿０は、ＰＤＳＣＨのスケジュー
リング情報（周波数領域リソース割り当て及び時間領域リソース割り当て）を示す情報を
含んでよい。ＤＣＩフォーマット１＿０は、識別子のうち、Ｃ－ＲＮＴＩ、ＣＳ－ＲＮＴ
Ｉ、ＭＣＳ―Ｃ－ＲＮＴＩ、Ｐａｇｉｎｇ　ＲＮＴＩ（Ｐ－ＲＮＴＩ）、Ｓｙｓｔｅｍ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ（ＳＩ）－ＲＮＴＩ、Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ（ＲＡ）－Ｒ
ＮＴＩ、および／または、ＴＣ－ＲＮＴＩの何れかによってスクランブルされるＣＲＣが
付加されてもよい。ＤＣＩフォーマット１＿０は、コモンサーチスペースまたはＵＥ固有
サーチスペースにおいてモニタされてもよい。
【００３６】
　ＤＣＩフォーマット１＿１は、あるサービングセルにおけるＰＤＳＣＨのスケジューリ
ングのために用いられてもよい。ＤＣＩフォーマット１＿１は、ＰＤＳＣＨのスケジュー
リング情報（周波数領域リソース割り当て及び時間領域リソース割り当て）を示す情報、
帯域部分（ＢＷＰ）を示す情報、送信設定指示（ＴＣＩ：Transmission Configuration I
ndication）、および／または、アンテナポートに関する情報を含んでよい。ＤＣＩフォ
ーマット１＿１は、RNTIの内、Ｃ－ＲＮＴＩ、ＣＳ－ＲＮＴＩ、および／または、ＭＣＳ
―Ｃ－ＲＮＴＩの何れかによってスクランブルされるＣＲＣが付加されてもよい。ＤＣＩ
フォーマット１＿１は、ＵＥ固有サーチスペースにおいてモニタされてもよい。
【００３７】
　ＤＣＩフォーマット２＿０は、１つまたは複数のスロットのスロットフォーマットを通
知するために用いられる。スロットフォーマットは、スロット内の各ＯＦＤＭシンボルが
下りリンク、フレキシブル、上りリンクのいずれかに分類されたものとして定義される。
例えば、スロットフォーマットが２８の場合、スロットフォーマット２８が指示されたス
ロット内の１４シンボルのＯＦＤＭシンボルに対してＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＤＦＵが適
用される。ここで、Ｄが下りリンクシンボル、Ｆがフレキシブルシンボル、Ｕが上りリン
クシンボルである。なお、スロットについては後述する。
【００３８】
　ＤＣＩフォーマット２＿１は、端末装置１に対して、送信がないと想定してよい物理リ
ソースブロックとＯＦＤＭシンボルを通知するために用いられる。なお、この情報はプリ
エンプション指示（間欠送信指示）と称してよい。
【００３９】
　ＤＣＩフォーマット２＿２は、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＳＣＨのための送信電力制御（Ｔ
ＰＣ：Transmit Power Control）コマンドの送信のために用いられる。
【００４０】
　ＤＣＩフォーマット２＿３は、１または複数の端末装置１によるサウンディング参照信
号（ＳＲＳ）送信のためのＴＰＣコマンドのグループを送信するために用いられる。また
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、ＴＰＣコマンドとともに、ＳＲＳリクエストが送信されてもよい。また、ＤＣＩフォー
マット２＿３に、ＰＵＳＣＨおよびＰＵＣＣＨのない上りリンク、またはＳＲＳの送信電
力制御がＰＵＳＣＨの送信電力制御と紐付いていない上りリンクのために、ＳＲＳリクエ
ストとＴＰＣコマンドが定義されてよい。
【００４１】
　下りリンクに対するＤＣＩを、下りリンクグラント（downlink grant）、または、下り
リンクアサインメント（downlink assignment）とも称する。ここで、上りリンクに対す
るＤＣＩを、上りリンクグラント（uplink grant）、または、上りリンクアサインメント
（Uplink assignment）とも称する。ＤＣＩを、ＤＣＩフォーマットとも称してもよい。
【００４２】
　１つのＰＤＣＣＨで送信されるＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣ（Cyclic Redun
dancy Check）パリティビットは、ＳＩ－ＲＮＴＩ(System Information- Radio Network 
Temporary Identifier)、Ｐ－ＲＮＴＩ（Paging-Radio Network Temporary Identifier）
、Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Identifier）、ＣＳ－ＲＮＴＩ（Confi
gured Scheduling-Radio Network Temporary Identifier）、ＲＡ－ＲＮＴＩ（Random Ac
cess-Radio Network Temporary Identity）、または、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴ
Ｉでスクランブルされる。ＳＩ－ＲＮＴＩはシステム情報のブロードキャストに使用され
る識別子であってもよい。Ｐ－ＲＮＴＩは、ページングおよびシステム情報変更の通知に
使用される識別子であってもよい。Ｃ－ＲＮＴＩ、ＭＣＳ－Ｃ－ＲＮＴＩ、および、ＣＳ
－ＲＮＴＩは、セル内において端末装置を識別するための識別子である。Ｔｅｍｐｏｒａ
ｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩは、競合ベースのランダムアクセス手順（contention based random 
access procedure）中に、ランダムアクセスプリアンブルを送信した端末装置１を識別す
るための識別子である。
【００４３】
　Ｃ－ＲＮＴＩ（端末装置の識別子（識別情報））は、１つまたは複数のスロットにおけ
るＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨを制御するために用いられる。ＣＳ－ＲＮＴＩは、ＰＤＳ
ＣＨまたはＰＵＳＣＨのリソースを周期的に割り当てるために用いられる。ＭＣＳ－Ｃ－
ＲＮＴＩは、グラントベース送信（grant-based transmission）に対して所定のＭＣＳテ
ーブルの使用を示すために用いらる。Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ（ＴＣ－ＲＮＴ
Ｉ）は、１つまたは複数のスロットにおけるＰＤＳＣＨ送信またはＰＵＳＣＨ送信を制御
するために用いられる。Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩは、ランダムアクセスメッセ
ージ３の再送信、およびランダムアクセスメッセージ４の送信をスケジュールするために
用いられる。ＲＡ－ＲＮＴＩ（ランダムアクセス応答識別情報）は、ランダムアクセスプ
リアンブルを送信した物理ランダムアクセスチャネルの周波数および時間の位置情報に応
じて決定される。
【００４４】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンクの無線通信（端末装置１から基地局装置３の無線通信）にお
いて、上りリンク制御情報（Uplink Control Information: UCI）を送信するために用い
られる。ここで、上りリンク制御情報には、下りリンクのチャネルの状態を示すために用
いられるチャネル状態情報（CSI: Channel State Information）が含まれてもよい。また
、上りリンク制御情報には、ＵＬ－ＳＣＨリソースを要求するために用いられるスケジュ
ーリング要求（SR: Scheduling Request）が含まれてもよい。また、上りリンク制御情報
には、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Hybrid Automatic Repeat request ACKnowledgement）が含ま
れてもよい。ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、下りリンクデータ（Transport block, Medium Access
 Control Protocol Data Unit: MAC PDU, Downlink-Shared Channel: DL-SCH）に対する
ＨＡＲＱ－ＡＣＫを示してもよい。
【００４５】
　ＰＤＳＣＨは、媒介アクセス（MAC: Medium Access Control）層からの下りリンクデー
タ（DL-SCH: Downlink Shared CHannel）の送信に用いられる。また、下りリンクの場合
にはシステム情報（SI: System Information）やランダムアクセス応答（RAR: Random Ac
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cess Response）などの送信にも用いられる。
【００４６】
　ＰＵＳＣＨは、ＭＡＣ層からの上りリンクデータ（UL-SCH: Uplink Shared CHannel）
または上りリンクデータと共にＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはＣＳＩを送信するために
用いられてもよい。また、ＣＳＩのみ、または、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよびＣＳＩのみを送
信するために用いられてもよい。すなわち、ＵＣＩのみを送信するために用いられてもよ
い。
【００４７】
　ここで、基地局装置３と端末装置１は、上位層（上位レイヤ：higher layer）において
信号をやり取り（送受信）する。例えば、基地局装置３と端末装置１は、無線リソース制
御（RRC: Radio Resource Control）層において、ＲＲＣシグナリング（RRC message: Ra
dio Resource Control message、RRC information: Radio Resource Control informatio
nとも称される）を送受信してもよい。また、基地局装置３と端末装置１は、ＭＡＣ（Med
ium Access Control）層において、ＭＡＣコントロールエレメントを送受信してもよい。
また、端末装置１のＲＲＣ層は、基地局装置３から報知されるシステム情報を取得する。
ここで、ＲＲＣシグナリング、システム情報、および／または、ＭＡＣコントロールエレ
メントを、上位層の信号（上位レイヤ信号：higher layer signaling）または上位層のパ
ラメータとも称する。ここでの上位層は、物理層から見た上位層を意味するため、ＭＡＣ
層、ＲＲＣ層、ＲＬＣ層、ＰＤＣＰ層、ＮＡＳ（Non Access Stratum）層などの１つまた
は複数を含んでもよい。例えば、ＭＡＣ層の処理において上位層とは、ＲＲＣ層、ＲＬＣ
層、ＰＤＣＰ層、ＮＡＳ層などの１つまたは複数を含んでもよい。以下、“Aは、上位層
で与えられる”や“Aは、上位層によって与えられる”の意味は、端末装置１の上位層（
主にRRC層やMAC層など）が、基地局装置３からAを受信し、その受信したAを端末装置１の
上位層から端末装置１の物理層に与えることを意味してもよい。例えば、基地局装置３は
、Aのインフォメーションエレメントを含むRRCメッセージを送信し、端末装置１は、Aの
情報要素を含むRRCメッセージを受信し、端末装置１は、端末装置１の上位層から端末装
置１の物理層に与える。インフォメーションエレメントは、RRCメッセージの中に含まれ
る。
【００４８】
　ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨは、ＲＲＣシグナリング、および、ＭＡＣコントロールエ
レメントを送信するために用いられてもよい。ここで、ＰＤＳＣＨにおいて、基地局装置
３から送信されるＲＲＣシグナリングは、セル内における複数の端末装置１に対して共通
のシグナリングであってもよい。また、基地局装置３から送信されるＲＲＣシグナリング
は、ある端末装置１に対して専用のシグナリング（dedicated signalingとも称する）で
あってもよい。すなわち、端末装置固有（ＵＥスペシフィック）の情報は、ある端末装置
１に対して専用のシグナリングを用いて送信されてもよい。また、ＰＵＳＣＨは、上りリ
ンクにおいてＵＥの能力（UE Capability）の送信に用いられてもよい。
【００４９】
　図１において、下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理信号が用いられる。
ここで、下りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するために使用されな
いが、物理層によって使用される。
・同期信号（Synchronization signal: SS）
・参照信号（Reference Signal: RS）
【００５０】
　同期信号は、プライマリ同期信号（ＰＳＳ：Primary Synchronization Signal）および
セカンダリ同期信号（ＳＳＳ）を含んでよい。ＰＳＳとＳＳＳを用いてセルＩＤが検出さ
れてよい。
【００５１】
　同期信号は、端末装置１が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるために
用いられる。ここで、同期信号は、端末装置１が基地局装置３によるプリコーディングま
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たはビームフォーミングにおけるプリコーディングまたはビームの選択に用いられて良い
。なお、ビームは、送信または受信フィルタ設定、あるいは空間ドメイン送信フィルタま
たは空間ドメイン受信フィルタと呼ばれてもよい。
【００５２】
　参照信号は、端末装置１が物理チャネルの伝搬路補償を行うために用いられる。ここで
、参照信号は、端末装置１が下りリンクのＣＳＩを算出するためにも用いられてよい。ま
た、参照信号は、無線パラメータやサブキャリア間隔などのヌメロロジーやＦＦＴの窓同
期などができる程度の細かい同期（Fine synchronization）に用いられて良い。
【００５３】
　本実施形態において、以下の下りリンク参照信号のいずれか１つまたは複数が用いられ
る。
　・ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
　・ＣＳＩ－ＲＳ（Channel State Information Reference Signal）
　・ＰＴＲＳ（Phase Tracking Reference Signal）
　・ＴＲＳ（Tracking Reference Signal）
【００５４】
　ＤＭＲＳは、変調信号を復調するために使用される。なお、ＤＭＲＳには、ＰＢＣＨを
復調するための参照信号と、ＰＤＳＣＨを復調するための参照信号の２種類が定義されて
もよいし、両方をＤＭＲＳと称してもよい。ＣＳＩ－ＲＳは、チャネル状態情報（ＣＳＩ
：Channel State Information）の測定およびビームマネジメントに使用され、周期的ま
たはセミパーシステントまたは非周期のＣＳＩ参照信号の送信方法が適用される。ＣＳＩ
－ＲＳには、ノンゼロパワー（ＮＺＰ：Ｎｏｎ－Ｚｅｒｏ　Ｐｏｗｅｒ）ＣＳＩ－ＲＳと
、送信電力（または受信電力）がゼロである（ゼロパワー（ＺＰ：Ｚｅｒｏ　Ｐｏｗｅｒ
）ＣＳＩ－ＲＳが定義されてよい。ここで、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳは送信電力がゼロまたは
送信されないＣＳＩ－ＲＳリソースと定義されてよい。ＰＴＲＳは、位相雑音に起因する
周波数オフセットを保証する目的で、時間軸で位相をトラックするために使用される。Ｔ
ＲＳは、高速移動時におけるドップラーシフトを保証するために使用される。なお、ＴＲ
ＳはＣＳＩ－ＲＳの１つの設定として用いられてよい。例えば、１ポートのＣＳＩ－ＲＳ
がＴＲＳとして無線リソースが設定されてもよい。
【００５５】
　本実施形態において、以下の上りリンク参照信号のいずれか１つまたは複数が用いられ
る。
　・ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
　・ＰＴＲＳ（Phase Tracking Reference Signal）
　・ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）
【００５６】
　ＤＭＲＳは、変調信号を復調するために使用される。なお、ＤＭＲＳには、ＰＵＣＣＨ
を復調するための参照信号と、ＰＵＳＣＨを復調するための参照信号の２種類が定義され
てもよいし、両方をＤＭＲＳと称してもよい。ＳＲＳは、上りリンクチャネル状態情報（
ＣＳＩ）の測定、チャネルサウンディング、およびビームマネジメントに使用される。Ｐ
ＴＲＳは、位相雑音に起因する周波数オフセットを保証する目的で、時間軸で位相をトラ
ックするために使用される。
【００５７】
　下りリンク物理チャネルおよび／または下りリンク物理シグナルを総称して、下りリン
ク信号と称する。上りリンク物理チャネルおよび／または上りリンク物理シグナルを総称
して、上りリンク信号と称する。下りリンク物理チャネルおよび／または上りリンク物理
チャネルを総称して、物理チャネルと称する。下りリンク物理シグナルおよび／または上
りリンク物理シグナルを総称して、物理シグナルと称する。
【００５８】
　ＢＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである。媒体ア
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クセス制御（ＭＡＣ：Medium Access Control）層で用いられるチャネルをトランスポー
トチャネルと称する。ＭＡＣ層で用いられるトランスポートチャネルの単位を、トランス
ポートブロック（ＴＢ：transport block）および／またはＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Da
ta Unit）とも称する。ＭＡＣ層においてトランスポートブロック毎にＨＡＲＱ（Hybrid 
Automatic Repeat reQuest）の制御が行われる。トランスポートブロックは、ＭＡＣ層が
物理層に渡す（deliver）データの単位である。物理層において、トランスポートブロッ
クはコードワードにマップされ、コードワード毎に符号化処理が行われる。
【００５９】
　図２は、本実施形態に係るＳＳ／ＰＢＣＨブロック（同期信号ブロック、ＳＳブロック
、ＳＳＢとも称される）およびＳＳバーストセット（同期信号バーストセットとも称され
る）の例を示す図である。図２は、周期的に送信されるＳＳバーストセット内に２つのＳ
Ｓ／ＰＢＣＨブロックが含まれ、ＳＳ／ＰＢＣＨブロックは、連続する４ＯＦＤＭシンボ
ルで構成される例を示している。
【００６０】
　ＳＳ／ＰＢＣＨブロックは、少なくとも同期信号（ＰＳＳ、ＳＳＳ）、および／または
ＰＢＣＨを含む単位ブロックである。ＳＳ／ＰＢＣＨブロックに含まれる信号／チャネル
を送信することを、ＳＳ／ＰＢＣＨブロックを送信すると表現する。基地局装置３はＳＳ
バーストセット内の１つまたは複数のＳＳ／ＰＢＣＨブロックを用いて同期信号および／
またはＰＢＣＨを送信する場合に、ＳＳ／ＰＢＣＨブロック毎に独立した下りリンク送信
ビームを用いてもよい。
【００６１】
　図２において、１つのＳＳ／ＰＢＣＨブロックにはＰＳＳ、ＳＳＳ、ＰＢＣＨが時間／
周波数多重されている。ただし、ＰＳＳ、ＳＳＳおよび／またはＰＢＣＨが時間領域で多
重される順番は図２に示す例と異なってもよい。
【００６２】
　ＳＳバーストセットは、周期的に送信されてよい。例えば、初期アクセスに使用される
ための周期と、接続されている（ConnectedまたはRRC_Connected）端末装置のために設定
する周期が定義されてもよい。また、接続されている（ConnectedまたはRRC_Connected）
端末装置のために設定する周期はＲＲＣ層で設定されてよい。また、接続されている（Co
nnectedまたはRRC_Connected）端末のために設定する周期は潜在的に送信する可能性があ
る時間領域の無線リソースの周期であって、実際には基地局装置３が送信するかどうかを
決めてもよい。また、初期アクセスに使用されるための周期は、仕様書などに予め定義さ
れてよい。
【００６３】
　ＳＳバーストセットは、システムフレーム番号（ＳＦＮ：System Frame Number）に基
づいて決定されてよい。また、ＳＳバーストセットの開始位置（バウンダリ）は、ＳＦＮ
と周期に基づいて決定されてよい。
【００６４】
　ＳＳ／ＰＢＣＨブロックは、ＳＳバーストセット内の時間的な位置に応じてＳＳＢイン
デックス（ＳＳＢ／ＰＢＣＨブロックインデックスと称されてもよい）が割り当てられる
。端末装置１は、検出したＳＳ／ＰＢＣＨブロックに含まれるＰＢＣＨの情報および／ま
たは参照信号の情報に基づいてＳＳＢインデックスを算出する。
【００６５】
　複数のＳＳバーストセットにおける各ＳＳバーストセット内における相対的な時間が同
じＳＳ／ＰＢＣＨブロックは、同じＳＳＢインデックスが割り当てられる。複数のＳＳバ
ーストセットにおける各ＳＳバーストセット内における相対的な時間が同じＳＳ／ＰＢＣ
Ｈブロックは、ＱＣＬである（あるいは同じ下りリンク送信ビームが適用されている）と
想定されてもよい。また、複数のＳＳバーストセットにおける各ＳＳバーストセット内に
おける相対的な時間が同じＳＳ／ＰＢＣＨブロックにおけるアンテナポートは、平均遅延
、ドップラーシフト、空間相関に関してＱＣＬであると想定されてもよい。
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【００６６】
　あるＳＳバーストセットの周期内で、同じＳＳＢインデックスが割り当てられているＳ
Ｓ／ＰＢＣＨブロックは、平均遅延、平均ゲイン、ドップラースプレッド、ドップラーシ
フト、空間相関に関してＱＣＬであると想定されてもよい。ＱＣＬである１つまたは複数
のＳＳ／ＰＢＣＨブロック（あるいは参照信号であってもよい）に対応する設定をＱＣＬ
設定と称してもよい。
【００６７】
　ＳＳ／ＰＢＣＨブロック数（ＳＳブロック数あるいはＳＳＢ数と称されてもよい）は、
例えばＳＳバースト、またはＳＳバーストセット内、またはＳＳ／ＰＢＣＨブロックの周
期の中のＳＳ／ＰＢＣＨブロック数（個数）として定義されてよい。また、ＳＳ／ＰＢＣ
Ｈブロック数は、ＳＳバースト内、またはＳＳバーストセット内、またはＳＳ／ＰＢＣＨ
ブロックの周期の中のセル選択のためのビームグループの数を示してもよい。ここで、ビ
ームグループは、ＳＳバースト内、またはＳＳバーストセット内、またはＳＳ／ＰＢＣＨ
ブロックの周期の中に含まれる異なるＳＳ／ＰＢＣＨブロックの数または異なるビームの
数として定義されてよい。
【００６８】
　以下、本実施形態で説明する参照信号は、下りリンク参照信号、同期信号、ＳＳ／ＰＢ
ＣＨブロック、下りリンクＤＭ－ＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳ、上りリンク参照信号、ＳＲＳ、お
よび／または、上りリンクＤＭ－ＲＳを含む。例えば、下りリンク参照信号、同期信号お
よび／またはＳＳ／ＰＢＣＨブロックを参照信号と称してもよい。下りリンクで使用され
る参照信号は、下りリンク参照信号、同期信号、ＳＳ／ＰＢＣＨブロック、下りリンクＤ
Ｍ－ＲＳ、ＣＳＩ－ＲＳなどを含む。上りリンクで使用される参照信号は、上りリンク参
照信号、ＳＲＳ、および／または、上りリンクＤＭ－ＲＳなどを含む。
【００６９】
　また、参照信号は、無線リソース測定（ＲＲＭ：Radio Resource Measurement）に用い
られてよい。また、参照信号は、ビームマネジメントに用いられてよい。
【００７０】
　ビームマネジメントは、送信装置（下りリンクの場合は基地局装置３であり、上りリン
クの場合は端末装置１である）におけるアナログおよび／またはディジタルビームと、受
信装置（下りリンクの場合は端末装置１、上りリンクの場合は基地局装置３である）にお
けるアナログおよび／またはディジタルビームの指向性を合わせ、ビーム利得を獲得する
ための基地局装置３および／または端末装置１の手続きであってよい。
【００７１】
　なお、ビームペアリンクを構成、設定または確立する手続きとして、下記の手続きを含
んでよい。
・ビーム選択（Beam selection）
・ビーム改善（Beam refinement）
・ビームリカバリ（Beam recovery）
【００７２】
　例えば、ビーム選択は、基地局装置３と端末装置１の間の通信においてビームを選択す
る手続きであってよい。また、ビーム改善は、さらに利得の高いビームの選択、あるいは
端末装置１の移動によって最適な基地局装置３と端末装置１の間のビームの変更をする手
続きであってよい。ビームリカバリは、基地局装置３と端末装置１の間の通信において遮
蔽物や人の通過などにより生じるブロッケージにより通信リンクの品質が低下した際にビ
ームを再選択する手続きであってよい。
【００７３】
　ビームマネジメントには、ビーム選択、ビーム改善が含まれてよい。ビームリカバリに
は、下記の手続きを含んでよい。
・ビーム失敗（beam failure）の検出
・新しいビームの発見
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・ビームリカバリリクエストの送信
・ビームリカバリリクエストに対する応答のモニタ
【００７４】
　例えば、端末装置１における基地局装置３の送信ビームを選択する際にＣＳＩ－ＲＳま
たはＳＳ／ＰＢＣＨブロックに含まれるＳＳＳのＲＳＲＰ（Reference Signal Received 
Power）を用いてもよいし、ＣＳＩを用いてもよい。また、基地局装置３への報告として
ＣＳＩ－ＲＳリソースインデックス（ＣＲＩ：CSI-RS Resource Index）を用いてもよい
し、ＳＳ／ＰＢＣＨブロックに含まれるＰＢＣＨおよび／またはＰＢＣＨの復調に用いら
れる復調用参照信号（ＤＭＲＳ）の系列で指示されるインデックスを用いてもよい。
【００７５】
　また、基地局装置３は、端末装置１へビームを指示する際にＣＲＩまたはＳＳ／ＰＢＣ
Ｈの時間インデックスを指示し、端末装置１は、指示されたＣＲＩまたはＳＳ／ＰＢＣＨ
の時間インデックスに基づいて受信する。このとき、端末装置１は指示されたＣＲＩまた
はＳＳ／ＰＢＣＨの時間インデックスに基づいて空間フィルタを設定し、受信してよい。
また、端末装置１は、疑似同位置（ＱＣＬ：Quasi Co-Location）の想定を用いて受信し
てもよい。ある信号（アンテナポート、同期信号、参照信号など）が別の信号（アンテナ
ポート、同期信号、参照信号など）と「ＱＣＬである」または、「ＱＣＬの想定が用いら
れる」とは、ある信号が別の信号と関連付けられていると解釈できる。
【００７６】
　もしあるアンテナポートにおけるあるシンボルが搬送されるチャネルの長区間特性（Lo
ng Term Property）が他方のアンテナポートにおけるあるシンボルが搬送されるチャネル
から推論されうるなら、２つのアンテナポートはＱＣＬであるといわれる。チャネルの長
区間特性は、遅延スプレッド、ドップラースプレッド、ドップラーシフト、平均利得、及
び平均遅延の１つまたは複数を含む。例えば、アンテナポート１とアンテナポート２が平
均遅延に関してＱＣＬである場合、アンテナポート１の受信タイミングからアンテナポー
ト２の受信タイミングが推論されうることを意味する。
【００７７】
　このＱＣＬは、ビームマネジメントにも拡張されうる。そのために、空間に拡張したＱ
ＣＬが新たに定義されてもよい。例えば、空間ドメインのＱＣＬの想定におけるチャネル
の長区間特性（Long term property）として、無線リンクあるいはチャネルにおける到来
角（AoA（Angle of Arrival）, ZoA（Zenith angle of Arrival）など）および／または
角度広がり（Angle Spread、例えばASA（Angle Spread of Arrival）やZSA（Zenith angl
e Spread of Arrival））、送出角（AoD, ZoDなど）やその角度広がり（Angle Spread、
例えばASD（Angle Spread of Departure）やZSD（Zenith angle Spread of Departure）
）、空間相関（Spatial Correlation）、空間受信パラメータであってもよい。
【００７８】
　例えば、アンテナポート１とアンテナポート２の間で空間受信パラメータに関してＱＣ
Ｌであるとみなせる場合、アンテナポート１からの信号を受信する受信ビーム（空間受信
フィルタ、受信空間フィルタ）からアンテナポート２からの信号を受信する受信ビームが
推論されうることを意味する。
【００７９】
　ＱＣＬタイプとして、ＱＣＬであるとみなしてよい長区間特性の組み合わせが定義され
てよい。例えば、以下のタイプが定義されてよい。
　・タイプＡ：ドップラーシフト、ドップラースプレッド、平均遅延、遅延スプレッド
　・タイプＢ：ドップラーシフト、ドップラースプレッド
　・タイプＣ：平均遅延、ドップラーシフト
　・タイプＤ：空間受信パラメータ
【００８０】
　上述のＱＣＬタイプは、ＲＲＣおよび／またはＭＡＣ層および／またはＤＣＩで１つま
たは２つの参照信号とＰＤＣＣＨやＰＤＳＣＨ　ＤＭＲＳとのＱＣＬの想定を送信設定指
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示（ＴＣＩ：Transmission Configuration Indication）として設定および／または指示
してもよい。例えば、端末装置１がＰＤＣＣＨを受信する際のＴＣＩの１つの状態として
、ＳＳ／ＰＢＣＨブロックのインデックス＃２とＱＣＬタイプＡ＋ＱＣＬタイプＢが設定
および／または指示された場合、端末装置１は、ＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳを受信する際、Ｓ
Ｓ／ＰＢＣＨブロックインデックス＃２の受信におけるドップラーシフト、ドップラース
プレッド、平均遅延、遅延スプレッド、空間受信パラメータとチャネルの長区間特性とみ
なしてＰＤＣＣＨのＤＭＲＳを受信して同期や伝搬路推定をしてもよい。このとき、ＴＣ
Ｉにより指示される参照信号（上述の例ではＳＳ／ＰＢＣＨブロック）をソース参照信号
、ソース参照信号を受信する際のチャネルの長区間特性から推論される長区間特性の影響
を受ける参照信号（上述の例ではＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳ）をターゲット参照信号と称して
よい。また、ＴＣＩ（ＴＣＩ設定、ＴＣＩ－Ｓｔａｔｅ）は、ＲＲＣで１つまたは複数の
ＴＣＩ状態と各状態に対してソース参照信号とＱＣＬタイプの組み合わせが設定され、Ｍ
ＡＣ層またはＤＣＩにより端末装置１に指示されてよい。
【００８１】
　図７に、ＴＣＩ設定の一例としてＲＲＣにて４つのＴＣＩを設定する例を示す。ここで
は、TCI-State#0にNZP-CSI-RS-Resource#1とＱＣＬタイプＡ＋ＱＣＬタイプＤが設定され
、TCI-State#1にNZP-CSI-RS-Resource#1とＱＣＬタイプＢ＋ＱＣＬタイプＤが設定され、
TCI-State#2にSSB#1とＱＣＬタイプＡが設定され、TCI-State#3にSSB#2とＱＣＬタイプＡ
＋ＱＣＬタイプＤが設定される例を示している。端末装置１がRSの設定としてNZP-CSI-RS
-Resource#3にTCI-State#0を設定および／または指示された場合、NZP-CSI-RS-Resource#
3はNZP-CSI-RS-Resource#1とＱＣＬタイプＡ＋ＱＣＬタイプＤが設定および／または指示
されたこととなる。また端末装置１がＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳにTCI-State#2を設定された
場合、ＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳはSSB#1とＱＣＬタイプＡが設定されたこととなる。また端
末装置１がＰＤＳＣＨ　ＤＭＲＳにTCI-State#2を設定および／または指示された場合、
ＰＤＳＣＨ　ＤＭＲＳはSSB#2とＱＣＬタイプＡ＋ＱＣＬタイプＤが設定および／または
指示されたこととなる。
【００８２】
　同様に、端末装置１がＣＳＩを算出する際のＴＣＩの１つの状態として、ＰＢＣＨ／Ｓ
Ｓブロックのインデックス＃２とＱＣＬタイプＡ＋ＱＣＬタイプDが設定および／または
指示された場合、端末装置１は、ＮＺＰ－ＣＳＩ－ＲＳリソースを受信する際、ＰＢＣＨ
／ＳＳブロックインデックス＃２の受信におけるドップラーシフト、ドップラースプレッ
ド、平均遅延、遅延スプレッド、空間受信パラメータとチャネルの長区間特性とみなして
ＮＺＰ－ＣＳＩ－ＲＳリソースを受信して同期や伝搬路推定をしてもよい。また、端末装
置１がＰＤＳＣＨを受信する際のＴＣＩの１つの状態として、ＮＺＰ－ＣＳＩ－ＲＳリソ
ースのインデックス＃２とＱＣＬタイプＡ＋ＱＣＬタイプDが設定および／または指示さ
れた場合、端末装置１は、ＰＤＳＣＨ　ＤＭＲＳを受信する際、ＮＺＰ－ＣＳＩ－ＲＳリ
ソースインデックス＃２の受信におけるドップラーシフト、ドップラースプレッド、平均
遅延、遅延スプレッド、空間受信パラメータとチャネルの長区間特性とみなしてＰＤＳＣ
ＨのＤＭＲＳを受信して同期や伝搬路推定をしてもよく、前述の例と組み合わせるとＰＢ
ＣＨ／ＳＳブロックインデックス＃２に対応したＴＣＩのＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳを受信し
てＰＤＣＣＨを検出し、割り当てられたＰＤＳＣＨを、ＤＣＩにて指示されたＮＺＰ　Ｃ
ＳＩ－ＲＳリソースインデックス＃２に対応したＴＣＩのＰＤＳＣＨ　ＤＭＲＳを受信し
て同期や伝搬路推定を行ってもよい。このとき、ＰＢＣＨ／ＳＳブロックインデックス＃
２とＱＣＬタイプDが設定されたＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳの受信と、ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ
リソースインデックス＃２とＱＣＬタイプＤが設定されたＰＤＳＣＨ　ＤＭＲＳの受信と
で、端末装置１にて空間受信パラメータを切り替えても良い。空間受信パラメータの切り
替えにはアナログ回路のスイッチング動作などを含み切り替え時間を確保する必要のある
ことなどから、例えば下り割当を指示するＰＤＣＣＨの受信完了から、指示されたＰＤＳ
ＣＨの受信開始時間に間に合わない事態を想定し、ＰＤＣＣＨの末尾シンボルから数えて
予め設定したしきい値よりも短い時間間隔でのＰＤＳＣＨ割り当てが通知された場合には
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、空間パラメータの切り替えを実施せずＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳ受信と同じ空間パラメータ
を用いてＰＤＳＣＨの受信を行っても良い。
【００８３】
　この方法により、ビームマネジメントおよびビーム指示／報告として、空間ドメインの
ＱＣＬの想定と無線リソース（時間および／または周波数）によりビームマネジメントと
等価な基地局装置３、端末装置１の動作が定義されてもよい。
【００８４】
　以下、サブフレームについて説明する。本実施形態ではサブフレームと称するが、リソ
ースユニット、無線フレーム、時間区間、時間間隔などと称されてもよい。
【００８５】
　図３は、本発明の第１の実施形態に係る上りリンクおよび下りリンクスロットの概略構
成の一例を示す図である。無線フレームのそれぞれは、１０ｍｓ長である。また、無線フ
レームのそれぞれは１０個のサブフレームおよびＷ個のスロットから構成される。また、
１スロットは、Ｘ個のＯＦＤＭシンボルで構成される。つまり、１サブフレームの長さは
１ｍｓである。スロットのそれぞれは、サブキャリア間隔によって時間長が定義される。
例えば、ＯＦＤＭシンボルのサブキャリア間隔が１５ｋＨｚ、ＮＣＰ（Normal Cyclic Pr
efix）の場合、Ｘ＝７あるいはＸ＝１４であり、それぞれ０．５ｍｓおよび１ｍｓである
。また、サブキャリア間隔が６０ｋＨｚの場合は、Ｘ＝７あるいはＸ＝１４であり、それ
ぞれ０．１２５ｍｓおよび０．２５ｍｓである。また、例えば、Ｘ＝１４の場合、サブキ
ャリア間隔が１５ｋＨｚの場合はＷ＝１０であり、サブキャリア間隔が６０ｋＨｚの場合
はＷ＝４０である。図３は、Ｘ＝７の場合を一例として示している。なお、Ｘ＝１４の場
合にも同様に拡張できる。また、上りリンクスロットも同様に定義され、下りリンクスロ
ットと上りリンクスロットは別々に定義されてもよい。また、図３のセルの帯域幅は帯域
の一部（ＢＷＰ：BandWidth Part）として定義されてもよい。また、スロットは、送信時
間間隔（ＴＴＩ：Transmission Time Interval）と定義されてもよい。スロットは、ＴＴ
Ｉとして定義されなくてもよい。ＴＴＩは、トランスポートブロックの送信期間であって
もよい。
【００８６】
　スロットのそれぞれにおいて送信される信号または物理チャネルは、リソースグリッド
によって表現されてよい。リソースグリッドは、それぞれのヌメロロジー（サブキャリア
間隔およびサイクリックプレフィックス長）およびそれぞれのキャリアに対して、複数の
サブキャリアと複数のＯＦＤＭシンボルによって定義される。1つのスロットを構成する
サブキャリアの数は、セルの下りリンクおよび上りリンクの帯域幅にそれぞれ依存する。
リソースグリッド内のエレメントのそれぞれをリソースエレメントと称する。リソースエ
レメントは、サブキャリアの番号とＯＦＤＭシンボルの番号とを用いて識別されてよい。
【００８７】
　リソースグリッドは、ある物理下りリンクチャネル（ＰＤＳＣＨなど）あるいは上りリ
ンクチャネル（ＰＵＳＣＨなど）のリソースエレメントのマッピングを表現するために用
いられる。例えば、サブキャリア間隔が１５ｋＨｚの場合、サブフレームに含まれるＯＦ
ＤＭシンボル数Ｘ＝１４で、ＮＣＰの場合には、１つの物理リソースブロックは、時間領
域において１４個の連続するＯＦＤＭシンボルと周波数領域において１２＊Ｎｍａｘ個の
連続するサブキャリアとから定義される。Ｎｍａｘは、後述するサブキャリア間隔設定μ
により決定されるリソースブロックの最大数である。つまり、リソースグリッドは、（１
４＊１２＊Ｎｍａｘ，μ）個のリソースエレメントから構成される。ＥＣＰ（Extended C
P）の場合、サブキャリア間隔６０ｋＨｚにおいてのみサポートされるので、１つの物理
リソースブロックは、例えば、時間領域において１２（１スロットに含まれるＯＦＤＭシ
ンボル数）＊４（１サブフレームに含まれるスロット数）＝４８個の連続するＯＦＤＭシ
ンボルと、周波数領域において１２＊Ｎｍａｘ，μ個の連続するサブキャリアとにより定
義される。つまり、リソースグリッドは、（４８＊１２＊Ｎｍａｘ，μ）個のリソースエ
レメントから構成される。
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【００８８】
　リソースブロックとして、参照リソースブロック、共通リソースブロック、物理リソー
スブロック、仮想リソースブロックが定義される。１リソースブロックは、周波数領域で
連続する１２サブキャリアとして定義される。参照リソースブロックは、全てのサブキャ
リアにおいて共通であり、例えば１５ｋＨｚのサブキャリア間隔でリソースブロックを構
成し、昇順に番号が付されてよい。参照リソースブロックインデックス０におけるサブキ
ャリアインデックス０は、参照ポイントＡ（point A）と称されてよい（単に“参照ポイ
ント”と称されてもよい）。共通リソースブロックは、参照ポイントＡから各サブキャリ
ア間隔設定μにおいて０から昇順で番号が付されるリソースブロックである。上述のリソ
ースグリッドはこの共通リソースブロックにより定義される。物理リソースブロックは、
後述する帯域部分（ＢＷＰ）の中に含まれる０から昇順で番号が付されたリソースブロッ
クであり、物理リソースブロックは、帯域部分（ＢＷＰ）の中に含まれる０から昇順で番
号が付されたリソースブロックである。ある物理上りリンクチャネルは、まず仮想リソー
スブロックにマップされる。その後、仮想リソースブロックは、物理リソースブロックに
マップされる。以下、リソースブロックは仮想リソースブロックであってもよいし、物理
リソースブロックであってもよいし、共通リソースブロックであってもよいし、参照リソ
ースブロックであってもよい。
【００８９】
　次に、サブキャリア間隔設定μについて説明する。上述のようにＮＲでは、１つまたは
複数のＯＦＤＭヌメロロジーがサポートされる。あるＢＷＰにおいて、サブキャリア間隔
設定μ（μ＝０，１，．．．，５）と、サイクリックプレフィックス長は、下りリンクの
ＢＷＰに対して上位レイヤ（上位層）で与えられ、上りリンクのＢＷＰにおいて上位レイ
ヤで与えられる。ここで、μが与えられると、サブキャリア間隔Δｆは、Δｆ＝２＾μ・
１５（ｋＨｚ）で与えられる。 
【００９０】
　サブキャリア間隔設定μにおいて、スロットは、サブフレーム内で０からＮ^{subframe
,μ}_{slot}-1に昇順に数えられ、フレーム内で０からＮ^{frame,μ}_{slot}-1に昇順に
数えられる。スロット設定およびサイクリックプレフィックスに基づいてN^{slot}_{symb
}の連続するＯＦＤＭシンボルがスロット内にある。N^{slot}_{symb}は１４である。サブ
フレーム内のスロットｎ^{μ}_{s}のスタートは、同じサブフレーム内のｎ^{μ}_{s} N^{
slot}_{symb}番目のＯＦＤＭシンボルのスタートと時間でアラインされている。
【００９１】
　次に、サブフレーム、スロット、ミニスロットについて説明する。図４は、サブフレー
ム、スロット、ミニスロットの時間領域における関係を示した図である。同図のように、
３種類の時間ユニットが定義される。サブフレームは、サブキャリア間隔によらず１ｍｓ
であり、スロットに含まれるＯＦＤＭシンボル数は７または１４であり、スロット長はサ
ブキャリア間隔により異なる。ここで、サブキャリア間隔が１５ｋＨｚの場合、１サブフ
レームには１４ＯＦＤＭシンボル含まれる。下りリンクスロットはＰＤＳＣＨマッピング
タイプＡと称されてよい。上りリンクスロットはＰＵＳＣＨマッピングタイプＡと称され
てよい。
【００９２】
　ミニスロット（サブスロットと称されてもよい）は、スロットに含まれるＯＦＤＭシン
ボル数よりも少ないＯＦＤＭシンボルで構成される時間ユニットである。同図はミニスロ
ットが２ＯＦＤＭシンボルで構成される場合を一例として示している。ミニスロット内の
ＯＦＤＭシンボルは、スロットを構成するＯＦＤＭシンボルタイミングに一致してもよい
。なお、スケジューリングの最小単位はスロットまたはミニスロットでよい。また、ミニ
スロットを割り当てることを、ノンスロットベースのスケジューリングと称してもよい。
また、ミニスロットをスケジューリングされることを参照信号とデータのスタート位置の
相対的な時間位置が固定であるリソースがスケジュールされたと表現されてもよい。下り
リンクミニスロットはＰＤＳＣＨマッピングタイプＢと称されてよい。上りリンクミニス
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ロットはＰＵＳＣＨマッピングタイプＢと称されてよい。
【００９３】
　図５は、スロットフォーマットの一例を示す図である。ここでは、サブキャリア間隔１
５ｋＨｚにおいてスロット長が１ｍｓの場合を例として示している。同図において、Ｄは
下りリンク、Ｕは上りリンクを示している。同図に示されるように、ある時間区間内（例
えば、システムにおいて１つのＵＥに対して割り当てなければならない最小の時間区間）
においては、
・下りリンクシンボル
・フレキシブルシンボル
・上りリンクシンボル
のうち１つまたは複数を含んでよい。なお、これらの割合はスロットフォーマットとして
予め定められてもよい。また、スロット内に含まれる下りリンクのＯＦＤＭシンボル数ま
たはスロット内のスタート位置および終了位置で定義されてもよい。また、スロット内に
含まれる上りリンクのＯＦＤＭシンボルまたはＤＦＴ－Ｓ－ＯＦＤＭシンボル数またはス
ロット内のスタート位置および終了位置で定義されてよい。なお、スロットをスケジュー
リングされることを参照信号とスロット境界の相対的な時間位置が固定であるリソースが
スケジュールされたと表現されてもよい。
【００９４】
　端末装置１は、下りリンクシンボルまたはフレキシブルシンボルで下りリンク信号また
は下りリンクチャネルを受信してよい。端末装置１は、上りリンクシンボルまたはフレキ
シブルシンボルで上りリンク信号または下りリンクチャネルを送信してよい。
【００９５】
　図５（ａ）は、ある時間区間（例えば、１ＵＥに割当可能な時間リソースの最小単位、
またはタイムユニットなどとも称されてよい。また、時間リソースの最小単位を複数束ね
てタイムユニットと称されてもよい。）で、全て下りリンク送信に用いられている例であ
り、図５（ｂ）は、最初の時間リソースで例えばＰＤＣＣＨを介して上りリンクのスケジ
ューリングを行い、ＰＤＣＣＨの処理遅延及び下りから上りの切り替え時間、送信信号の
生成を含むフレキシブルシンボルを介して上りリンク信号を送信する。図５（ｃ）は、最
初の時間リソースでＰＤＣＣＨおよび／または下りリンクのＰＤＳＣＨの送信に用いられ
、処理遅延及び下りから上りの切り替え時間、送信信号の生成のためのギャップを介して
ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に用いられる。ここで、一例としては、上りリンク信
号はＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはＣＳＩ、すなわちＵＣＩの送信に用いられてよい。
図５（ｄ）は、最初の時間リソースでＰＤＣＣＨおよび／またはＰＤＳＣＨの送信に用い
られ、処理遅延及び下りから上りの切り替え時間、送信信号の生成のためのギャップを介
して上りリンクのＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨの送信に用いられる。ここで、一
例としては、上りリンク信号は上りリンクデータ、すなわちＵＬ－ＳＣＨの送信に用いら
れてもよい。図５（ｅ）は、全て上りリンク送信（ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨ）に用い
られている例である。
【００９６】
　上述の下りリンクパート、上りリンクパートは、ＬＴＥと同様に複数のＯＦＤＭシンボ
ルで構成されてよい。
【００９７】
　図６は、ビームフォーミングの一例を示した図である。複数のアンテナエレメントは１
つの送信ユニット（TXRU: Transceiver unit）５０に接続され、アンテナエレメント毎の
位相シフタ５１によって位相を制御し、アンテナエレメント５２から送信することで送信
信号に対して任意の方向にビームを向けることができる。典型的には、ＴＸＲＵがアンテ
ナポートとして定義されてよく、端末装置１においてはアンテナポートのみが定義されて
よい。位相シフタ５１を制御することで任意の方向に指向性を向けることができるため、
基地局装置３は端末装置１に対して利得の高いビームを用いて通信することができる。
【００９８】
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　以下、帯域部分（ＢＷＰ, Bandwidth part）について説明する。ＢＷＰは、キャリアＢ
ＷＰとも称される。ＢＷＰは、下りリンクと上りリンクのそれぞれに設定されてよい。Ｂ
ＷＰは、共通リソースブロックの連続するサブセットから選択された連続する物理リソー
スの集合として定義される。端末装置１は、ある時間に１つの下りリンクキャリアＢＷＰ
（ＤＬ　ＢＷＰ）が活性化される４つまでのＢＷＰを設定されうる。端末装置１は、ある
時間に１つの上りリンクキャリアＢＷＰ（ＵＬ　ＢＷＰ）が活性化される４つまでのＢＷ
Ｐを設定されうる。キャリアアグリゲーションの場合には、ＢＷＰは各サービングセルで
設定されてもよい。このとき、あるサービングセルにおいてＢＷＰが１つ設定されている
ことを、ＢＷＰが設定されていないと表現されてもよい。また、ＢＷＰが２つ以上設定さ
れていることをＢＷＰが設定されていると表現されてもよい。
【００９９】
＜ＭＡＣ　ｅｎｔｉｔｙ動作>
　活性化されたサービングセルにおいて、常に一つのアクティブな（活性化された）ＢＷ
Ｐがある。あるサービングセルに対するＢＷＰ切り替え（BWP switching）は、インアク
ティブな（非活性化された）ＢＷＰを活性化（activate）し、アクティブな（活性化され
た）ＢＷＰを非活性化（deactivate）するために使用される。あるサービングセルに対す
るＢＷＰ切り替え（BWP switching）は、下りリンク割り当てまたは上りリンクグラント
を示すＰＤＣＣＨによって制御される。あるサービングセルに対するＢＷＰ切り替え（BW
P switching）は、さらに、ＢＷＰインアクティブタイマー（BWP inactivity timer）や
、ＲＲＣシグナリングによってや、ランダムアクセスプロシージャの開始時にＭＡＣエン
ティティ自身によって制御されてもよい。ＳｐＣｅｌｌ（PCellまたはPSCell）の追加ま
たは、ＳＣｅｌｌの活性化において、一つのＢＷＰが、下りリンク割り当てまたは上りリ
ンクグラントを示すＰＤＣＣＨを受信することなしに第一にアクティブである。第一にア
クティブなＤＬ　ＢＷＰ (first active DL BWP) およびＵＬ　ＢＷＰ(first active UL 
BWP)は、基地局装置３から端末装置１に送られるＲＲＣメッセージで指定されるかもしれ
ない。あるサービングセルに対するアクティブなＢＷＰは、基地局装置３から端末装置１
に送られるＲＲＣまたはＰＤＣＣＨで指定される。また、第一にアクティブなＤＬ　ＢＷ
Ｐ (first active DL BWP) およびＵＬ　ＢＷＰ(first active UL BWP)は、メッセージ４
に含まれてもよい。アンペアードスペクトラム（Unpaired spectrum）（ＴＤＤバンドな
ど）では、ＤＬ　ＢＷＰとＵＬ　ＢＷＰはペアされていて、ＢＷＰ切り替えは、ＵＬとＤ
Ｌに対して共通である。ＢＷＰが設定されているアクティベートされたサービングセルの
それぞれに対する、アクティブなＢＷＰにおいて、端末装置１のＭＡＣエンティティは、
ノーマル処理を適用する。ノーマル処理には、ＵＬ－ＳＣＨを送信する、ＲＡＣＨを送信
する、ＰＤＣＣＨをモニタする、ＰＵＣＣＨを送信する、ＳＲＳを送信する、およびＤＬ
－ＳＣＨを受信することを含む。ＢＷＰが設定されているアクティベートされたサービン
グセルのそれぞれに対する、インアクティブなＢＷＰにおいて、端末装置１のＭＡＣエン
ティティは、ＵＬ－ＳＣＨを送信しない、ＲＡＣＨを送信しない、ＰＤＣＣＨをモニタし
ない、ＰＵＣＣＨを送信しない、ＳＲＳを送信しない、およびＤＬ－ＳＣＨを受信しない
。あるサービングセルが非活性化された場合、アクティブなＢＷＰは、存在しないように
してもよい（例えば、アクティブなＢＷＰは非活性化される）。
【０１００】
＜ＲＲＣ動作＞
　ＲＲＣメッセージ（報知されるシステム情報や、専用ＲＲＣメッセージで送られる情報
）に含まれるＢＷＰインフォメーションエレメント（IE）は、ＢＷＰを設定するために使
われる。基地局装置３から送信されたＲＲＣメッセージは、端末装置１によって受信され
る。それぞれのサービングセルに対して、ネットワーク（基地局装置３など）は、少なく
とも下りリンクのＢＷＰと１つ（もしサービングセルが上りリンクの設定された場合など
）または２つ（付録のアップリンク（supplementary uplink）が使われる場合など）の上
りリンクＢＷＰを含む少なくとも初期ＢＷＰ（initial BWP）を、端末装置１に対して、
設定する。さらに、ネットワークは、追加の上りリンクＢＷＰや下りリンクＢＷＰをある



(21) JP 2020-162018 A 2020.10.1

10

20

30

40

50

サービングセルに対して設定するかもしれない。ＢＷＰ設定は、上りリンクパラメータと
下りリンクパラメータに分けられる。また、ＢＷＰ設定は、共通（common）パラメータと
専用（dedicated）パラメータに分けられる。共通パラメータ（ＢＷＰ上りリンク共通Ｉ
ＥやＢＷＰ下りリンク共通ＩＥなど）は、セル特有である。プライマリセルの初期ＢＷＰ
の共通パラメータは、システム情報でも提供される。他のすべてのサービングセルに対し
ては、ネットワークは専用信号で共通パラメータを提供する。ＢＷＰは、ＢＷＰ　ＩＤで
識別される。初期ＢＷＰは、ＢＷＰ　ＩＤが０である。他のＢＷＰのＢＷＰ　ＩＤは、１
から４までの値を取る。
【０１０１】
　端末装置１に対して上位層のパラメータinitialDownlinkBWPが設定（提供）されない場
合、初期ＤＬ　ＢＷＰ（初期アクティブなＤＬ　ＢＷＰ、initial active DL BWP）は、
タイプ０ＰＤＣＣＨコモンサーチスペースのためのコントロールリソースセット（ＣＯＲ
ＥＳＥＴ）でのＰＤＣＣＨ受信のために、連続的なＰＲＢの位置と数、サブキャリア間隔
、および、サイクリックプレフィックスによって定義されてもよい。該連続的なＰＲＢの
位置は、タイプ０ＰＤＣＣＨコモンサーチスペースのためのコントロールリソースセット
のＰＲＢの間で、最小インデックスのＰＲＢから始まり、最大インデックスのＰＲＢで終
わる。端末装置１に対して上位層のパラメータinitialDownlinkBWPが設定（提供）されて
いる場合、初期ＤＬ　ＢＷＰは上位層のパラメータinitialDownlinkBWPによって示されて
もよい。上位層のパラメータinitialDownlinkBWPは、ＳＩＢ１（systemInformationBlock
Type1、ServingCellConfigCommonSIB）またはＳｅｒｖｉｎｇＣｅｌｌＣｏｎｇｆｉｇＣ
ｏｍｍｏｎに含まれてもよい。インフォメーションエレメントＳｅｒｖｉｎｇＣｅｌｌＣ
ｏｎｇｆｉｇＣｏｍｍｏｎＳＩＢは、ＳＩＢ１内で端末装置１に対するサービングセルの
セル固有パラメータを設定するために使われる。
【０１０２】
　即ち、端末装置１に対して上位層のパラメータinitialDownlinkBWPが設定（提供）され
ない場合、初期ＤＬ　ＢＷＰのサイズは、タイプ０ＰＤＣＣＨコモンサーチスペースのた
めのコントロールリソースセット（ＣＯＲＥＳＥＴ＃０）のリソースブロックの数であっ
てもよい。端末装置１に対して上位層のパラメータinitialDownlinkBWPが設定（提供）さ
れている場合、初期ＤＬ　ＢＷＰのサイズは、上位層のパラメータinitialDownlinkBWPに
含まれるｌｏｃａｔｉｏｎＡｎｄＢａｎｄｗｉｄｔｈによって与えられてもよい。上位層
のパラメータｌｏｃａｔｉｏｎＡｎｄＢａｎｄｗｉｄｔｈは初期ＤＬ　ＢＷＰの周波数領
域の位置と帯域幅を示してもよい。
【０１０３】
　前述のように、端末装置１に対して複数のＤＬ　ＢＷＰが設定されていてもよい。そし
て、端末装置１に対して設定されているＤＬ　ＢＷＰの内、上位層のパラメータdefaultD
ownlinkBWP-IdによりデフォルトＤＬ　ＢＷＰが設定されることができる。端末装置１に
対して上位層のパラメータdefaultDownlinkBWP-Idが提供されない場合、デフォルトＤＬ
　ＢＷＰは初期ＤＬ　ＢＷＰである。
【０１０４】
　端末装置１には、初期ＵＬ　ＢＷＰがＳＩＢ１（systemInformationBlockType1）また
はｉｎｉｔｉａｌＵｐｌｉｎｋＢＷＰによって提供されてもよい。インフォメーションエ
レメントｉｎｉｔｉａｌＵｐｌｉｎｋＢＷＰは、初期ＵＬ　ＢＷＰを設定するために使わ
れる。ＳｐＣｅｌｌまたはセカンダリセルでのオペレーションに対して、端末装置１には
、上位層のパラメータｉｎｉｔｉａｌＵｐｌｉｎｋＢＷＰによって初期ＵＬ　ＢＷＰ（初
期アクティブなＵＬ　ＢＷＰ）が設定（提供）されてもよい。端末装置１に対して補足的
な上りリンクキャリア（supplementary UL carrier）が設定される場合、端末装置１には
、上位層のパラメータsupplementaryUplinkに含まれるinitialUplinkBWPによって、補足
的な上りリンクキャリアでの初期ＵＬ　ＢＷＰが設定されてもよい。
【０１０５】
　以下、本実施形態におけるコントロールリソースセット（ＣＯＲＥＳＥＴ）について説
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明する。
【０１０６】
　コントロールリソースセット（CORESET, Control resource set）は下りリンク制御情
報をサーチするための時間および周波数リソースである。ＣＯＲＥＳＥＴの設定情報には
、ＣＯＲＥＳＥＴの識別子（ＣｏｎｔｒｏｌＲｅｓｏｕｒｃｅＳｅｔＩｄ、ＣＯＲＥＳＥ
Ｔ－ＩＤ）とＣＯＲＥＳＥＴの周波数リソースを特定する情報が含まれる。インフォメー
ションエレメントＣｏｎｔｒｏｌＲｅｓｏｕｒｃｅＳｅｔＩｄ（ＣＯＲＥＳＥＴの識別子
）は、あるサービングセルにおけるコントロールリソースセットを特定するために使われ
る。ＣＯＲＥＳＥＴの識別子は、あるサービングセルにおけるＢＷＰ間で使われる。ＣＯ
ＲＥＳＥＴの識別子は、サービングセルにおけるＢＷＰ間でユニークである。各ＢＷＰの
ＣＯＲＥＳＥＴの数は、初期ＣＯＲＥＳＥＴを含めて、３に制限される。あるサービング
セルにおいて、ＣＯＲＥＳＥＴの識別子の値は、０から１１までの値を取る。
【０１０７】
　ＣＯＲＥＳＥＴの識別子０（ＣｏｎｔｒｏｌＲｅｓｏｕｒｃｅＳｅｔＩｄ　０）で特定
されるコントロールリソースセットはＣＯＲＥＳＥＴ＃０と称する。ＣＯＲＥＳＥＴ＃０
は、ＭＩＢに含まれるｐｄｃｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＳＩＢ１、または、ＳｅｒｖｉｎｇＣｅ
ｌｌＣｏｎｇｆｉｇＣｏｍｍｏｎに含まれるＰＤＣＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎによ
って設定されてもよい。即ち、ＣＯＲＥＳＥＴ＃０の設定情報は、ＭＩＢに含まれるｐｄ
ｃｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＳＩＢ１、または、ＳｅｒｖｉｎｇＣｅｌｌＣｏｎｇｆｉｇＣｏｍ
ｍｏｎに含まれるＰＤＣＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎであってもよい。ＣＯＲＥＳＥ
Ｔ＃０の設定情報は、ＰＤＣＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＳＩＢ１またはＰＤＣＣＨ－Ｃｏｎｆｉ
ｇＣｏｍｍｏｎに含まれるｃｏｎｔｒｏｌＲｅｓｏｕｒｃｅＳｅｔＺｅｒｏによって設定
されてもよい。つまり、インフォメーションエレメントｃｏｎｔｒｏｌＲｅｓｏｕｒｃｅ
ＳｅｔＺｅｒｏは、初期ＤＬ　ＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴ＃０（コモンＣＯＲＥＳＥＴ）を
示すために用いられる。ｐｄｃｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＳＩＢ１で示されるＣＯＲＥＳＥＴは
、ＣＯＲＥＳＥＴ＃０である。ＭＩＢまたは専用コンフィギュレーション内のインフォメ
ーションエレメントｐｄｃｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＳＩＢ１は、初期ＤＬ　ＢＷＰを設定する
ために用いられる。ＣＯＲＥＳＥＴ＃０に対するＣＯＲＥＳＥＴの設定情報ｐｄｃｃｈ－
ＣｏｎｆｉｇＳＩＢ１には、ＣＯＲＥＳＥＴの識別子とＣＯＲＥＳＥＴの周波数リソース
（例えば、連続的なリソースブロックの数）および時間リソース（連続的なシンボルの数
）を明示的に特定する情報は含まれないが、ＣＯＲＥＳＥＴ＃０に対するＣＯＲＥＳＥＴ
の周波数リソース（例えば、連続的なリソースブロックの数）および時間リソース（連続
的なシンボルの数）は、ｐｄｃｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＳＩＢ１に含まれる情報によって暗示
的に特定できる。インフォメーションエレメントＰＤＣＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ
は、ＳＩＢで提供されるセル固有のＰＤＣＣＨパラメータを設定するために用いられる。
また、ＰＤＣＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎはハンドオーバ、および、ＰＳＣｅｌｌお
よび／またはＳＣｅｌｌの追加時にも提供されてもよい。ＣＯＲＥＳＥＴ＃０の設定情報
は、初期ＢＷＰの設定の中に含まれる。即ち、ＣＯＲＥＳＥＴ＃０の設定情報は、初期Ｂ
ＷＰ以外のＢＷＰの設定の中に含まれなくてもよい。ｃｏｎｔｒｏｌＲｅｓｏｕｒｃｅＳ
ｅｔＺｅｒｏは、ｐｄｃｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＳＩＢ１の内４ビット（例えば、ＭＳＢ　４
ビット、最上位ビットの４ビット）に対応する。ＣＯＲＥＳＥＴ＃０はタイプ０ＰＤＣＣ
Ｈコモンサーチスペースのためのコントロールリソースセットである。
【０１０８】
　追加のコモンＣＯＲＥＳＥＴ（additional common control resource set）の設定情報
は、ＰＤＣＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎに含まれるｃｏｍｍｏｎＣｏｎｔｒｏｌＲｅ
ｓｏｕｒｃｅＳｅｔによって設定されてもよい。また、追加のコモンＣＯＲＥＳＥＴの設
定情報は、システム情報および／またはページング手順のための追加のコモンＣＯＲＥＳ
ＥＴを指定するために使用されてもよい。追加のコモンＣＯＲＥＳＥＴの設定情報は、ラ
ンダムアクセス手順に使われる追加のコモンＣＯＲＥＳＥＴを指定するために使用されて
もよい。追加のコモンＣＯＲＥＳＥＴの設定情報は、各ＢＷＰの設定の中に含まれてもよ
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い。ｃｏｍｍｏｎＣｏｎｔｒｏｌＲｅｓｏｕｒｃｅＳｅｔに示されるＣＯＲＥＳＥＴの識
別子は０以外の値を取る。
【０１０９】
　コモンＣＯＲＥＳＥＴは、ランダムアクセス手順に使われるＣＯＲＥＳＥＴ（例えば、
追加のコモンＣＯＲＥＳＥＴ）であってもよい。また、本実施形態において、コモンＣＯ
ＲＥＳＥＴには、ＣＯＲＥＳＥＴ＃０および／または追加のコモンＣＯＲＥＳＥＴの設定
情報で設定されたＣＯＲＥＳＥＴが含まれてもよい。つまり、コモンＣＯＲＥＳＥＴはＣ
ＯＲＥＳＥＴ＃０および／または追加のコモンＣＯＲＥＳＥＴを含んでもよい。ＣＯＲＥ
ＳＥＴ＃０はコモンＣＯＲＥＳＥＴ＃０と称してもよい。端末装置１、コモンＣＯＲＥＳ
ＥＴが設定されているＢＷＰ以外のＢＷＰにおいても、コモンＣＯＲＥＳＥＴの設定情報
を参照（取得）してもよい。
【０１１０】
　１つまたは複数のＣＯＲＥＳＥＴの設定情報は、ＰＤＣＣＨ－Ｃｏｎｆｉｇによって設
定されてもよい。インフォメーションエレメントＰＤＣＣＨ－Ｃｏｎｆｉｇは、あるＢＷ
Ｐに対してＵＥ固有のＰＤＣＣＨパラメータ（例えば、ＣＯＲＳＥＴ、サーチスペースな
ど）を設定するために用いられる。ＰＤＣＣＨ－Ｃｏｎｆｉｇは、各ＢＷＰの設定の中に
含まれてもよい。
【０１１１】
　即ち、本実施形態において、ＭＩＢで示されるコモンＣＯＲＥＳＥＴの設定情報はｐｄ
ｃｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＳＩＢ１であり、ＰＤＣＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎで示され
るコモンＣＯＲＥＳＥＴの設定情報はｃｏｎｔｒｏｌＲｅｓｏｕｒｃｅＳｅｔＺｅｒｏで
あり、ＰＤＣＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎで示されるコモンＣＯＲＥＳＥＴ（追加の
コモンＣＯＲＥＳＥＴ）の設定情報はｃｏｍｍｏｎＣｏｎｔｒｏｌＲｅｓｏｕｒｃｅＳｅ
ｔである。また、ＰＤＣＣＨ－Ｃｏｎｆｉｇで示される１つまたは複数のＣＯＲＥＳＥＴ
（UE specifically configured Control Resource Sets、ＵＥ固有ＣＯＲＥＳＥＴ）の設
定情報はｃｏｎｔｒｏｌＲｅｓｏｕｒｃｅＳｅｔＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔである。
【０１１２】
　サーチスペースはＰＤＣＣＨ候補（PDCCH candidates）をサーチするために定義される
。サーチスペースの設定情報に含まれるｓｅａｒｃｈＳｐａｃｅＴｙｐｅは、該サーチス
ペースがコモンサーチスペース（Common Search Space, CSS）であるかＵＥ固有サーチス
ペース（UE-specific Search Space, USS）であるを示す。ＵＥ固有サーチスペースは、
少なくとも、端末装置１がセットしているＣ－ＲＮＴＩの値から導き出される。すなわち
、ＵＥ固有サーチスペースは、端末装置１毎に個別に導き出される。コモンサーチスペー
スは、複数の端末装置１の間で共通のサーチスペースであり、予め定められたインデック
スのＣＣＥ（Control Channel Element）から構成される。ＣＣＥは、複数のリソースエ
レメントから構成される。サーチスペースの設定情報には、該サーチスペースでモニタさ
れるＤＣＩフォーマットの情報が含まれる。
【０１１３】
　サーチスペースの設定情報には、ＣＯＲＥＳＥＴの設定情報で特定されるＣＯＲＥＳＥ
Ｔの識別子が含まれる。サーチスペースの設定情報の中に含まれるＣＯＲＥＳＥＴの識別
子で特定されるＣＯＲＥＳＥＴは、該サーチスペースと関連付けられる。言い換えると、
該サーチスペースに関連付けられるＣＯＲＥＳＥＴは、該サーチスペースに含まれるＣＯ
ＲＥＳＥＴの識別子で特定するＣＯＲＥＳＥＴである。該サーチスペースの設定情報で示
されるＤＣＩフォーマットは、関連付けられるＣＯＲＥＳＥＴでモニタされる。各サーチ
スペースは一つのＣＯＲＥＳＥＴに関連付けられる。例えば、ランダムアクセス手順のた
めのサーチスペースの設定情報はｒａ－ＳｅａｒｃｈＳｐａｃｅによって設定されてもよ
い。即ち、ｒａ－ＳｅａｒｃｈＳｐａｃｅと関連付けられるＣＯＲＥＳＥＴでＲＡ－ＲＮ
ＴＩまたはＴＣ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣが付加されたＤＣＩフォー
マットがモニタされる。
【０１１４】
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　前述のように、ＣＯＲＥＳＥＴ＃０の設定情報は、初期ＤＬ　ＢＷＰの設定の中に含ま
れる。ＣＯＲＥＳＥＴ＃０の設定情報は、初期ＤＬＢＷＰ以外のＢＷＰ（追加のＢＷＰ）
の設定の中に含まれなくてもよい。初期ＤＬ　ＢＷＰ以外のＢＷＰ（追加のＢＷＰ）がＣ
ＯＲＥＳＥＴ＃０の設定情報を参照（refer, acquireなど）する場合には、周波数領域に
おいてＣＯＲＥＳＥＴ＃０およびＳＳブロックが追加のＢＷＰに含まれ、且つ、同じサブ
キャリア間隔を用いることを少なくとも満たすことが必要かもしれない。別の言い方で言
えば、初期ＢＷＰ以外のＢＷＰ（追加のＢＷＰ）がＣＯＲＥＳＥＴ＃０の設定情報を参照
（refer, acquireなど）する場合には、周波数領域において初期ＤＬ　ＢＷＰの帯域幅お
よびＳＳブロックが追加のＢＷＰに含まれ、且つ、同じサブキャリア間隔を用いることを
少なくとも満たすことが必要かもしれない。この時、追加のＢＷＰに対して設定されてい
るサーチスペース（例えば、ｒａ－ＳｅａｒｃｈＳｐａｃｅ）は、ＣＯＲＥＳＥＴ＃０の
識別子０を示すことにより、ＣＯＲＥＳＥＴ＃０の設定情報を参照（refer, acquireなど
）することができる。即ち、この時、ＣＯＲＥＳＥＴ＃０が初期ＤＬ　ＢＷＰのみに対し
て設定されているが、他のＢＷＰ（追加のＢＷＰ）でオペレーティングしている端末装置
１は、ＣＯＲＥＳＥＴ＃０の設定情報を参照することができる。また、周波数領域におい
て初期ＤＬ　ＢＷＰの帯域幅が追加のＤＬ　ＢＷＰに含まれ、且つ、ＳＳブロックが追加
のＤＬ　ＢＷＰに含まれ、且つ、同じサブキャリア間隔を用いる条件の内何れかが満たさ
ない場合、端末装置１は追加のＤＬ　ＢＷＰがＣＯＲＥＳＥＴ＃０の設定情報を参照する
ことを期待しなくてもよい。即ち、この場合、基地局装置３は、端末装置１に対して追加
のＤＬ　ＢＷＰがＣＯＲＥＳＥＴ＃０の設定情報を参照することを設定しなくてもよい。
ここで、初期ＤＬ　ＢＷＰはサイズＮｓｉｚｅ

ＢＷＰ、０の初期ＤＬ　ＢＷＰであっても
よい。
【０１１５】
　ある（追加）ＤＬ　ＢＷＰが他のＢＷＰのＣＯＲＥＳＥＴの設定情報を参照（refer, a
cquireなど）する場合には、周波数領域においてそのＣＯＲＥＳＥＴ（または、そのＢＷ
Ｐの帯域幅）および／またはそのＢＷＰが含む（関連する）ＳＳブロックが追加のＢＷＰ
に含まれ、且つ、同じサブキャリア間隔を用いることを少なくとも満たすことが必要かも
しれない。つまり、周波数領域においてそのＣＯＲＥＳＥＴ（または、そのＢＷＰの帯域
幅）が追加のＤＬ　ＢＷＰに含まれ、且つ、そのＢＷＰが含む（関連する）ＳＳブロック
が追加のＤＬ　ＢＷＰに含まれ、且つ、同じサブキャリア間隔を用いる条件の内何れかが
満たさない場合、端末装置１は追加のＤＬ　ＢＷＰがそのＢＷＰに対して設定されている
ＣＯＲＥＳＥＴの設定情報を参照することを期待しなくてもよい。
【０１１６】
　端末装置１は、ＰＤＣＣＨをモニタリングするように設定されているそれぞれのアクテ
ィブなサービングセルに配置される、１つまたは複数のＣＯＲＥＳＥＴにおいて、ＰＤＣ
ＣＨの候補のセットをモニタする。ＰＤＣＣＨの候補のセットは、１つまたは複数のサー
チスペースセットに対応している。モニタリングすることは、モニタされる１つまたは複
数のＤＣＩフォーマットに応じてそれぞれのＰＤＣＣＨの候補をデコードすることを意味
する。端末装置１がモニタするＰＤＣＣＨの候補のセットは、ＰＤＣＣＨサーチスペース
セットPDCCH search space sets)で定義される。一つのサーチスペースセットは、コモン
サーチスペースセットまたはＵＥ固有サーチスペースセットである。上記では、サーチス
ペースセットをサーチスペース、コモンサーチスペースセットをコモンサーチスペース、
ＵＥ固有サーチスペースセットをＵＥ固有サーチスペースと称している。端末装置１は、
１つまたは複数の以下のサーチスペースセットでＰＤＣＣＨ候補をモニタする。
-      タイプ０ＰＤＣＣＨコモンサーチスペースセット（a Type0-PDCCH common search
 space set、タイプ０コモンサーチスペース）： このサーチスペースセットは、上位層
のパラメータである、ＭＩＢで示されるpdcch-ConfigSIB1またはＰＤＣＣＨ－Ｃｏｎｆｉ
ｇＣｏｍｍｏｎで示されるサーチスペースＳＩＢ１(searchSpaceSIB1）またはPDCCH-Conf
igCommonに含まれるサーチスペースゼロ（searchSpaceZero）によって設定される。この
サーチスペースは、プライマリセルにおけるＳＩ－ＲＮＲＩでスクランブルされたＣＲＣ
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のＤＣＩフォーマットのモニタリングのためのものである。
-      タイプ０ＡＰＤＣＣＨコモンサーチスペースセット（a Type0A-PDCCH common sea
rch space set、タイプ０Ａコモンサーチスペース）： このサーチスペースセットは、上
位層のパラメータである、ＰＤＣＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎで示されるサーチスペ
ース(searchSpaceOtherSystemInformation）によって設定される。このサーチスペースは
、プライマリセルにおけるＳＩ－ＲＮＲＩでスクランブルされたＣＲＣのＤＣＩフォーマ
ットのモニタリングのためのものである。
-      タイプ１ＰＤＣＣＨコモンサーチスペースセット（a Type1-PDCCH common search
 space set、タイプ１コモンサーチスペース）： このサーチスペースセットは、上位層
のパラメータである、ＰＤＣＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎで示されるランダムアクセ
ス手順のためのサーチスペース(ra-SearchSpace）によって設定される。このサーチスペ
ースは、プライマリセルにおけるＲＡ－ＲＮＲＩまたはＴＣ－ＲＮＴＩでスクランブルさ
れたＣＲＣのＤＣＩフォーマットのモニタリングのためのものである。タイプ１ＰＤＣＣ
Ｈコモンサーチスペースセットはランダムアクセス手順のためのサーチスペースセットで
ある。
-      タイプ２ＰＤＣＣＨコモンサーチスペースセット（a Type2-PDCCH common search
 space set、タイプ２コモンサーチスペース）： このサーチスペースセットは、上位層
のパラメータである、ＰＤＣＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎで示されるページング手順
のためのサーチスペース(pagingSearchSpace）によって設定される。このサーチスペース
は、プライマリセルにおけるＰ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣのＤＣＩフォーマ
ットのモニタリングのためのものである。
-      タイプ３ＰＤＣＣＨコモンサーチスペースセット（a Type3-PDCCH common search
 space set、、タイプ３コモンサーチスペース）： このサーチスペースセットは、上位
層のパラメータである、ＰＤＣＣＨ－Ｃｏｎｆｉｇで示されるサーチスペースタイプがコ
モンのサーチスペース(SearchSpace）によって設定される。このサーチスペースは、ＩＮ
Ｔ－ＲＮＴＩ、ＳＦＩ－ＲＮＴＩ、ＴＰＣ－ＰＵＳＣＨ－ＲＮＴＩ、ＴＰＣ－ＰＵＣＣＨ
－ＲＮＴＩ、またはＴＰＣ－ＳＲＳ－ＲＮＴＩでスクランブルされたＣＲＣのＤＣＩフォ
ーマットのモニタリングのためのものである。プライマリライセルに対しては、Ｃ－ＲＮ
ＴＩ、ＣＳ－ＲＮＴＩ（ｓ）、またはMSC-C-RNTIでスクランブルされたＣＲＣのＤＣＩフ
ォーマットのモニタリングのためのものである。
 -     ＵＥ固有サーチスペースセット（a UE-specific search space set）： このサー
チスペースセットは、上位層のパラメータである、ＰＤＣＣＨ－Ｃｏｎｆｉｇで示される
サーチスペースタイプがＵＥ固有のサーチスペース(SearchSpace）によって設定される。
このサーチスペースは、Ｃ－ＲＮＴＩ、ＣＳ－ＲＮＴＩ（ｓ）、またはMSC-C-RNTIでスク
ランブルされたＣＲＣのＤＣＩフォーマットのモニタリングのためのものである。
【０１１７】
　もし、端末装置１が、対応する上位層パラメータ（searchSpaceZero, searchSpaceSIB1
, searchSpaceOtherSystemInformation, pagingSearchSpace, ra-SearchSpaceなど） に
よって、１つまたは複数のサーチスペースセットを提供されて、端末装置１が、Ｃ－ＲＮ
ＴＩまたはＣＳ－ＲＮＴＩを提供されている場合、端末装置１は、Ｃ－ＲＮＴＩまたはＣ
Ｓ－ＲＮＴＩを持つDCI format 0_0 と DCI format 1_0のためのＰＤＣＣＨ候補を、その
１つまたは複数のサーチスペースセットでモニタしてもよい。 
【０１１８】
　ＢＷＰの設定情報はＤＬ　ＢＷＰの設定情報とＵＬ　ＢＷＰの設定情報に分けられる。
ＢＷＰの設定情報には、インフォメーションエレメントｂｗｐ－Ｉｄ（ＢＷＰの識別子）
が含まれる。ＤＬ　ＢＷＰの設定情報に含まれるＢＷＰの識別子は、あるサービングセル
におけるＤＬ　ＢＷＰを特定（参照）するために使われる。ＵＬ　ＢＷＰの設定情報に含
まれるＢＷＰの識別子は、あるサービングセルにおけるＵＬ　ＢＷＰを特定（参照）する
ために使われる。ＢＷＰの識別子はＤＬ　ＢＷＰとＵＬ　ＢＷＰのそれぞれに対して付与
される。例えば、ＤＬ　ＢＷＰに対応するＢＷＰの識別子はＤＬ　ＢＷＰ　インデックス
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（DL BWP index）と称してもよい。ＵＬ　ＢＷＰに対応するＢＷＰの識別子はＵＬ　ＢＷ
Ｐ　インデックス（UL BWP index）と称してもよい。初期ＤＬ　ＢＷＰは、ＤＬ　ＢＷＰ
の識別子０によって参照される。初期ＵＬ　ＢＷＰは、ＵＬ　ＢＷＰの識別子０によって
参照される。他のＤＬ　ＢＷＰまたは他のＵＬ　ＢＷＰのそれぞれは、ＢＷＰの識別子　
１からｍａｘＮｒｏｆＢＷＰｓまでに参照されてもよい。つまり、０にセットしたＢＷＰ
の識別子（ｂｗｐ－Ｉｄ＝０）は、初期ＢＷＰに関連つけられ、他のＢＷＰに使われるこ
とができない。ｍａｘＮｒｏｆＢＷＰｓはサービングセルあたりのＢＷＰの最大数であり
、４である。即ち、他のＢＷＰの識別子の値は、１から４までの値を取る。他の上位レイ
ヤの設定情報は、ＢＷＰの識別子を利用して特定のＢＷＰに関連付けられる。ＤＬ　ＢＷ
ＰとＵＬ　ＢＷＰが同じＢＷＰの識別子を有することは、ＤＬ　ＢＷＰとＵＬ　ＢＷＰが
ペアされていることを意味してもよい。
【０１１９】
　端末装置１は、１つのプライマリセルと１５までのセカンダリセルが設定されてよい。
【０１２０】
　以下、本実施形態のランダムアクセス手順（Random Access procedure）について説明
する。ランダムアクセス手順は、競合ベース（ＣＢ：Ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　Ｂａｓｅｄ
）と非競合ベース（ｎｏｎ－ＣＢ）（ＣＦ：Ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　Ｆｒｅｅと称しても
よい）の２つの手順に分類される。競合ベースランダムアクセスはＣＢＲＡ、非競合ベー
スランダムアクセスはＣＦＲＡとも称される。端末装置１は、ランダムアクセス手順を開
始する（initiate）前に上位層を介してランダムアクセス設定情報を受信する。
【０１２１】
　ランダムアクセス手順は、（ｉ）ＰＲＡＣＨにおけるランダムアクセスプリアンブル（
メッセージ１、Msg1）の送信、（ｉｉ）ＰＤＣＣＨ／ＰＤＳＣＨを伴うランダムアクセス
応答（ＲＡＲ）メッセージ（メッセージ２、Msg2）の受信、および、適用可能な場合、（
ｉｉｉ）ＲＡＲ　ＵＬグラントによってスケジュールされるＰＵＳＣＨの送信、（ｉｖ）
衝突解消のためのＰＤＳＣＨの受信、を有してもよい。
【０１２２】
　競合ベースのランダムアクセス手順は、ＰＤＣＣＨオーダー、ＭＡＣエンティティ、下
位レイヤからのビーム失敗（beam failure）の通知、あるいはＲＲＣ等によって開始（in
itiate）される。ビーム失敗通知が、端末装置１のＭＡＣエンティティに端末装置１の物
理レイヤから提供された場合に、ある条件を満たした場合、端末装置１のＭＡＣエンティ
ティは、ランダムアクセス手順を開始する。ビーム失敗通知が、端末装置１のＭＡＣエン
ティティに端末装置１の物理レイヤから提供された場合に、ある条件を満たしたかどうか
を判断し、ランダムアクセス手順を開始する手続きを、ビーム失敗リカバリ手順と称して
もよい。このランダムアクセス手順は、ビーム失敗リカバリ要求のためのランダムアクセ
ス手順である。ＭＡＣエンティティによって開始されるランダムアクセス手順は、スケジ
ューリングリクエスト手続きによって開始されるランダムアクセス手順を含む。ビーム失
敗リカバリ要求のためのランダムアクセス手順は、ＭＡＣエンティティによって開始され
るランダムアクセス手順と考えられるかもしれないし、考えられないかもしれない。ビー
ム失敗リカバリ要求のためのランダムアクセス手順とスケジューリングリクエスト手続き
によって開始されるランダムアクセス手順で、異なる手続きを行う場合があるため、ビー
ム失敗リカバリ要求のためのランダムアクセス手順とスケジューリングリクエスト手続き
を、区別するようにしてもよい。ビーム失敗リカバリ要求のためのランダムアクセス手順
とスケジューリングリクエスト手続きを、ＭＡＣエンティティによって開始されるランダ
ムアクセス手順としてもよい。ある実施形態では、スケジューリングリクエスト手続きに
よって開始されるランダムアクセス手順をＭＡＣエンティティによって開始されるランダ
ムアクセス手順と称し、ビーム失敗リカバリ要求のためのランダムアクセス手順を下位レ
イヤからのビーム失敗の通知によるランダムアクセス手順と称するようにしてもよい。以
下、下位レイヤからのビーム失敗の通知を受けた場合のランダムアクセス手順の開始は、
ビーム失敗リカバリ要求のためのランダムアクセス手順の開始を意味してもよい。



(27) JP 2020-162018 A 2020.10.1

10

20

30

40

50

【０１２３】
　端末装置１は、基地局装置３と接続（通信）していない状態からの初期アクセス時、お
よび／または、基地局装置３と接続中であるが端末装置１に送信可能な上りリンクデータ
あるいは送信可能なサイドリンクデータが発生した場合のスケジューリングリクエスト時
などにおいて競合ベースのランダムアクセス手順を行なう。ただし、競合ベースのランダ
ムアクセスの用途はこれらに限定されない。
【０１２４】
　端末装置１に送信可能な上りリンクデータが発生していることは、送信可能な上りリン
クデータに対応するバッファステータスレポートがトリガーされていることを含んでもよ
い。端末装置１に送信可能な上りリンクデータが発生していることは、送信可能な上りリ
ンクデータの発生に基づいてトリガーされたスケジューリングリクエストがペンディング
されていることを含んでもよい。
【０１２５】
　端末装置１に送信可能なサイドリンクデータが発生していることは、送信可能なサイド
リンクデータに対応するバッファステータスレポートがトリガーされていることを含んで
もよい。端末装置１に送信可能なサイドリンクデータが発生していることは、送信可能な
サイドリンクデータの発生に基づいてトリガーされたスケジューリングリクエストがペン
ディングされていることを含んでもよい。
【０１２６】
　非競合ベースのランダムアクセス手順は、端末装置１が基地局装置３からランダムアク
セス手順の開始を指示する情報を受けた場合に開始されてもよい。非競合ベースランダム
アクセス手順は、端末装置１のＭＡＣレイヤが、下位レイヤからビーム失敗の通知を受け
た場合に開始されてもよい。
【０１２７】
　非競合ベースのランダムアクセスは、基地局装置３と端末装置１とが接続中であるがハ
ンドオーバや移動局装置の送信タイミングが有効でない場合に、迅速に端末装置１と基地
局装置３との間の上りリンク同期をとるために用いられてよい。非競合ベースランダムア
クセスは、端末装置１においてビーム失敗が発生した場合にビーム失敗リカバリ要求を送
信するために用いられてよい。ただし、非競合ベースのランダムアクセスの用途はこれら
に限定されない。
【０１２８】
　ただし、該ランダムアクセス手順の開始を指示する情報はメッセージ０、Ｍｓｇ．０、
ＮＲ－ＰＤＣＣＨオーダー、ＰＤＣＣＨオーダーなどと称されてもよい。ＰＤＣＣＨで送
信されるメッセージ０は、ＰＤＣＣＨオーダーと称されてもよい。ＰＤＣＣＨオーダーは
、あるＤＣＩフォーマットのＤＣＩで送信されてよい。メッセージ０は、非競合ベースラ
ンダムアクセスプリアンブルを割り当てる情報を含んでいてもよい。ランダムアクセス手
順がＰＤＣＣＨオーダーによって開始される場合に、端末装置１は、上位層によって開始
されるランダムアクセス手順でＰＲＡＣＨ送信に用いられるサブキャリア間隔と同じなサ
ブキャリア間隔を使って、ＰＲＡＣＨ送信を行ってもよい。
【０１２９】
　ただし、端末装置１は、メッセージ０で指示されたランダムアクセスプリアンブルイン
デックスが所定の値（例えば、インデックスを示すビットが全て０である場合）であった
場合に、端末装置１が利用可能なプリアンブルのセットの中からランダムに１つを選択し
て送信する競合ベースのランダムアクセス手順を行なってもよい。
【０１３０】
　ただし、ランダムアクセス設定情報には、セル内で共通の情報が含まれてもよく、端末
装置１毎に異なる専用（dedicated）の情報が含まれてもよい。
【０１３１】
　ただし、ランダムアクセス設定情報の一部は、ＳＳバーストセット内の全てのＳＳ／Ｐ
ＢＣＨブロックに関連付けられていてもよい。ただし、ランダムアクセス設定情報の一部
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は設定された１つまたは複数のＣＳＩ－ＲＳの全てに関連付けられてもよい。ただし、ラ
ンダムアクセス設定情報の一部は１つの下りリンク送信ビーム（あるいはビームインデッ
クス）に関連付けられていてもよい。
【０１３２】
　ただし、ランダムアクセス設定情報の一部はＳＳバーストセット内の１つのＳＳ／ＰＢ
ＣＨブロックに関連付けられていてもよい。ただし、ランダムアクセス設定情報の一部は
設定された１つまたは複数のＣＳＩ－ＲＳのうちの１つに関連付けられてもよい。ただし
、ランダムアクセス設定情報の一部は１つの下りリンク送信ビーム（あるいはビームイン
デックス）に関連付けられていてもよい。ただし、１つのＳＳ／ＰＢＣＨブロック、１つ
のＣＳＩ－ＲＳ、および／または１つの下りリンク送信ビームに関連付けられた情報には
、対応する１つのＳＳ／ＰＢＣＨブロック、１つのＣＳＩ－ＲＳ、および／または１つの
下りリンク送信ビームを特定するためのインデックス情報（例えば、ＳＳＢインデックス
、ビームインデックス、あるいはＱＣＬ設定インデックスであってよい）が含まれてもよ
い。
【０１３３】
　以下、ＰＤＣＣＨオーダーについて説明する。
【０１３４】
　ＤＣＩフォーマット１＿０のＣＲＣがＣ－ＲＮＴＩによってスクランブルされ、且つ、
ＤＣＩフォーマット１＿０に含まれる周波数領域リソース割り当てフィールドがすべて１
である場合、そのＤＣＩフォーマットは、ＰＤＣＣＨオーダーによって開始されるランダ
ムアクセス手順のために使われる。即ち、ＰＤＣＣＨオーダーは、そのＤＣＩフォーマッ
ト１＿０で送信されてもよい。そのＤＣＩフォーマット１＿０は、ランダムアクセスプリ
アンブルインデックスフィールド、ＵＬ／ＳＵＬインジケータフィールド、ＳＳ／ＰＢＣ
Ｈインデックスフィールド、ＰＲＡＣＨマスクインデックスフィールドを含んでもよい。
ＰＤＣＣＨオーダー（ＤＣＩフォーマット１＿０）に含まれるランダムアクセスプリアン
ブルインデックスフィールドは、ｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘを通知するために使
われる。０ｂ００００００にセットするｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘを通知するＰ
ＤＣＣＨオーダーは、競合ベースランダムアクセス手順を開始してもよい。０ｂ００００
００にセットしないｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘを通知するＰＤＣＣＨオーダーは
、非競合ベースランダムアクセス手順を開始してもよい。０ｂ００００００にセットする
ｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘは、ランダムアクセスプリアンブルインデックスの値
がすべてゼロと意味してもよい。０ｂ００００００にセットしないｒａ－Ｐｒｅａｍｂｌ
ｅＩｎｄｅｘは、ランダムアクセスプリアンブルインデックスの値がすべてゼロではない
（非ゼロ）と意味してもよい。
【０１３５】
　ランダムアクセスプリアンブルインデックスの値がすべてゼロではない場合、ＳＳ／Ｐ
ＢＣＨインデックスフィールドは、ＰＲＡＣＨ送信のためのＰＲＡＣＨ機会（ＰＲＡＣＨ
機会）を決定するために使用されるＳＳ／ＰＢＣＨを示してもよい。ランダムアクセスプ
リアンブルインデックスの値がすべてゼロの場合、ＳＳ／ＰＢＣＨインデックスフィール
ドは、リザーブ（reserved）されてもよい。
【０１３６】
　ランダムアクセスプリアンブルインデックスの値がすべてゼロではない場合、ＰＲＡＣ
Ｈマスクインデックスフィールドは、ＳＳ／ＰＢＣＨインデックスフィールドで示される
ＳＳ／ＰＢＣＨに関連付けられているＰＲＡＣＨ機会を示してもよい。即ち、ＰＲＡＣＨ
送信がＰＤＣＣＨオーダーによって開始（トリガー）され、且つ、ランダムアクセスプリ
アンブルインデックスフィールドの値がすべてゼロではない場合に、ＰＲＡＣＨマスクイ
ンデックスフィールドは、ＳＳ／ＰＢＣＨインデックスフィールドで示されるＳＳ／ＰＢ
ＣＨに関連付けられているＰＲＡＣＨ機会を示してもよい。ランダムアクセスプリアンブ
ルインデックスの値がすべてゼロの場合、ＰＲＡＣＨマスクインデックスフィールドは、
リザーブ（reserved）されてもよい。
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【０１３７】
　図８は、本実施形態における端末装置１のランダムアクセス手順の一例を示す図である
。
【０１３８】
　＜メッセージ１（Ｓ８０１）＞
　Ｓ８０１において、端末装置１は、ＰＲＡＣＨを介してランダムアクセスプリアンブル
を基地局装置３へ送信する。この送信されるランダムアクセスプリアンブルをメッセージ
１（Msg1）と称してもよい。ランダムアクセスプリアンブルの送信はＰＲＡＣＨ送信とも
称する。ランダムアクセスプリアンブルは、複数のシーケンスの中の一つのシーケンスを
使うことによって、基地局装置３へ情報を通知するように構成される。例えば、６４種類
（ランダムアクセスプリアンブルインデックスの番号は１番から６４番まで）のシーケン
スが用意されている。６４種類のシーケンスが用意されている場合、６ビットの情報（ｒ
ａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘまたはプリアンブルインデックスであってよい）を基地
局装置３へ示すことができる。この情報は、ランダムアクセスプリアンブル識別子（RAPI
D, Random Access preamble Identifier）として示されてもよい。
【０１３９】
　競合ベースのランダムアクセス手順の場合、端末装置１自身によってランダムアクセス
プリアンブルのインデックスがランダムに選択される。競合ベースランダムアクセス手順
においては、端末装置１は、設定された閾値を超えるＳＳ／ＰＢＣＨブロックのＲＳＲＰ
を持つＳＳ／ＰＢＣＨブロックを選択し、プリアンブルグループの選択を行う。ＳＳ／Ｐ
ＢＣＨブロックとランダムアクセスプリアンブルの関係が設定されている場合は、端末装
置１は、選択されたＳＳ／ＰＢＣＨブロックと選択されたプリアンブルグループに関連付
けられた１つまたは複数のランダムアクセスプリアンブルからランダムにｒａ－Ｐｒｅａ
ｍｂｌｅＩｎｄｅｘを選択し、選択されたｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘをプリアン
ブルインデックス（ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＩＮＤＥＸ）にセットする。また、例えば、選択
されたＳＳ／ＰＢＣＨブロックと選択されたプリアンブルグループは、メッセージ３の送
信サイズに基づいて、２つのサブグループに分けてもよい。端末装置１は、メッセージ３
の送信サイズが小さい場合に小さいメッセージ３の送信サイズに対応するサブグループか
らランダムにプリアンブルインデックスを選択し、メッセージ３の送信サイズが大きい場
合に大きいメッセージ３の送信サイズに対応するサブグループからランダムにプリアンブ
ルインデックスを選択してもよい。メッセージサイズが小さい場合のインデックスは、通
常、伝搬路の特性が悪い（または、端末装置１と基地局装置３間の距離が遠い）場合に選
択され、メッセージサイズが大きい場合のインデックスは、伝搬路の特性が良い（または
、端末装置１と基地局装置３間の距離が近い）場合に選択される。
【０１４０】
　非競合ベースランダムアクセス手順の場合、端末装置１によって基地局装置３から受信
した情報に基づいてランダムアクセスプリアンブルのインデックスが選択される。ここで
、当該端末装置１によって基地局装置３から受信した情報は、ＰＤＣＣＨに含まれてもよ
い。基地局装置３から受信した情報のビットの値が全て０である場合、端末装置１によっ
て競合ベースランダムアクセス手順が実行され、端末装置１自身によってランダムアクセ
スプリアンブルのインデックスが選択される。
【０１４１】
　＜メッセージ２（Ｓ８０２）＞
　次いで、メッセージ１を受信した基地局装置３は、Ｓ８０２において、端末装置１に送
信を指示するための上りリンクグラント（RAR UL grant, Random Access Response Grant
、ＲＡＲ　ＵＬグラント）を含むＲＡＲメッセージを生成し、生成したＲＡＲメッセージ
を含むランダムアクセス応答をＤＬ－ＳＣＨで端末装置１へ送信する。即ち、基地局装置
３は、Ｓ８０１において送信されたランダムアクセスプリアンブルに対応するＲＡＲメッ
セージを含むランダムアクセス応答をプライマリセル（または、プライマリセカンダリセ
ル）におけるＰＤＳＣＨで送信する。当該ＰＤＳＣＨは、ＲＡ－ＲＮＴＩを含むＰＤＣＣ
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Ｈに対応する。該ＲＡ－ＲＮＴＩは、ＲＡ－ＲＮＴＩ＝１＋ｓ＿ｉｄ＋１４×ｔ＿ｉｄ＋
１４×８０×ｆ＿ｉｄ＋１４×８０×８×ｕｌ＿ｃａｒｒｉｅｒ＿ｉｄによって算出され
る。ここで、ｓ＿ｉｄは、送信されるＰＲＡＣＨの最初のＯＦＤＭシンボルのインデック
スであり、０から１３までの値を取る。ｔ＿ｉｄは、システムフレーム内のＰＲＡＣＨの
最初のスロットのインデックスであり、０から７９までの値を取る。ｆ＿ｉｄは、周波数
領域でＰＲＡＣＨのインデックスであり、０から７までの値を取る。ｕｌ＿ｃａｒｒｉｅ
ｒ＿ｉｄはＭｓｇ１送信に使われる上りリンクキャリアである。ＮＵＬキャリアに対する
ｕｌ＿ｃａｒｒｉｅｒ＿ｉｄは０であり、ＳＵＬキャリアに対するｕｌ＿ｃａｒｒｉｅｒ
＿ｉｄは１である。
【０１４２】
　ランダムアクセス応答を、メッセージ２またはＭｓｇ２と称してもよい。また、基地局
装置３は、受信したランダムアクセスプリアンブルに対応したランダムアクセスプリアン
ブル識別子、および、該識別子に対応するＲＡＲメッセージ（ＭＡＣ　ＲＡＲ）をメッセ
ージ２に含める。基地局装置３は、受信したランダムアクセスプリアンブルから端末装置
１と基地局装置３との間の送信タイミングのずれを算出し、該ずれを調整するための送信
タイミング調整情報（ＴＡコマンド,Timing Advance Command）をＲＡＲメッセージに含
める。該ＲＡＲメッセージは、上りリンクグラントにマップされるランダムアクセスレス
ポンスグラントフィールド、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell Radio Network T
emporary Identifier）がマップされるＴｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩフィールド、
および、ＴＡコマンド（Timing Advance Command）を少なくとも含む。端末装置１は、Ｔ
Ａコマンドに基づいて、ＰＵＳＣＨ送信のタイミングを調整する。セルのグループ毎にＰ
ＵＳＣＨ送信のタイミングが調整されてもよい。また、基地局装置３は、受信したランダ
ムアクセスプリアンブルに対応したランダムアクセスプリアンブル識別子をメッセージ２
に含める。
【０１４３】
　ＰＲＡＣＨ送信に応答するために、端末装置１は、ランダムアクセス応答ウインドウの
期間に、SpCell（PCellまたはPSCell）において、対応するＲＡ－ＲＮＴＩによってスク
ランブルされたＣＲＣパリティビットが付加されたＤＣＩフォーマット１＿０を検出（モ
ニタ）する。該ランダムアクセス応答ウインドウの期間（ウインドウサイズ）は上位レイ
ヤパラメータｒａ－ＲｅｓｐｏｎｓｅＷｉｎｄｏｗによって与えられる。ウインドウサイ
ズはＴｙｐｅ１－ＰＤＣＣＨコモンサーチスペースのサブキャリア間隔に基づくスロット
数である。
【０１４４】
　端末装置１がウインドウの期間内にＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣ
が付加されたＤＣＩフォーマット１＿０および１つのＤＬ－ＳＣＨトランスポートブロッ
クを含むＰＤＳＣＨを検出した場合、端末装置１はそのトランスポートブロックを上位レ
イヤに渡す。上位レイヤは、ＰＲＡＣＨ送信に関連するランダムアクセスプリアンブル識
別子（RAPID）のためにそのトランスポートブロックを解析する。上位レイアがそのＤＬ
－ＳＣＨトランスポートブロックのＲＡＲメッセージに含まれるＲＡＰＩＤを識別（iden
tify）する場合、上位レイヤは物理レイヤに上りリンクグラントを示す。識別することは
、受信したランダムアクセス応答に含まれるＲＡＰＩＤと送信したランダムアクセスプリ
アンブルに対応するＲＡＰＩＤとが同一であること。上りリンクグラントは、物理レイヤ
においてランダムアクセスレスポンス上りリンクグラント（RAR UL grant）と称する。即
ち、端末装置１はランダムアクセスプリアンブル識別子に対応するランダムアクセス応答
（メッセージ２）をモニタすることで、基地局装置３から自装置宛てのＲＡＲ　メッセー
ジ（ＭＡＣ　ＲＡＲ）を特定することができる。
【０１４５】
　（ｉ）端末装置１がウインドウの期間内にＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされる
ＣＲＣが付加されたＤＣＩフォーマット１＿０を検出しない場合、または、（ｉｉ）端末
装置１がウインドウの期間内にＰＤＳＣＨにおけるＤＬ－ＳＣＨトランスポートブロック
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を正しく受信しない場合、または、（ｉｉｉ）上位レイヤがＰＲＡＣＨ送信に関連するＲ
ＡＰＩＤを識別しない場合、上位レイヤは物理レイヤにＰＲＡＣＨを送信するように指示
する。
【０１４６】
　受信したランダムアクセスレスポンスに、送信したランダムアクセスプリアンブルに対
応するランダムアクセスプリアンブル識別子が含まれており、端末装置１によって基地局
装置３から受信した情報に基づいてランダムアクセスプリアンブルが選択された場合、端
末装置１は非競合ベースランダムアクセス手順が成功裏に完了したとみなし、ランダムア
クセスレスポンスに含まれている上りリンクグラントに基づいてＰＵＳＣＨを送信する。
　受信したランダムアクセスレスポンスに、送信したランダムアクセスプリアンブルに対
応するランダムアクセスプリアンブル識別子が含まれており、端末装置１自身によってラ
ンダムアクセスプリアンブルが選択された場合、ＴＣ－ＲＮＴＩを受信したランダムアク
セスレスポンスに含まれるＴＣ－ＲＮＴＩフィールドの値にセットし、ランダムアクセス
レスポンスに含まれている上りリンクグラントに基づいてＰＵＳＣＨでランダムアクセス
メッセージ３を送信する。ランダムアクセスレスポンスに含まれている上りリンクグラン
トに対応するＰＵＳＣＨは、対応するプリアンブルがＰＲＡＣＨで送信されたサービング
セルにおいて送信される。
【０１４７】
　前述のように、ＰＲＡＣＨ送信に応答するために、端末装置１は、ランダムアクセス応
答ウインドウの期間に、対応するＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリ
ティビットが付加されたＤＣＩフォーマット１＿０を検出してもよい。端末装置１がその
ＤＣＩフォーマット１＿０を検出し、対応するＰＤＳＣＨでトランスポートブロックを受
信する場合、端末装置１は、ＰＲＡＣＨ関連付け（ＰＲＡＣＨ機会との関連付け）に使わ
れるＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたはＣＳＩ－ＲＳリソースの受信に用いるＱＣＬの想定（
ＱＣＬ特性）と同じＱＣＬの想定（ＤＭＲＳアンテナポートＱＣＬ特性）とみなして、Ｐ
ＤＣＣＨのＤＭＲＳを受信してＰＤＣＣＨを検出してもよい。つまり、端末装置１は、Ｐ
ＤＣＣＨのＤＭＲＳの受信に用いるＱＣＬの想定がＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたはＣＳＩ
－ＲＳリソースの受信（測定）に用いるＱＣＬの想定と同じとみなしてもよい。具体的に
言うと、基地局装置３は、ＰＲＡＣＨ関連付け（ＰＲＡＣＨ機会との関連付け）に使われ
るそのＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたはＣＳＩ－ＲＳリソースの送信に用いた空間ドメイン
送信フィルタを適用し、ＰＤＣＣＨのＤＭＲＳまたはＰＤＣＣＨを送信してもよい。端末
装置１は、ＰＲＡＣＨ関連付け（ＰＲＡＣＨ機会との関連付け）に使われるＳＳ／ＰＢＣ
ＨブロックまたはＣＳＩ－ＲＳリソースを特定し、対応する（特定された）ＳＳ／ＰＢＣ
ＨブロックまたはＣＳＩ－ＲＳリソースを受信（測定）した際に用いた空間ドメイン受信
フィルタを適用し、ＰＤＣＣＨのＤＭＲＳを受信してＰＤＣＣＨを検出してもよい。即ち
、端末装置１は、ＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳを受信する際、ＰＲＡＣＨ関連付けに使われるＳ
Ｓ／ＰＢＣＨブロックまたはＣＳＩ－ＲＳリソースの受信におけるドップラーシフト、ド
ップラースプレッド、平均遅延、遅延スプレッド、空間受信パラメータとチャネルの長区
間特性とみなしてＰＤＣＣＨのＤＭＲＳを受信して同期や伝搬路推定をしてもよい。ここ
で、端末装置１は、あるＣＯＲＥＳＥＴでそのＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣ
Ｈを受信してもよい。そのＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨが受信される該Ｃ
ＯＲＥＳＥＴに対してＴＣＩ設定（ＴＣＩ－Ｓｔａｔｅ）が設定されるかどうかに関わら
ず、端末装置１は、特定されたＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたはＣＳＩ－ＲＳリソースを受
信（測定）した際に用いた空間ドメイン受信フィルタを適用し、ＤＣＩフォーマット１＿
０を受信（検出）してもよい。
【０１４８】
　ただし、端末装置１が、SpCellに対して非競合ベースランダムアクセス手順をトリガー
したＰＤＣＣＨオーダーによって開始されたＰＲＡＣＨ送信に応答するために、対応する
ＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣを伴うＤＣＩフォーマット１＿０を検
出しようと試みる場合、端末装置１は、ＤＣＩフォーマット１＿０のＱＣＬの想定（ＤＭ
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ＲＳアンテナポートＱＣＬ特性）がＰＤＣＣＨオーダーのＱＣＬの想定と同じとみなして
もよい。具体的に言うと、基地局装置３は、ＰＤＣＣＨオーダーの送信に用いた空間ドメ
イン送信フィルタを適用し、ＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨを送信してもよ
い。端末装置１は、ＰＤＣＣＨオーダーを受信した際に用いた空間ドメイン受信フィルタ
を適用し、ＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨを検出してもよい。
【０１４９】
　ただし、端末装置１が、あるセカンダリセルに対して非競合ベースランダムアクセス手
順をトリガーしたＰＤＣＣＨオーダーによって開始されたＰＲＡＣＨ送信に応答するため
に、対応するＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣを伴うＤＣＩフォーマッ
ト１＿０を検出しようと試みる場合、端末装置１は、該ＤＣＩフォーマット１＿０のＱＣ
Ｌの想定（ＤＭＲＳアンテナポートＱＣＬ特性）がタイプ１ＰＤＣＣＨコモンサーチスペ
ースセットに関連付けられるＣＯＲＥＳＥＴのＱＣＬの想定（ＤＭＲＳアンテナポートＱ
ＣＬ特性）と同じとみなしてもよい。該ＤＣＩフォーマット１＿０は、タイプ１ＰＤＣＣ
Ｈコモンサーチスペースセットに関連付けられるＣＯＲＥＳＥＴで受信される。具体的に
言うと、基地局装置３は、ＤＣＩフォーマット１＿０が送信されるＣＯＲＥＳＥＴに用い
た空間ドメイン送信フィルタを適用し、ＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨを送
信してもよい。端末装置１は、そのＤＣＩフォーマット１＿０が受信されるＣＯＲＥＳＥ
ＴでＰＤＣＣＨを受信した際に用いた空間ドメイン受信フィルタを適用し、ＤＣＩフォー
マット１＿０を伴うＰＤＣＣＨを検出してもよい。
【０１５０】
　以下、あるＣＯＲＥＳＥＴでＰＤＣＣＨの受信に適用するＱＣＬの想定（空間ドメイン
受信フィルタ）について説明する。
【０１５１】
　ＣＯＲＥＳＥＴ＃０以外のＣＯＲＥＳＥＴにおいて、端末装置１に（ｉ）該ＣＯＲＥＳ
ＥＴに対してＴＣＩ状態がtci-StatesPDCCH-ToAddListおよびtci-StatesPDCCH-ToRelease
Listによって設定されない場合、または、（ｉｉ）該ＣＯＲＥＳＥＴに対して１つより多
いＴＣＩ状態がtci-StatesPDCCH-ToAddListおよびtci-StatesPDCCH-ToReleaseListによっ
て設定されたが、ＭＡＣ　ＣＥアクティベーションコマンド（MAC CE activation comman
d）が受信されていない場合、端末装置１は、ＰＤＣＣＨ受信に関連するＤＭＲＳアンテ
ナポートのＱＣＬの想定が初期ランダムアクセス手順で特定したＳＳ／ＰＢＣＨブロック
の受信に用いるＱＣＬの想定と同じとみなしてもよい。該ＭＡＣ　ＣＥアクティベーショ
ンコマンドは、１つより多いＴＣＩ状態の設定の内、何れのＴＣＩ状態の設定が活性化さ
れるかを通知するために用いられる。ＣＯＲＥＳＥＴ＃０は該ＣＯＲＥＳＥＴのインデッ
クスが０と意味してもよい。ＣＯＲＥＳＥＴ＃０以外のＣＯＲＥＳＥＴは、該ＣＯＲＥＳ
ＥＴのインデックスが０より大きい整数と意味してもよい。
【０１５２】
　ＣＯＲＥＳＥＴ＃０において、端末装置１に該ＣＯＲＥＳＥＴに対してＭＡＣ　ＣＥア
クティベーションコマンド（MAC CE activation command）が受信されていない場合、端
末装置１は、ＰＤＣＣＨ受信に関連するＤＭＲＳアンテナポートのＱＣＬの想定があるＳ
Ｓ／ＰＢＣＨブロックの受信に用いるＱＣＬの想定と同じとみなしてもよい。該ＳＳ／Ｐ
ＢＣＨブロックでは、端末装置１は、初期ランダムアクセス、または、（もしあれば）非
競合ベースランダムアクセス手順をトリガーするＰＤＣＣＨオーダーに寄らず開始される
最近のランダムアクセス手順からの何れかで特定されたＳＳ／ＰＢＣＨブロックであって
もよい。
【０１５３】
　また、あるＣＯＲＥＳＥＴにおいて、端末装置１に（ｉｉｉ）該ＣＯＲＥＳＥＴに対し
てＴＣＩの１つの状態が設定された場合、または、（ｉｖ）該ＣＯＲＥＳＥＴに対して活
性化される１つＴＣＩ状態を通知するＭＡＣ　ＣＥアクティベーションコマンドが受信さ
れた場合、端末装置１は、該ＣＯＲＥＳＥＴでＰＤＣＣＨの受信に用いられるＱＣＬの想
定がそのＴＣＩ状態の設定で示される１つまたは複数の下りリンク参照信号（ＤＬ　ＲＳ
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）のＱＣＬの想定と同じとみなしてもよい。即ち、この場合、端末装置１は、ＰＤＣＣＨ
　ＤＭＲＳを受信する際、そのＴＣＩ状態の設定で示される１つまたは複数の下りリンク
参照信号の受信に用いる空間ドメイン受信フィルタを適用し、該ＣＯＲＥＳＥＴでＰＤＣ
ＣＨの受信を試みる。即ち、この場合、端末装置１は、ＰＤＣＣＨ　ＤＭＲＳを受信する
際、そのＴＣＩ状態の設定で示される１つまたは複数の下りリンク参照信号の受信におけ
るドップラーシフト、ドップラースプレッド、平均遅延、遅延スプレッド、空間受信パラ
メータとチャネルの長区間特性とみなしてＰＤＣＣＨのＤＭＲＳを受信して同期や伝搬路
推定をしてもよい。
【０１５４】
　以下、対応するＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣが付加されたＤＣＩ
フォーマット１＿０によってスケジュールされるＰＤＳＣＨの受信に用いるＱＣＬの想定
について説明する。
【０１５５】
　該ＰＤＳＣＨを受信する時、端末装置１は、ＰＤＳＣＨのＤＭＲＳポート（ＤＭＲＳア
ンテナポート）のＱＣＬの想定が、ＰＲＡＣＨ関連付け（ＰＲＡＣＨ機会との関連付け）
と送信に使われるＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたはＣＳＩ－ＲＳリソースの受信に用いるＱ
ＣＬの想定（ＱＣＬ特性）と同じとみなしてもよい。ＱＣＬの想定は、ドップラーシフト
、ドップラースプレッド、平均遅延、遅延スプレッド、空間受信パラメータに対応しても
よい。即ち、端末装置１は、該ＰＤＳＣＨを受信する際、ドップラーシフト、ドップラー
スプレッド、平均遅延、遅延スプレッド、空間受信パラメータに関して、ＰＤＳＣＨのＤ
ＭＲＳポートのＱＣＬの想定が、ＰＲＡＣＨ関連付けと送信に使われるＳＳ／ＰＢＣＨブ
ロックまたはＣＳＩ－ＲＳリソースのＱＣＬ想定と同じとみなしてもよい。即ち、端末装
置１は、ＰＤＳＣＨ　ＤＭＲＳを受信する際、ＰＲＡＣＨ関連付けと送信に使われるＳＳ
／ＰＢＣＨブロックまたはＣＳＩ－ＲＳリソースの受信におけるドップラーシフト、ドッ
プラースプレッド、平均遅延、遅延スプレッド、空間受信パラメータとチャネルの長区間
特性とみなしてＰＤＳＣＨのＤＭＲＳを受信して同期や伝搬路推定をしてもよい。具体的
に言うと、基地局装置３は、ＰＲＡＣＨ関連付けと送信に使われるそのＳＳ／ＰＢＣＨブ
ロックまたはＣＳＩ－ＲＳリソースの送信に用いた空間ドメイン送信フィルタを適用し、
ＰＤＳＣＨのＤＭＲＳまたはＰＤＳＣＨを送信してもよい。端末装置１は、ＰＲＡＣＨ関
連付けと送信に使われるＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたはＣＳＩ－ＲＳリソースを特定し、
対応する（特定された）ＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたはＣＳＩ－ＲＳリソースを受信（測
定）した際に用いた空間ドメイン受信フィルタを適用し、ＰＤＳＣＨのＤＭＲＳまたはＰ
ＤＳＣＨを受信してもよい。
【０１５６】
　ただし、非競合ベースランダムアクセス手順をトリガーするＰＤＣＣＨオーダーによっ
てトリガーされたランダムアクセス手順に応答するために該ＰＤＳＣＨを受信する場合、
端末装置１は、該ＰＤＳＣＨのＤＭＲＳポートと該ＰＤＳＣＨをスケジュールするＤＣＩ
フォーマット１＿０のＤＭＲＳポートが、ドップラーシフト、ドップラースプレッド、平
均遅延、遅延スプレッド、空間受信パラメータに関して同じＳＳ／ＰＢＣＨブロックまた
はＣＳＩ－ＲＳと同じＱＣＬとみなしてもよい。別の言葉で言うと、非競合ベースランダ
ムアクセス手順をトリガーするＰＤＣＣＨオーダーによってトリガーされたランダムアク
セス手順に応答するために該ＰＤＳＣＨを受信する場合、端末装置１は、該ＰＤＳＣＨの
ＤＭＲＳポートのＱＣＬ想定が、該ＰＤＳＣＨをスケジュールするそのＤＣＩフォーマッ
ト１＿０（そのＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨ）のＱＣＬ想定と同じとみな
してもよい。具体的に言うと、例えば、そのＤＣＩフォーマット１＿０のＱＣＬの想定が
、第１のＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたは第１のＣＳＩ－ＲＳのＱＣＬ想定と同じとすれば
、該ＰＤＳＣＨのＤＭＲＳポートのＱＣＬの想定は、第１のＳＳ／ＰＢＣＨブロックまた
は第１のＣＳＩ－ＲＳのＱＣＬ想定と同じにしてもよい。即ち、端末装置１は、そのＤＣ
Ｉフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨを受信するための空間パラメータが、第１のＳＳ
／ＰＢＣＨブロックまたは第１のＣＳＩ－ＲＳの受信に用いる空間パラメータと同じとみ
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なしてもよい。端末装置１は、そのＰＤＳＣＨを受信するための空間パラメータが、第１
のＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたは第１のＣＳＩ－ＲＳの受信に用いる空間パラメータと同
じとみなしてもよい。端末装置１は、そのＰＤＳＣＨを受信するための空間パラメータが
、そのＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨの受信に用いる空間パラメータと同じ
とみなしてもよい。このとき、端末装置１は、そのＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤ
ＣＣＨの受信に用いる空間パラメータと同一の空間パラメータを適用し、そのＰＤＳＣＨ
を受信してもよい。すなわち、端末装置１は、そのＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤ
ＣＣＨとそのＰＤＳＣＨを受信する際に、空間ドメイン受信パラメータの切り替えを行わ
なくてもよい。基地局装置３は、そのＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨの送信
に用いた空間ドメイン送信フィルタを用いて、そのＰＤＳＣＨを送信してもよい。
【０１５７】
　また、端末装置１が、SpCellに対して非競合ベースランダムアクセス手順をトリガーす
るＰＤＣＣＨオーダーによってトリガーされたランダムアクセス手順に応答するために該
ＰＤＳＣＨを受信する場合、端末装置１は、該ＰＤＳＣＨのＤＭＲＳポートのＱＣＬの想
定が受信されたＰＤＣＣＨオーダーのＤＭＲＳポートのＱＣＬの想定と同じとみなしても
よい。即ち、SpCellに対して非競合ベースランダムアクセス手順をトリガーするＰＤＣＣ
Ｈオーダーによってトリガーされたランダムアクセス手順に応答するために該ＰＤＳＣＨ
を受信する場合、端末装置１は、該ＰＤＳＣＨのＤＭＲＳポートとそのＰＤＣＣＨオーダ
ーのＤＭＲＳポートが、ドップラーシフト、ドップラースプレッド、平均遅延、遅延スプ
レッド、空間パラメータ（空間受信パラメータ）に関して同じＳＳ／ＰＢＣＨブロックま
たはＣＳＩ－ＲＳと同じＱＣＬとみなしてもよい。具体的に言うと、例えば、そのＰＤＣ
ＣＨオーダーのＱＣＬの想定が、第２のＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたは第２のＣＳＩ－Ｒ
ＳのＱＣＬ想定と同じとすれば、該ＰＤＳＣＨのＤＭＲＳポートのＱＣＬの想定は、第２
のＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたは第２のＣＳＩ－ＲＳのＱＣＬ想定と同じにしてもよい。
即ち、基地局装置３は、第２のＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたは第２のＣＳＩ－ＲＳの送信
に用いる空間パラメータと同一の空間パラメータを適用し、ＰＤＣＣＨオーダーを送信し
てもよい。また、基地局装置３は、ＰＤＣＣＨオーダーの送信に用いる空間パラメータと
同一の空間パラメータを適用し、ＰＤＳＣＨを送信してもよい。端末装置１は、第２のＳ
Ｓ／ＰＢＣＨブロックまたは第２のＣＳＩ－ＲＳを受信した際に用いた空間パラメータと
同一の空間パラメータを適用し、ＰＤＣＣＨオーダーを受信してもよい。端末装置１は、
ＰＤＣＣＨオーダーを受信した際に用いた空間パラメータと同一の空間パラメータを適用
し、そのＰＤＳＣＨを受信してもよい。
【０１５８】
　また、端末装置１が、あるセカンダリセルに対して非競合ベースランダムアクセス手順
をトリガーするＰＤＣＣＨオーダーによってトリガーされたランダムアクセス手順に応答
するために該ＰＤＳＣＨを受信する場合、端末装置１は、該ＰＤＳＣＨのＤＭＲＳポート
のＱＣＬの想定が該ＰＤＳＣＨをスケジュールするＤＣＩフォーマット１＿０（ＤＣＩフ
ォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨ）のＤＭＲＳポートのＱＣＬの想定と同じとみなして
もよい。別の言葉で言うと、端末装置１が、あるセカンダリセルに対して非競合ベースラ
ンダムアクセス手順をトリガーするＰＤＣＣＨオーダーによってトリガーされたランダム
アクセス手順に応答するために該ＰＤＳＣＨを受信する場合、端末装置１は、該ＰＤＳＣ
ＨのＤＭＲＳポートのＱＣＬの想定が該ＰＤＳＣＨをスケジュールするＤＣＩフォーマッ
ト１＿０が受信されるＣＯＲＥＳＥＴでＰＤＣＣＨ受信のＱＣＬの想定と同じとみなして
もよい。該ＤＣＩフォーマット１＿０は、タイプ１ＰＤＣＣＨコモンサーチスペースセッ
トに関連付けられるＣＯＲＥＳＥＴで受信される。基地局装置３は、ＤＣＩフォーマット
１＿０が送信されるＣＯＲＥＳＥＴでＰＤＣＣＨを送信する際に用いた空間ドメイン送信
フィルタを適用し、そのＰＤＳＣＨを送信してもよい。端末装置１は、ＤＣＩフォーマッ
ト１＿０が受信されるＣＯＲＥＳＥＴでＰＤＣＣＨを受信した際に用いた空間ドメイン受
信フィルタを適用し、そのＰＤＳＣＨを受信してもよい。
【０１５９】
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　ＲＡＲ　ＵＬ　グラント（RAR uplink grant）はＰＵＳＣＨ送信（または、RAR　ＰＵ
ＳＣＨ）のスケジューリングのために用いられる。ＲＡＲ　ＵＬグラントによってスケジ
ュールされるＰＵＳＣＨ（またはＰＵＳＣＨ送信）はＲＡＲ　ＰＵＳＣＨ（またはＲＡＲ
　ＰＵＳＣＨ送信）と称してもよい。つまり、ＲＡＲ　ＰＵＳＣＨ送信はＲＡＲ　ＵＬグ
ラントに対応するＰＵＳＣＨ送信である。即ち、ＲＡＲ　ＵＬグラントによってスケジュ
ールされるＰＵＳＣＨ（ＰＵＳＣＨ送信）はＲＡＲ　ＵＬグラントに対応するＰＵＳＣＨ
（ＰＵＳＣＨ送信）であってもよい。
【０１６０】
　競合ベースランダムアクセス手順において、端末装置１はＲＡＲ　ＵＬグラントに基づ
きMsg3(メッセージ３)の送信を行う。つまり、競合ベースランダムアクセス手順において
、Msg3　ＰＵＳＣＨ（Msg3 PUSCH送信）はＲＡＲ　ＵＬグラントによってスケジュールさ
れる。Msg3は競合ベースランダムアクセス手順の最初にスケジュールされた送信（ＰＵＳ
ＣＨ送信、first scheduled transmission）であってもよい。Msg3は競合ベースランダム
アクセス手順の一部分として、Ｃ－ＲＮＴＩ　ＭＡＣ　ＣＥまたはＣＣＣＨ　ＳＤＵを含
むメッセージであり、ＵＬ－ＳＣＨで送信されてもよい。競合ベースランダムアクセス手
順において、RAR PUSCH送信はMsg3 PUSCH送信であってもよい。非競合ベースランダムア
クセス手順において、端末装置１はＲＡＲ　ＵＬ　グラントに基づきＰＵＳＣＨ（RAR PU
SCH）の送信を行ってもよい。つまり、非競合ベースランダムアクセス手順において、Ｒ
ＡＲ　ＵＬグラントによってスケジュールされるＰＵＳＣＨはMsg3 PUSCHと称しなくても
よい。また、非競合ベースランダムアクセス手順において、ＲＡＲ　ＵＬグラントによっ
てスケジュールされるＰＵＳＣＨはNon-Msg3 PUSCHと称してもよい。つまり、非競合ベー
スランダムアクセス手順において、Non-Msg3 PUSCHはＲＡＲ　ＵＬグラントによってスケ
ジュールされるＰＵＳＣＨであってもよい。
【０１６１】
　また、本実施形態において、Ｍｓｇ３　ＰＵＳＣＨは、競合ベースランダムアクセス手
順において、ＲＡＲ　ＵＬグラントによってスケジュールされるＰＵＳＣＨを含んでもよ
い。また、Ｍｓｇ３　ＰＵＳＣＨは、非競合ベースランダムアクセス手順において、ＲＡ
Ｒ　ＵＬグラントによってスケジュールされるＰＵＳＣＨを含んでもよい。つまり、Ｍｓ
ｇ３　ＰＵＳＣＨは、ランダムアクセス手順のタイプ（競合ベースランダムアクセス手順
か非競合ベースランダムアクセス手順）と関わらず、ＲＡＲ　ＵＬグラントによってスケ
ジュールされるＰＵＳＣＨであってもよい。
【０１６２】
　＜メッセージ３（Ｓ８０３）＞
　端末装置１は、Ｓ８０２で受信したＲＡＲメッセージに含まれているＲＡＲ　ＵＬ　グ
ラントによってスケジュールされるＰＵＳＣＨ送信を行う。端末装置１は、同じサービン
グセルの同じ上りリンクキャリアにおいて、ＰＲＡＣＨ送信とＲＡＲ　ＵＬ　グラントに
よってスケジュールされるＰＵＳＣＨ送信を行う。ＲＡＲ　ＵＬ　グラントによってスケ
ジュールされるＰＵＳＣＨは、アクティブなＵＬ　ＢＷＰにおいて送信される。ＲＡＲ　
ＵＬグラントによってスケジュールされるＰＵＳＣＨに対するサブキャリア間隔は、ＵＬ
　ＢＷＰに対して設定される上位層のパラメータSubcarrierSpacingまたは上位層のパラ
メータSubcarrierSpacing２から示されてもよい。ＦＤＤでは、上位層のパラメータSubca
rrierSpacingは、ＤＬ　ＢＷＰのサブキャリア間隔を示すために用いられてもよい。ＦＤ
Ｄでは、上位層のパラメータSubcarrierSpacing２は、ＵＬ　ＢＷＰのサブキャリア間隔
を示すために用いられてもよい。ＳＵＬでは、上位層のパラメータSubcarrierSpacingは
、NUL（Normal Uplink、Non-SUL）キャリアのサブキャリア間隔を示すために用いられて
もよい。ＳＵＬでは、上位層のパラメータSubcarrierSpacing２は、ＳＵＬキャリアのサ
ービングセルのサブキャリア間隔を示すために用いられてもよい。
【０１６３】
　端末装置１は、ＲＡＲメッセージを含むＰＤＳＣＨをスケジュールするＤＣＩを検出す
る。ＲＡＲメッセージはＲＡＲ　ＵＬグラントを含む。端末装置１は、ＲＡＲメッセージ
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におけるＲＡＲ　ＵＬグラントによってスケジュールされるＰＵＳＣＨを送信する。その
ＰＵＳＣＨに割り当てられるスロットの番号は、（式２）Floor(n*2μPUSCH／2μPDSCH)+
Ｋ２＋Δによって与えられてもよい。ｎは、ＲＡＲメッセージを含むＰＤＳＣＨが検出さ
れるスロットである。スロットｎは、そのＰＤＳＣＨのサブキャリア間隔に対応するスロ
ットの番号である。μＰＤＳＣＨはＰＤＳＣＨに対するサブキャリア間隔設定である。μ

PUSCHはRAR ULグラントによってスケジュールされるＰＵＳＣＨに対するサブキャリア間
隔設定である。　つまり、端末装置１がスロットｎにおいてＲＡＲメッセージを含むＰＤ
ＳＣＨを受信した場合、端末装置１はスロットFloor(n*2μPUSCH／2μPDSCH)+Ｋ２＋Δに
おいてＲＡＲ　ＵＬグラントによってスケジュールされるＰＵＳＣＨを送信してもよい。
Ｋ２の値は、RAR ULグラントに含まれる‘ＰＵＳＣＨ　ｔｉｍｅ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ａ
ｌｌｏｃａｔｉｏｎ’フィールドによって示されてもよい。Δは、ＲＡＲ　ＵＬグラント
によってスケジュールされるＰＵＳＣＨの最初の送信のための追加のサブキャリア間隔特
定のスロット遅延値である。つまり、Δの値は、ＲＡＲ　ＵＬグラントによってスケジュ
ールされるＰＵＳＣＨが適用されるサブキャリア間隔に対応する。例えば、ＲＡＲ　ＵＬ
グラントによってスケジュールされるＰＵＳＣＨが適用されるサブキャリア間隔が１５ｋ
Ｈｚである場合、Δの値は２スロットであってもよい。そのサブキャリア間隔が３０ｋＨ
ｚである場合、Δの値は３スロットであってもよい。そのサブキャリア間隔が６０ｋＨｚ
である場合、Δの値は４スロットであってもよい。そのサブキャリア間隔が１２０ｋＨｚ
である場合、Δの値は６スロットであってもよい。
【０１６４】
　＜メッセージ３の再送信（Ｓ８０３ａ）＞
　メッセージ３の再送信は、ＲＡＲメッセージに含まれるＴＣ－ＲＮＴＩによってスクラ
ンブルされるＣＲＣパリティビットが付加されたＤＣＩフォーマット０＿０によってスケ
ジュールされる。即ち、ＲＡＲメッセージに含まれるＲＡＲ　ＵＬグラントに対応するＰ
ＵＳＣＨで送信されたトランスポートブロックのＰＵＳＣＨ再送信は、ＴＣ－ＲＮＴＩに
よってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加されたＤＣＩフォーマット０＿０
によってスケジュールされる。該ＤＣＩフォーマット０＿０はタイプ１ＰＤＣＣＨコモン
サーチスペースセットのＰＤＣＣＨで送信される。即ち、端末装置１は、Ｓ８０３でメッ
セージ３を送信した後に、メッセージ３の再送信をスケジュールするＤＣＩフォーマット
０＿０をモニタしてもよい。Ｓ８０３ａにおいて、端末装置１がメッセージ３の再送信を
スケジュールするＤＣＩフォーマット０＿０を検出したら、Ｓ８０３ｂを実行する。
【０１６５】
　＜メッセージ３の再送信（Ｓ８０３ｂ）＞
　Ｓ８０３ａにおいて、ＴＣ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣパリティビッ
トが付加されたＤＣＩフォーマット０＿０が検出したら、端末装置１は、Ｓ８０３で送信
されたトランスポートブロックのＰＵＳＣＨ再送信を行う。
【０１６６】
　以下、本実施形態に係るＲＡＲ　ＵＬグラントによってスケジュールされるＰＵＳＣＨ
とメッセージ３の再送信に用いられるＰＵＳＣＨ送信電力について説明する
【０１６７】
　端末装置１の用いるＲＡＲ　ＵＬグラントによってスケジュールされるＰＵＳＣＨとメ
ッセージ３の再送信の送信電力は、サブキャリア間隔設定μ、ＰＵＳＣＨに割り当てられ
た帯域幅（リソースブロック数）、ＰＵＳＣＨの基準電力、ＰＵＳＣＨの端末装置固有電
力、ＰＵＳＣＨの変調方式に基づく電力オフセット、および、下りリンクパスロスの補償
係数、下りリンクパスロス、ＰＵＳＣＨのＴＰＣコマンドの補正値に基づいてセットされ
る。なお、サブキャリア間隔設定μ、ＰＵＳＣＨの基準電力、ＰＵＳＣＨの端末装置固有
電力、および、下りリンクパスロスの補償係数は、上位レイヤ設定として基地局装置３よ
り設定される。また、これらの上位レイヤ設定は、上りリンクグラントの種類毎、セル毎
、上りリンクサブフレームセット毎に基地局装置３より端末装置１に対し設定されてもよ
い。
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【０１６８】
　以下、ＰＵＳＣＨの基準電力について説明する。
【０１６９】
　本実施形態において、ＰＵＳＣＨの基準電力ＰＯ＿ＰＵＳＣＨは、ＰＯ＿ＮＯＭＩＮＡ

Ｌ＿ＰＵＳＣＨとＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＳＣＨの和からなるパラメータであってもよい。（ｉ
）ＲＡＲ　ＵＬグラントによってスケジュールされる第１のＰＵＳＣＨおよび／または（
ｉｉ）ＴＣ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣパリティビットが付加されたＤ
ＣＩフォーマット０＿０によってスケジュールされる第２のＰＵＳＣＨ（メッセージ３の
再送信）の送信電力の算出に用いるＰＵＳＣＨの基準電力もＰＯ＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵ

ＳＣＨとＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＳＣＨの和からなってもよい。第１のＰＵＳＣＨおよび／また
は第２のＰＵＳＣＨのためのＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＳＣＨの値は、０であってもよい。第１の
ＰＵＳＣＨおよび／または第２のＰＵＳＣＨのためのＰＯ＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＳＣＨ

の値は、ＰＯ＿ＰＲＥとΔＰＲＥＡＭＢＬＥ＿Ｍｓｇ３の和であってもよい。ＰＯ＿ＰＲ

Ｅの値は、上位層のパラメータｐｒｅａｍｂｌｅＲｅｃｅｉｖｅｄＴａｒｇｅｔＰｏｗｅ
ｒから示される値であってもよい。ΔＰＲＥＡＭＢＬＥ＿Ｍｓｇ３値は、上位層のパラメ
ータmsg3-DeltaPreambleから示される値であってもよい。msg3-DeltaPreambleは、ＲＡＣ
Ｈプリアンブル送信と第１のＰＵＳＣＨとの間の電力オフセットの値を示すために用いら
れてもよい。msg3-DeltaPreambleは、ＲＡＣＨプリアンブル送信と第２のＰＵＳＣＨとの
間の電力オフセットの値を示すために用いられてもよい。端末装置１にmsg3-DeltaPreamb
leが設定されない場合、ΔＰＲＥＡＭＢＬＥ＿Ｍｓｇ３値は０であってもよい。
【０１７０】
　また、ＴＣ－ＲＮＴＩ以外のＴＣ－ＲＮＴＩ（例えば、Ｃ－ＲＮＴＩ、ＭＣＳ－Ｃ－Ｒ
ＮＴＩなど）によってスクランブルされるＣＲＣパリティビットが付加されたＤＣＩフォ
ーマット０＿０によってスケジュールされる第３のＰＵＳＣＨの送信電力の算出に用いる
ＰＵＳＣＨの基準電力について説明する。第３のＰＵＳＣＨのための基準電力は、ＰＯ＿

ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＳＣＨとＰＯ＿ＵＥ＿ＰＵＳＣＨの和からなってもよい。第３のＰ
ＵＳＣＨのためのＰＯ＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＳＣＨの値は、端末装置１にｐ０－Ｎｏｍ
ｉｎａｌＷｉｔｈＧｒａｎｔが設定された場合に、ｐ０－ＮｏｍｉｎａｌＷｉｔｈＧｒａ
ｎｔに示されてもよい。第３のＰＵＳＣＨのためのＰＯ＿ＮＯＭＩＮＡＬ＿ＰＵＳＣＨの
値は、端末装置１にｐ０－ＮｏｍｉｎａｌＷｉｔｈＧｒａｎｔが設定されていない場合に
、前述のようにＰＯ＿ＰＲＥとΔＰＲＥＡＭＢＬＥ＿Ｍｓｇ３の和であってもよい。ｐ０
－ＮｏｍｉｎａｌＷｉｔｈＧｒａｎｔは、第１のＰＵＳＣＨと第２のＰＵＳＣＨ以外のＰ
ＵＳＣＨのｐ０の値を示すために用いられる。第３のＰＵＳＣＨのためのＰＯ＿ＵＥ＿Ｐ

ＵＳＣＨの値は、ｐ０－ＡｌｐｈａＳｅｔｓ内の最初のｐ０－Ｐｕｓｃｈ－ＡｌｐｈａＳ
ｅｔ（ｆｉｒｓｔ　ｐ０－Ｐｕｓｃｈ－ＡｌｐｈａＳｅｔ）に示される値であってもよい
。ｐ０－ＡｌｐｈａＳｅｔｓは、１つまたは１つより多いｐ０－Ｐｕｓｃｈ－Ａｌｐｈａ
Ｓｅｔを含む。
【０１７１】
　このように、端末装置１は、ＰＵＳＣＨの基準電力に基づいて、上りリンクの送信電力
を適切にセットすることができる。
【０１７２】
　＜メッセージ４（Ｓ８０４）＞
　メッセージ３(Msg3)のＰＵＳＣＨ送信（ＲＡＲ　ＵＬグラントによってスケジュールさ
れるＰＵＳＣＨ）に応答するために、Ｃ－ＲＮＴＩが示されない端末装置１は、ＵＥ衝突
解消アイデンティティ（UE contention resolution identity）を含むＰＤＳＣＨをスケ
ジュールするＤＣＩフォーマット１＿０をモニタする。ここで、このＤＣＩフォーマット
１＿０は対応するＴＣ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣパリティビットが付
加される。ＵＥ衝突解消アイデンティティを伴うＰＤＳＣＨ受信に応答するために、端末
装置１はＰＵＣＣＨでＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を送信する。該ＰＵＣＣＨの送信は、メッセ
ージ３(Msg 3)が送信されるアクティブなＵＬ　ＢＷＰで行ってもよい。
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【０１７３】
　これにより、ランダムアクセス手順を行う端末装置１は、基地局装置３に対する上りリ
ンクデータ送信を行なうことができる。
【０１７４】
　図９は、本実施形態に係るＭＡＣエンティティのランダムアクセス手順の一例を示すフ
ロー図である。
【０１７５】
　＜ランダムアクセス手順の開始（Ｓ１００１）＞
　図９において、Ｓ１００１はランダムアクセス手順の開始（random access procedure 
initialization）に関する手順である。Ｓ１００１において、ランダムアクセス手順は、
ＰＤＣＣＨオーダー、ＭＡＣエンティティ自身、下位レイヤからのビーム失敗（beam fai
lure）の通知、あるいはＲＲＣ等によって開始（initiate）される。ＳＣｅｌｌにおける
ランダムアクセス手順は０ｂ００００００にセットしないｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄ
ｅｘを含むＰＤＣＣＨオーダーのみによって開始される。
【０１７６】
　Ｓ１００１において、端末装置１は、ランダムアクセス手順を開始する（initiate）前
に上位層を介してランダムアクセス設定情報を受信する。該ランダムアクセス設定情報に
は下記の情報または下記の情報を決定／設定するための情報の１つまたは複数のエレメン
トが含まれてよい。
・ｐｒａｃｈ－ＣｏｎｆｉｇＩｎｄｅｘ：ランダムアクセスプリアンブルの送信に利用可
能な１つまたは複数の時間／周波数リソース（ランダムアクセスチャネル機会（occasion
）、ＰＲＡＣＨ機会(PRACH occasion)、ＲＡＣＨ機会とも称される）のセット
・ｐｒｅａｍｂｌｅＲｅｃｅｉｖｅｄＴａｒｇｅｔＰｏｗｅｒ：プリアンブルの初期電力
（目標受信電力であってよい）
・ｒｓｒｐ－ＴｈｒｅｓｈｏｌｄＳＳＢ：ＳＳ／ＰＢＣＨブロック（関連するランダムア
クセスプリアンブルおよび／またはＰＲＡＣＨ機会であってもよい）の選択のための参照
信号受信電力（ＲＳＲＰ）の閾値
・ｒｓｒｐ－ＴｈｒｅｓｈｏｌｄＣＳＩ－ＲＳ：ＣＳＩ－ＲＳ（関連するランダムアクセ
スプリアンブルおよび／またはＰＲＡＣＨ機会であってもよい）の選択のための参照信号
受信電力（ＲＳＲＰ）の閾値
・ｒｓｒｐ－ＴｈｒｅｓｈｏｌｄＳＳＢ－ＳＵＬ：NUL（Normal Uplink）キャリアとSUL
（Supplementary Uplink）キャリアとの間の選択のための参照信号受信電力（ＲＳＲＰ）
の閾値
・ｐｏｗｅｒＣｏｎｔｒｏｌＯｆｆｓｅｔ：ランダムアクセス手順がビーム失敗リカバリ
のために開始された場合にｒｓｒｐ－ＴｈｒｅｓｈｏｌｄＳＳＢとｒｓｒｐ－Ｔｈｒｅｓ
ｈｏｌｄＣＳＩ－ＲＳとの間の電力オフセット
・ｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐ：パワーランピングステップ（パワーランピングフ
ァクター）。プリアンブル送信カウンタPREAMBLE_TRANSMISSION_COUNTERに基づいてラン
プアップされる送信電力のステップを示す
・ｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘ：利用可能な１つまたは複数のランダムアクセスプ
リアンブルあるいは前記複数のランダムアクセスプリアンブルグループにおいて利用可能
な１つまたは複数のランダムアクセスプリアンブル
・ｒａ－ｓｓｂ－ＯｃｃａｓｉｏｎＭａｓｋＩｎｄｅｘ：ＭＡＣエンティティがランダム
アクセスプリアンブルを送信するＳＳ／ＰＢＣＨブロックに割り当てられたＰＲＡＣＨ機
会を決定するための情報
・ｒａ－ＯｃｃａｓｉｏｎＬｉｓｔ：ＭＡＣエンティティがランダムアクセスプリアンブ
ルを送信してもよいＣＳＩ－ＲＳに割り当てられたＰＲＡＣＨ機会を決定するための情報
・ｐｒｅａｍＴｒａｎｓＭａｘ：プリアンブル送信の最大回数
・ｓｓｂ－ｐｅｒＲＡＣＨ－ＯｃｃａｓｉｏｎＡｎｄＣＢ－ＰｒｅａｍｂｌｅｓＰｅｒＳ
ＳＢ（SpCell only）：各ＰＲＡＣＨ機会にマップされるＳＳ／ＰＢＣＨブロックの数お
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よび各ＳＳ／ＰＢＣＨブロックにマップされるランダムアクセスプリアンブルの数を示す
パラメータ
・ｒａ－ＲｅｓｐｏｎｓｅＷｉｎｄｏｗ: ランダムアクセス応答（SpCell only）をモニ
タするタイムウィンドウ
・ｒａ－ＣｏｎｔｅｎｔｉｏｎＲｅｓｏｌｕｔｉｏｎＴｉｍｅｒ：衝突解消（コンテンシ
ョンレゾリューション：Contention Resolution）タイマー
・ｎｕｍｂｅｒＯｆＲＡ－ＰｒｅａｍｂｌｅｓＧｒｏｕｐＡ：各ＳＳ／ＰＢＣＨブロック
のためのランダムアクスプリアンブルグループＡ内のランダムアクセスプリアンブルの数
・ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ＿ＣＯＵＮＴＥＲ：プリアンブル送信カ
ウンタ
・ＤＥＬＴＡ＿ＰＲＥＡＭＢＬＥ：ランダムアクセスプリアンブルフォーマットに基づく
電力オフセット値
・ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＰＯＷＥＲ＿ＲＡＭＰＩＮＧ＿ＣＯＵＮＴＥＲ：プリアンブル電力
ランピングカウンタ
・ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＲＥＣＥＩＶＥＤ＿ＴＡＲＧＥＴ＿ＰＯＷＥＲ：初期ランダムアク
セスプリアンブル電力。ランダムアクセスプリアンブル送信に対する初期送信電力を示す
。
・ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＢＡＣＫＯＦＦ:ランダムアクセスプリアンブル送信のタイミング
を調整するために使われる。
【０１７７】
　あるサービングセルにランダムアクセス手順が開始される時に、ＭＡＣエンティティは
、Ｍｓｇ３バッファをフレッシュし、状態変数ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩ
ＯＮ＿ＣＯＵＮＴＥＲを１にセットし、状態変数ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＰＯＷＥＲ＿ＲＡＭ
ＰＩＮＧ＿ＣＯＵＮＴＥＲを１にセットし、状態変数ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＢＡＣＫＯＦＦ
を０ｍｓにセットする。ランダムアクセス手順に使われるキャリアが明示的に通知される
ならば、ＭＡＣエンティティは、ランダムアクセス手順を行うために通知されたキャリア
を選択し、状態変数ＰＣＭＡＸを通知されたキャリアの最大送信電力値にセットする。Ｍ
ＡＣエンティティは、ランダムアクセス手順に使われるキャリアが明示的に通知されない
、かつ、該サービングセルに対してＳＵＬキャリアが設定されており、かつ、下りリンク
パスロス参照のＲＳＲＰがｒｓｒｐ－ＴｈｒｅｓｈｏｌｄＳＳＢ－ＳＵＬにより小さい場
合に、ランダムアクセス手順を行うためにＳＵＬキャリアを選択し、状態変数ＰＣＭＡＸ
をＳＵＬキャリアの最大送信電力値にセットする。その以外の場合に、ＭＡＣエンティテ
ィは、ランダムアクセス手順を行うためにＮＵＬキャリアを選択し、状態変数ＰＣＭＡＸ
をＮＵＬキャリアの最大送信電力値にセットする。
【０１７８】
　＜ランダムアクセス手順の開始（Ｓ１００２）＞
　Ｓ１００２はランダムアクセスリソースの選択手順（random access resource selecti
on）である。以下、端末装置１のＭＡＣレイヤにおけるランダムアクセスリソース（時間
／周波数リソースおよび／またはプリアンブルインデックスを含む）の選択手順について
説明する。
【０１７９】
　端末装置１は、送信するランダムアクセスプリアンブルのプリアンブルインデックス（
ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＩＮＤＥＸと称されてもよい）に対して下記の手順で値をセットする
。
【０１８０】
　端末装置１（ＭＡＣエンティティ）は、（１）下位レイヤからのビーム失敗の通知によ
ってランダムアクセス手順が開始され、（２）ＲＲＣパラメータでＳＳ／ＰＢＣＨブロッ
ク（ＳＳＢとも称される）またはＣＳＩ－ＲＳに関連付けられたビーム失敗リカバリ要求
のための非競合ベースランダムアクセスのためのランダムアクセスリソース（ＰＲＡＣＨ
機会であってもよい）が提供されており、かつ（３）一つ以上のＳＳ／ＰＢＣＨブロック
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またはＣＳＩ－ＲＳのＲＳＲＰが所定の閾値を超えている場合に、ＲＳＲＰが前記所定の
閾値を超えているＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたはＣＳＩ－ＲＳを選択する。ＣＳＩ－ＲＳ
が選択された、かつ、選択されたＣＳＩ－ＲＳに関連つけられるｒａ－Ｐｒｅａｍｂｌｅ
Ｉｎｄｅｘがなければ、ＭＡＣエンティティは、選択されたＳＳ／ＰＢＣＨブロックに関
連付けられたｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘをプリアンブルインデックス（ＰＲＥＡ
ＭＢＬＥ＿ＩＮＤＥＸ）にセットしてもよい。それ以外の場合、ＭＡＣエンティティは、
該選択されたＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたはＣＳＩ－ＲＳに関連付けられたｒａ－Ｐｒｅ
ａｍｂｌｅＩｎｄｅｘをプリアンブルインデックスにセットする。
【０１８１】
　端末装置１は、（１）ＰＤＣＣＨ（ＰＤＣＣＨオーダー）またはＲＲＣでｒａ－Ｐｒｅ
ａｍｂｌｅＩｎｄｅｘが提供され、（２）該ｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘの値が競
合ベースランダムアクセス手順を指示する値（例えば０ｂ００００００）ではなく、かつ
（３）ＲＲＣでＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたはＣＳＩ－ＲＳと非競合ベースランダムアク
セスのためのランダムアクセスリソースが関連付けられていない場合に、シグナルされた
ｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘをプリアンブルインデックスにセットする。０ｂｘｘ
ｘｘｘｘは、６ビットの情報フィールドに配置されているビット列を意味している。
【０１８２】
　端末装置１は、（１）ＳＳ／ＰＢＣＨブロックと関連付けられる非競合ベースランダム
アクセスのためのランダムアクセスリソースがＲＲＣから提供されており、かつ（２）関
連付けられたＳＳ／ＰＢＣＨブロックのうちＲＳＲＰが所定の閾値を超えるＳＳ／ＰＢＣ
Ｈブロックが１つ以上利用可能である場合に、ＲＳＲＰが前記所定の閾値を超えているＳ
Ｓ／ＰＢＣＨブロックのうち１つを選択し、該選択されたＳＳ／ＰＢＣＨブロックに関連
付けられたｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘをプリアンブルインデックスにセットする
。
【０１８３】
　端末装置１は、（１）ＲＲＣでＣＳＩ－ＲＳと非競合ベースランダムアクセスのための
ランダムアクセスリソースが関連付けられており、かつ（２）関連付けられたＣＳＩ－Ｒ
ＳのうちＲＳＲＰが所定の閾値を超えるＣＳＩ－ＲＳが１つ以上利用可能である場合に、
ＲＳＲＰが前記所定の閾値を超えているＣＳＩ－ＲＳの１つを選択し、該選択されたＣＳ
Ｉ－ＲＳに関連付けられたｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘをプリアンブルインデック
スにセットする。
【０１８４】
　端末装置１は、上記条件のいずれの条件も満たさない場合、競合ベースランダムアクセ
ス手順を行なう。競合ベースランダムアクセス手順においては、端末装置１は、設定され
た閾値を超えるＳＳ／ＰＢＣＨブロックのＲＳＲＰを持つＳＳ／ＰＢＣＨブロックを選択
し、プリアンブルグループの選択を行う。ＳＳ／ＰＢＣＨブロックとランダムアクセスプ
リアンブルの関係が設定されている場合は、端末装置１は、選択されたＳＳ／ＰＢＣＨブ
ロックと選択されたプリアンブルグループに関連付けられた１つまたは複数のランダムア
クセスプリアンブルからランダムにｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘを選択し、選択さ
れたｒａ－ＰｒｅａｍｂｌｅＩｎｄｅｘをプリアンブルインデックスにセットする。
【０１８５】
　ＭＡＣエンティティは、１つのＳＳ／ＰＢＣＨブロックを選択し、かつＰＲＡＣＨ機会
とＳＳ／ＰＢＣＨブロックの関連付け（association）が設定されている場合、選択した
ＳＳ／ＰＢＣＨブロックに関連付けられているＰＲＡＣＨ機会のうち次に利用可能なＰＲ
ＡＣＨ機会を決定してもよい。ただし、端末装置１は、１つのＣＳＩ－ＲＳを選択し、か
つＰＲＡＣＨ機会とＣＳＩ－ＲＳの関連付け（association）が設定されている場合、選
択したＣＳＩ－ＲＳに関連付けられているＰＲＡＣＨ機会のうち次に利用可能なＰＲＡＣ
Ｈ機会を決定してもよい。
【０１８６】
　利用可能なＰＲＡＣＨ機会は、マスクインデックス情報、ＳＳＢインデックス情報、Ｒ
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ＲＣパラメータで設定されるリソース設定、および／または選択された参照信号（ＳＳ／
ＰＢＣＨブロックまたはＣＳＩ－ＲＳ）に基づいて、特定されてもよい。ＲＲＣパラメー
タで設定されるリソース設定は、ＳＳ／ＰＢＣＨブロック毎のリソース設定、および／ま
たはＣＳＩ－ＲＳ毎のリソース設定を含む。
【０１８７】
　基地局装置３は、ＲＲＣメッセージで、ＳＳ／ＰＢＣＨブロック毎のリソース設定およ
び／またはＣＳＩ－ＲＳ毎のリソース設定を、端末装置１に送信してもよい。端末装置１
は、ＲＲＣメッセージで、ＳＳ／ＰＢＣＨブロック毎のリソース設定および／またはＣＳ
Ｉ－ＲＳ毎のリソース設定を、基地局装置３から受信する。基地局装置３は、マスクイン
デックス情報および／またはＳＳＢインデックス情報を端末装置１に送信してもよい。端
末装置１は、マスクインデックス情報および／またはＳＳＢインデックス情報を、基地局
装置３から取得する。端末装置１は、ある条件に基づいて、参照信号（ＳＳ／ＰＢＣＨブ
ロックまたはＣＳＩ－ＲＳ）を選択してもよい。端末装置１は、次に利用可能なＰＲＡＣ
Ｈ機会を、マスクインデックス情報、ＳＳＢインデックス情報、ＲＲＣパラメータで設定
されるリソース設定、および選択された参照信号（ＳＳ／ＰＢＣＨブロックまたはＣＳＩ
－ＲＳ）に基づいて特定してもよい。端末装置１のＭＡＣエンティティは、選択されたＰ
ＲＡＣＨ機会を使用してランダムアクセスプリアンブルを送信するように物理レイヤに指
示してもよい。
【０１８８】
　マスクインデックス情報は、ランダムアクセスプリアンブルの送信に利用可能なＰＲＡ
ＣＨ機会のインデックスを示す情報である。マスクインデックス情報は、ｐｒａｃｈ－Ｃ
ｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＩｎｄｅｘで定められる１つまたは複数のＰＲＡＣＨ機会のグ
ループの一部のＰＲＡＣＨ機会を示す情報であってもよい。また、マスクインデックス情
報は、ＳＳＢインデックス情報で特定される特定のＳＳＢインデックスがマップされたＰ
ＲＡＣＨ機会のグループ内の一部のＰＲＡＣＨ機会を示す情報であってもよい。
【０１８９】
　ＳＳＢインデックス情報は、基地局装置３が送信する１つまたは複数のＳＳ／ＰＢＣＨ
ブロックのいずれかひとつに対応するＳＳＢインデックスを示す情報である。メッセージ
０を受信した端末装置１は、ＳＳＢインデックス情報で示されるＳＳＢインデックスがマ
ップされたＰＲＡＣＨ機会のグループを特定する。各ＰＲＡＣＨ機会にマップされるＳＳ
Ｂインデックスは、ＰＲＡＣＨ設定インデックスと上位レイヤパラメータＳＢ－ｐｅｒＲ
ＡＣＨ－Ｏｃｃａｓｉｏｎ、および上位レイヤパラメータｃｂ－ｐｒｅａｍｂｌｅＰｅｒ
ＳＳＢによって決まる。
【０１９０】
　＜ランダムアクセスプリアンブルの送信（Ｓ１００３）＞
　Ｓ１００３はランダムアクセスプリアンブルの送信（random access preamble transmi
ssion）に関する手順である。各ランダムアクセスプリアンブルに対して、ＭＡＣエンテ
ィティは、（１）状態変数ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ＿ＣＯＵＮＴＥ
Ｒが１より大きい、かつ（２）上位レイヤから停止されている電力ランプカウンタの通知
が受信されていない、かつ（３）選択されたＳＳ／ＰＢＣＨブロックが変更されていない
場合に、状態変数ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＰＯＷＥＲ＿ＲＡＭＰＩＮＧ＿ＣＯＵＮＴＥＲを１
つインクリメントする。
【０１９１】
　次に、ＭＡＣエンティティは、ＤＥＬＴＡ＿ＰＲＥＡＭＢＬＥの値を選択し、状態変数
ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＲＥＣＥＩＶＥＤ＿ＴＡＲＧＥＴ＿ＰＯＷＥＲを所定の値にセットす
る。所定の値はｐｒｅａｍｂｌｅＲｅｃｅｉｖｅｄＴａｒｇｅｔＰｏｗｅｒ＋ＤＥＬＴＡ
＿ＰＲＥＡＭＢＬＥ＋（ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＰＯＷＥＲ＿ＲＡＭＰＩＮＧ＿ＣＯＵＮＴＥ
Ｒ―１）＊ｐｏｗｅｒＲａｍｐｉｎｇＳｔｅｐによって算出される。
【０１９２】
　次に、ＭＡＣエンティティは、ビーム失敗リカバリ要求のために非競合ベースランダム
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アクセスプリアンブル以外の場合に、ランダムアクセスプリアンブルが送信されるＰＲＡ
ＣＨ機会に関連付けられるＲＡ－ＲＮＴＩを算出する。該ＲＡ－ＲＮＴＩは、ＲＡ－ＲＮ
ＴＩ＝１＋ｓ＿ｉｄ＋１４×ｔ＿ｉｄ＋１４×８０×ｆ＿ｉｄ＋１４×８０×８×ｕｌ＿
ｃａｒｒｉｅｒ＿ｉｄによって算出される。ここで、ｓ＿ｉｄは、送信されるＰＲＡＣＨ
の最初のＯＦＤＭシンボルのインデックスであり、０から１３までの値を取る。ｔ＿ｉｄ
は、システムフレーム内のＰＲＡＣＨの最初のスロットのインデックスであり、０から７
９までの値を取る。ｆ＿ｉｄは、周波数領域でＰＲＡＣＨのインデックスであり、０から
７までの値を取る。ｕｌ＿ｃａｒｒｉｅｒ＿ｉｄはＭｓｇ１送信に使われる上りリンクキ
ャリアである。ＮＵＬキャリアに対するｕｌ＿ｃａｒｒｉｅｒ＿ｉｄは０であり、ＳＵＬ
キャリアに対するｕｌ＿ｃａｒｒｉｅｒ＿ｉｄは１である。
【０１９３】
　ＭＡＣエンティティは、選択されたＰＲＡＣＨを用いてランダムアクセスプリアンブル
を送信するように物理レイヤに指示する。
【０１９４】
　＜ランダムアクセス応答の受信（Ｓ１００４）＞
　Ｓ１００４はランダムアクセス応答の受信（random access response reception）に関
する手順である。一旦ランダムアクセスプリアンブルが送信されると、ＭＡＣエンティテ
ィは、測定ギャップの可能な発生に関わらず、以下の動作を行う。ここで、ランダムアク
セス応答はランダムアクセス応答のためのＭＡＣ　ＰＤＵであってもよい。
【０１９５】
　ＭＡＣ　ＰＤＵ（ランダムアクセス応答のＭＡＣ　ＰＤＵ）は、１つまたは複数のＭＡ
Ｃ　ｓｕｂＰＤＵｓと可能なパディングから構成されている。各ＭＡＣ　ｓｕｂＰＤＵは
、以下の何れかで構成されている。
・Ｂａｃｋｏｆｆ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒのみを含むＭＡＣ　サブヘッダ（subheader）
・ＲＡＰＩＤのみを示すＭＡＣ　サブヘッダ（subheader）
・ＲＡＰＩＤを示すＭＡＣ　サブヘッダ（subheader）とＭＡＣ　ＲＡＲ（MAC payload f
or Random Access Response）
【０１９６】
　Ｂａｃｋｏｆｆ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒのみを含むＭＡＣ　ｓｕｂＰＤＵはＭＡＣ　ＰＤ
Ｕの先頭に配置される。パディングはＭＡＣ　ＰＤＵの最後に配置される。ＲＡＰＩＤの
みを含むＭＡＣ　ｓｕｂＰＤＵ、および、ＲＡＰＩＤとＭＡＣ　ＲＡＲを含むＭＡＣ　ｓ
ｕｂＰＤＵは、Ｂａｃｋｏｆｆ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒのみを含むＭＡＣ　ｓｕｂＰＤＵと
パディングとの間のどこにでも配置されることができる。
【０１９７】
　ＭＡＣ　ＲＡＲは固定のサイズで、0にセットするリザーブビット（Reserved bits）、
送信タイミング調整情報（ＴＡコマンド,Timing Advance Command）,ＵＬグラント（ＵＬ
　ｇｒａｎｔ、ＲＡＲ　ＵＬ　ｇｒａｎｔ）、および、ＴＥＭＰＯＲＡＲＹ＿Ｃ－ＲＮＴ
Ｉから構成されている。以下、ＲＡＲメッセージはＭＡＣ　ＲＡＲであってもよい。ＲＡ
Ｒメッセージはランダムアクセス応答であってもよい。
【０１９８】
　Ｓ１００４において、ＭＡＣエンティティがビーム失敗リカバリ要求のために非競合ベ
ースランダムアクセスプリアンブルを送信したならば、ＭＡＣエンティティはランダムア
クセスプリアンブル送信の終わりから最初のＰＤＣＣＨ機会で、ランダムアクセス応答ウ
インドウ（ｒａ－ＲｅｓｐｏｎｓｅＷｉｎｄｏｗ）をスタートする。そして、ランダムア
クセス応答ウインドウがランニングしている間に、ＭＡＣエンティティはビーム失敗リカ
バリ要求への応答のために、Ｃ－ＲＮＴＩによって識別されたＳｐＣｅｌｌのＰＤＣＣＨ
をモニタする。ここで、ランダムアクセス応答ウインドウの期間（ウインドウサイズ）は
上位レイヤパラメータＢｅａｍＦａｉｌｕｒｅＲｅｃｏｖｅｒｙＣｏｎｆｉｇに含まれる
ｒａ－ＲｅｓｐｏｎｓｅＷｉｎｄｏｗによって与えられる。それ以外の場合、ＭＡＣエン
ティティはランダムアクセスプリアンブル送信の終わりから最初のＰＤＣＣＨ機会で、ラ
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ンダムアクセス応答ウインドウ（ｒａ－ＲｅｓｐｏｎｓｅＷｉｎｄｏｗ）をスタートする
。ここで、ランダムアクセス応答ウインドウの期間（ウインドウサイズ）は上位レイヤパ
ラメータＲＡＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎに含まれるｒａ－ＲｅｓｐｏｎｓｅＷｉｎ
ｄｏｗによって与えられる。そして、ＭＡＣエンティティは、ランダムアクセス応答ウイ
ンドウがランニングしている間に、ＭＡＣエンティティはランダムアクセス応答のために
、ＲＡ－ＲＮＴＩによって識別されたＳｐＣｅｌｌのＰＤＣＣＨをモニタする。ここで、
インフォメーションエレメントＢｅａｍＦａｉｌｕｒｅＲｅｃｏｖｅｒｙＣｏｎｆｉｇは
、ビーム失敗検出の場合に、端末装置１に対してビーム失敗リカバリのためにＲＡＣＨリ
ソースおよび候補ビームの設定に使われる。インフォメーションエレメントＲＡＣＨ－Ｃ
ｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎは、セル固有のランダムアクセスパラメータを指定するために使
われる。
【０１９９】
　ＭＡＣエンティティは、（１）下位レイヤからＰＤＣＣＨ送信の受信通知が受け取られ
、かつ（２）ＰＤＣＣＨ送信がＣ－ＲＮＴＩによってスクランブルされ、かつ（３）ＭＡ
Ｃエンティティがビーム失敗リカバリ要求のために非競合ベースランダムアクセスプリア
ンブルを送信した場合に、ランダムアクセス手順が成功裏に完了したとみなしてもよい。
【０２００】
　次に、ＭＡＣエンティティは、（１）下りリンクアサインメントがＲＡ－ＲＮＴＩのＰ
ＤＣＣＨにおいて受信され、かつ（２）受信されたトランスポートブロックが成功裏にデ
コードされる場合に、以下の動作を行う。
【０２０１】
　ＭＡＣエンティティは、ランダムアクセス応答がＢａｃｋｏｆｆＩｎｄｉｃａｔｏｒを
含むＭＡＣ　ｓｕｂＰＤＵを含んでいる場合に、ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＢＡＣＫＯＦＦをＭ
ＡＣ　ｓｕｂＰＤＵに含まれるＢＩフィールドの値に設定する。それ以外の場合、ＭＡＣ
エンティティはＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＢＡＣＫＯＦＦを０ｍｓにセットする。
【０２０２】
　ＭＡＣエンティティは、ランダムアクセス応答が送信されたＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＩＮＤ
ＥＸに対応するランダムアクセスプリアンブル識別子を含むＭＡＣ　ｓｕｂＰＤＵを含ん
でいる場合に、ランダムアクセス応答の受信が成功したとみなしてもよい。
【０２０３】
　（１）ランダムアクセス応答の受信が成功したとみなし、且つ（２）該ランダムアクセ
ス応答がＲＡＰＩＤのみを含むＭＡＣ　ｓｕｂＰＤＵを含む場合に、ＭＡＣエンティティ
はランダムアクセス手順が成功裏に完了したとみなし、そして、ＳＩリクエスト（symste
m information request）に対する肯定応答（acknowledgement）の受信を上位レイヤに示
す。ここで、条件（２）が満たされない場合、ＭＡＣエンティティは、ランダムアクセス
プリアンブルが送信されるサービングセルに以下の動作Ａを適用する。
【０２０４】
＜動作Ａの開始＞
　ＭＡＣエンティティは、受信した送信タイミング調整情報（Timing Advance Command）
を処理し、下位レイヤに最新のランダムアクセスプリアンブル送信に適用されるpreamble
ReceivedTargetPowerおよびパワーランピングの量を示す。ここで、該送信タイミング調
整情報は、受信したランダムアクセスプリアンブルから端末装置１と基地局装置３との間
の送信タイミングのずれを調整するために用いられる。
【０２０５】
　ランダムアクセス手順に対するサービングセルがＳＲＳのみのためのＳＣｅｌｌである
場合、ＭＡＣエンティティは受信したＵＬグラントを無視してもよい。それ以外の場合、
ＭＡＣエンティティは受信したＵＬグラントの値を処理し下位レイヤに示す。
【０２０６】
　ランダムアクセスプリアンブルがＭＡＣエンティティによって競合ベースランダムアク
セスプリアンブルの範囲の中から選択されない場合、ＭＡＣエンティティはランダムアク
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セス手順が成功裏に完了したとみなしてもよい。
【０２０７】
＜動作Ａの終了＞
　ランダムアクセスプリアンブルがＭＡＣエンティティによって競合ベースランダムアク
セスプリアンブルの範囲の中から選択される場合、ＭＡＣエンティティはＴＥＭＰＯＲＡ
ＲＹ＿Ｃ－ＲＮＴＩを受信したランダムアクセス応答に含まれるＴｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ
－ＲＮＴＩフィールドの値にセットする。続いて、該ランダムアクセス応答がこのランダ
ムアクセス手順の中で初めて成功裏に受信された場合、ＭＡＣエンティティは、ＣＣＣＨ
論理チャネル（common control channel logical channel）に対して送信が行われていな
いならば、次の上りリンク送信にＣ－ＲＮＴＩ　ＭＡＣ　ＣＥを含むことを所定のエンテ
ィティ（Multiplexing and assembly entity）に通知し、そして、所定のエンティティ（
Multiplexing and assembly entity）から送信用のＭＡＣ　ＰＤＵを取得し、取得したＭ
ＡＣ　ＰＤＵをＭｓｇ３バッファに格納する。ＭＡＣエンティティは、ＣＣＣＨ論理チャ
ネルに対して送信が行われる場合に、所定のエンティティ（Multiplexing and assembly 
entity）から送信用のＭＡＣ　ＰＤＵを取得し、取得したＭＡＣ　ＰＤＵをＭｓｇ３バッ
ファに格納する。
【０２０８】
　ＭＡＣエンティティは、以下の条件（３）から（４）の少なくとも１つが満たされるな
らば、ランダムアクセス応答が成功裏に受信されていないとみなし、プリアンブル送信カ
ウンタ（ＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ＿ＣＯＵＮＴＥＲ）を１つインク
リメントする。ＭＡＣエンティティは、プリアンブル送信カウンタの値が所定の値（プリ
アンブル送信の最大回数＋１）に達し、且つ、ランダムアクセスプリアンブルがＳｐＣｅ
ｌｌで送信される場合に、上位レイヤにランダムアクセス問題を示す。そして、ランダム
アクセス手順がＳＩリクエストのために開始された場合、ＭＡＣエンティティは、ランダ
ムアクセス手順が成功裏に完了していないとみなす。
【０２０９】
　ＭＡＣエンティティは、プリアンブル送信カウンタの値が所定の値（プリアンブル送信
の最大回数＋１）に達し、且つ、ランダムアクセスプリアンブルがＳＣｅｌｌで送信され
る場合に、ランダムアクセス手順が成功裏に完了していないとみなす。
【０２１０】
　条件（３）は、ＲＡＣＨ－ＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎで設定されたランダムアクセス応
答ウインドウの期間が満了し（expired）、且つ、送信されたプリアンブルインデックス
と一致するランダムアクセスプリアンブル識別子を含むランダムアクセス応答が受信され
ていないということである。条件（４）は、ＢｅａｍＦａｉｌｕｒｅＲｅｃｏｖｅｒｙＣ
ｏｎｆｉｇで設定されたランダムアクセス応答ウインドウの期間が満了し（expired）、
且つ、Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＰＤＣＣＨが受信されていないというこ
とである。
【０２１１】
　ランダムアクセス手順が完了していない場合、ＭＡＣエンティティは、該ランダムアク
セス手順でランダムアクセスプリアンブルがＭＡＣ自身によって競合ベースランダムアク
セスプリアンブルの範囲の中から選択されたならば、０とＰＲＥＡＭＢＬＥ＿ＢＡＣＫＯ
ＦＦとの間でランダムバックオフ時間を選択し、選択されたバックオッフ時間で次のラン
ダムアクセスプリアンブル送信を遅らせ、そして、Ｓ１００２を実行する。ランダムアク
セス手順が完了していない場合、ＭＡＣエンティティは、該ランダムアクセス手順でラン
ダムアクセスプリアンブルがＭＡＣ自身によって競合ベースランダムアクセスプリアンブ
ルの範囲の中から選択されていないならば、Ｓ１００２を実行する。
【０２１２】
　ＭＡＣエンティティは、送信されたプリアンブルインデックスと一致するランダムアク
セスプリアンブル識別子を含むランダムアクセス応答を成功裏に受信したら、ランダムア
クセス応答ウインドウをストップしてもよい。
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【０２１３】
　端末装置１はＵＬグラントに基づいてＰＵＳＣＨでメッセージ３を送信する。
【０２１４】
　＜衝突解消（Ｓ１００５）＞
　Ｓ１００５は衝突解消（Contention Resolution）に関する手順である。
【０２１５】
　一旦Ｍｓｇ３が送信されると、ＭＡＣエンティティは、衝突解消タイマーをスタートし
、および、各ＨＡＲＱ再送信時に衝突解消タイマーを再スタートする。ＭＡＣエンティテ
ィは、測定ギャップの可能な発生に関わらず、衝突解消タイマーがランニングしている間
にＰＤＣＣＨをモニタする。
【０２１６】
　下位レイヤからＰＤＣＣＨ送信の受信通知を受け取って、かつ、Ｃ－ＲＮＴＩ　ＭＡＣ
　ＣＥがＭｓｇ３に含まれている場合、ＭＡＣエンティティは、以下の条件（５）から（
７）の少なくとも１つが満たされるならば、競合解消が成功するとみなし、衝突解消タイ
マーをストップし、ＴＥＭＰＯＲＡＲＹ＿Ｃ－ＲＮＴＩを破棄し、ランダムアクセス手順
が成功裏に完了したとみなす。
【０２１７】
　条件（５）は、ランダムアクセス手順がＭＡＣサブレイア自身またはＲＲＣサブレイア
によって開始され、ＰＤＣＣＨ送信がＣ－ＲＮＴＩによってスクランブルされ、且つ、該
ＰＤＣＣＨ送信が初期送信のための上りリンクグラントを含むということである。条件（
６）は、ランダムアクセス手順がＰＤＣＣＨオーダーによって開始され、かつ、ＰＤＣＣ
Ｈ送信はＣ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるということである。条件（７）は、ラ
ンダムアクセス手順がビーム失敗リカバリのために開始され、且つ、ＰＤＣＣＨ送信はＣ
－ＲＮＴＩによってスクランブルされるということである。
【０２１８】
　ＣＣＣＨ　ＳＤＵ(UE contention resolution Identity)がＭｓｇ３に含まれ、且つ、
ＰＤＣＣＨ送信がＴＥＭＰＯＲＡＲＹ＿Ｃ－ＲＮＴＩによってスクランブルされる場合、
ＭＡＣエンティティは、ＭＡＣ　ＰＤＵが成功裏にデコードされるならば、衝突解消タイ
マーをストップする。続いて、成功裏にデコードされたＭＡＣ　ＰＤＵがＵＥ衝突解消ア
イデンティティ（UE contention resolution identity）ＭＡＣ　ＣＥを含み、且つ、Ｍ
ＡＣ　ＣＥ内のＵＥ衝突解消アイデンティティがＭｓｇ３で送信されたＣＣＣＨ　ＳＤＵ
とマッチする場合、ＭＡＣエンティティは、衝突解消が成功するとみなし、ＭＡＣ　ＰＤ
Ｕの分解（disassembly）および逆多重化(demultiplexing)を終了する。そして、ランダ
ムアクセス手順がＳＩリクエストのために開始された場合に、ＭＡＣエンティティはＳＩ
リクエストに対する肯定応答の受信を上位レイヤに示す。ランダムアクセス手順がＳＩリ
クエストのために開始されない場合、ＭＡＣエンティティはＣ－ＲＮＴＩをＴＥＭＰＯＲ
ＡＲＹ＿Ｃ－ＲＮＴＩの値にセットする。続いて、ＭＡＣエンティティは、ＴＥＭＰＯＲ
ＡＲＹ＿Ｃ－ＲＮＴＩを破棄し、ランダムアクセス手順が成功裏に完了するとみなす。
【０２１９】
　ＭＡＣエンティティは、ＭＡＣ　ＣＥ内のＵＥ衝突解消アイデンティティがＭｓｇ３で
送信されたＣＣＣＨ　ＳＤＵとマッチしない場合に、ＴＥＭＰＯＲＡＲＹ＿Ｃ－ＲＮＴＩ
を破棄し、衝突解消が成功しないとみなし、成功裏にデコードされたＭＡＣ　ＰＤＵを破
棄する。
【０２２０】
　ＭＡＣエンティティは、衝突解消タイマーが満了した場合に、ＴＥＭＰＯＲＡＲＹ＿Ｃ
－ＲＮＴＩを破棄し（discard）、競合解消が成功しないとみなす。ＭＡＣエンティティ
は、競合解消が成功しないとみなされる場合に、Ｍｓｇ３バッファ内のＭＡＣ　ＰＤＵの
送信に使われるＨＡＲＱバッファをフラッシュし、プリアンブル送信カウンタ（ＰＲＥＡ
ＭＢＬＥ＿ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ＿ＣＯＵＮＴＥＲ）を１つインクリメントする。プ
リアンブル送信カウンタの値が所定の値（プリアンブル送信の最大回数＋１）に達したら
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、ＭＡＣエンティティは上位レイヤにランダムアクセス問題を示す。そして、ランダムア
クセス手順がＳＩリクエストのために開始された場合、ＭＡＣエンティティは、ランダム
アクセス手順が成功裏に完了していないとみなす。
【０２２１】
　ランダムアクセス手順が完了していない場合、ＭＡＣエンティティは、０とＰＲＥＡＭ
ＢＬＥ＿ＢＡＣＫＯＦＦとの間でランダムバックオフ時間を選択し、選択されたバックオ
ッフ時間で次のランダムアクセスプリアンブル送信を遅らせ、Ｓ１００２を実行する。
【０２２２】
　ランダムアクセス手順が完了すると、ＭＡＣエンティティは、ビーム失敗リカバリ要求
のための非競合ベースランダムアクセス手順以外の非競合ベースランダムアクセス手順に
対して、明示的にシグナリングされた非競合ベースランダムアクセスリソースを破棄し、
Ｍｓｇ３バッファ内のＭＡＣ　ＰＤＵの送信に使われるＨＡＲＱバッファをフラッシュす
る。
【０２２３】
　以下、本実施形態における装置の構成について説明する。
【０２２４】
　図１０は、本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するよう
に、端末装置１は、無線送受信部１０、および、上位層処理部１４を含んで構成される。
無線送受信部１０は、アンテナ部１１、ＲＦ（Radio Frequency）部１２、および、ベー
スバンド部１３を含んで構成される。上位層処理部１４は、媒体アクセス制御層処理部１
５、無線リソース制御層処理部１６を含んで構成される。無線送受信部１０を送信部、受
信部、モニタ部、または、物理層処理部とも称する。上位層処理部１４を測定部、選択部
または制御部１４とも称する。
【０２２５】
　上位層処理部１４は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータ（トランスポ
ートブロックと称されてもよい）を、無線送受信部１０に出力する。上位層処理部１４は
、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケットデータ統合プロトコル
（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control
: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層の一部あるいはすべて
の処理を行なう。上位層処理部１４は、１つまたは複数の参照信号から、それぞれの参照
信号の測定値に基づいて１つの参照信号を選択する機能を有してもよい。上位層処理部１
４は、１つまたは複数のＰＲＡＣＨ機会から、選択した１つの参照信号に関連付けられた
ＰＲＡＣＨ機会を選択する機能を有してもよい。上位層処理部１４は、無線送受信部１０
で受信したランダムアクセス手順の開始を指示する情報に含まれるビット情報が所定の値
であった場合に、上位レイヤ（例えばＲＲＣレイヤ）で設定された１つまたは複数のイン
デックスから１つのインデックスを特定し、プリアンブルインデックスにセットする機能
を有してもよい。上位層処理部１４は、ＲＲＣで設定された１つまたは複数のインデック
スのうち、選択した参照信号に関連付けられたインデックスを特定し、プリアンブルイン
デックスにセットする機能を有してもよい。上位層処理部１４は、受信した情報（例えば
、ＳＳＢインデックス情報および／またはマスクインデックス情報）に基づいて、次に利
用可能なＰＲＡＣＨ機会を決定する機能を有してもよい。上位層処理部１４は、受信した
情報（例えば、ＳＳＢインデックス情報）に基づいて、ＳＳ／ＰＢＣＨブロックを選択す
る機能を有してもよい。
【０２２６】
　上位層処理部１４が備える媒体アクセス制御層処理部１５は、ＭＡＣレイヤ（媒体アク
セス制御層）の処理を行なう。媒体アクセス制御層処理部１５は、無線リソース制御層処
理部１６によって管理されている各種設定情報／パラメータに基づいて、スケジューリン
グ要求の伝送の制御を行う。
【０２２７】
　上位層処理部１４が備える無線リソース制御層処理部１６は、ＲＲＣレイヤ（無線リソ
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ース制御層）の処理を行なう。無線リソース制御層処理部１６は、自装置の各種設定情報
／パラメータの管理をする。無線リソース制御層処理部１６は、基地局装置３から受信し
た上位層の信号に基づいて各種設定情報／パラメータをセットする。すなわち、無線リソ
ース制御層処理部１６は、基地局装置３から受信した各種設定情報／パラメータを示す情
報に基づいて各種設定情報／パラメータをセットする。無線リソース制御層処理部１６は
、基地局装置３から受信した下りリンク制御情報に基づいてリソース割り当てを制御（特
定）する。無線リソース制御層処理部１６は、ＰＤＣＣＨとＰＤＳＣＨを受信する際に用
いる空間ドメイン受信フィルタを決定する。無線リソース制御層処理部１６は、管理する
各種設定情報から、あるＰＤＣＣＨまたはＰＤＳＣＨを受信する際に用いる空間ドメイン
受信フィルタを特定し、特定した空間ドメイン受信フィルタを無線送受信部１０に出力す
る。
【０２２８】
　無線送受信部１０は、変調、復調、符号化、復号化などの物理層の処理を行う。無線送
受信部１０は、基地局装置３から受信した信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部１４に出力する。無線送受信部１０は、データを変調、符号化することによ
って送信信号を生成し、基地局装置３に送信する。無線送受信部１０は、あるセルにおけ
る１つまたは複数の参照信号を受信する機能を有してもよい。無線送受信部１０は、１つ
または複数のＰＲＡＣＨ機会を特定する情報（例えば、ＳＳＢインデックス情報および／
またはマスクインデックス情報）を受信する機能を有してもよい。無線送受信部１０は、
ランダムアクセス手順の開始を指示する指示情報を含む信号を受信する機能を有してもよ
い。無線送受信部１０は、所定のインデックスを特定する情報を受信する情報を受信する
機能を有してもよい。無線送受信部１０は、ランダムアクセスプリンブルのインデックス
を特定する情報を受信する機能を有してもよい。無線送受信部１０は、上位層処理部１４
で決定したＰＲＡＣＨ機会でランダムアクセスプリアンブルを送信する機能を有してもよ
い。無線送受信部１０は、無線リソース制御層処理部１６から入力された空間ドメイン受
信フィルタを用いて、ＰＤＣＣＨまたはＰＤＳＣＨを受信する。
【０２２９】
　ＲＦ部１２は、アンテナ部１１を介して受信した信号を、直交復調によりベースバンド
信号に変換し（ダウンコンバート: down covert）、不要な周波数成分を除去する。ＲＦ
部１２は、処理をしたアナログ信号をベースバンド部に出力する。
【０２３０】
　ベースバンド部１３は、ＲＦ部１２から入力されたアナログ信号を、アナログ信号をデ
ジタル信号に変換する。ベースバンド部１３は、変換したデジタル信号からＣＰ（Cyclic
 Prefix）に相当する部分を除去し、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリエ変換（Fas
t Fourier Transform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出する。
【０２３１】
　ベースバンド部１３は、データを逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier Transfo
rm: IFFT）して、ＯＦＤＭシンボルを生成し、生成されたＯＦＤＭシンボルにＣＰを付加
し、ベースバンドのデジタル信号を生成し、ベースバンドのデジタル信号をアナログ信号
に変換する。ベースバンド部１３は、変換したアナログ信号をＲＦ部１２に出力する。
【０２３２】
　ＲＦ部１２は、ローパスフィルタを用いてベースバンド部１３から入力されたアナログ
信号から余分な周波数成分を除去し、アナログ信号を搬送波周波数にアップコンバート（
up convert）し、アンテナ部１１を介して送信する。また、ＲＦ部１２は、電力を増幅す
る。また、ＲＦ部１２は在圏セルにおいて送信する上りリンク信号および／または上りリ
ンクチャネルの送信電力を決定する機能を備えてもよい。ＲＦ部１２を送信電力制御部と
も称する。送信電力制御部は、ＴＰＣコマンドおよび／または、上位層処理部で特定した
パスロスリファレンスおよび／または上位レイヤ信号で設定されるパラメータ（サブキャ
リア間隔設定μ、上りリンク物理チャネル（ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ）および／またはサ
ウンディング参照信号の基準電力、上りリンク物理チャネル（ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ）
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の端末装置固有電力）、および／または、下りリンクパスロスの補償係数を用いて、上り
リンク信号の送信電力を調整する機能を備えても良い。
【０２３３】
　図１１は、本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示するよ
うに、基地局装置３は、無線送受信部３０、および、上位層処理部３４を含んで構成され
る。無線送受信部３０は、アンテナ部３１、ＲＦ部３２、および、ベースバンド部３３を
含んで構成される。上位層処理部３４は、媒体アクセス制御層処理部３５、無線リソース
制御層処理部３６を含んで構成される。無線送受信部３０を送信部、受信部、モニタ部、
または、物理層処理部とも称する。また様々な条件に基づき各部の動作を制御する制御部
を別途備えてもよい。上位層処理部３４を、制御部３４とも称する。
【０２３４】
　上位層処理部３４は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケット
データ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御
（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層
の一部あるいはすべての処理を行なう。上位層処理部３４は、無線送受信部３０で受信し
たランダムアクセスプリアンブルに基づいて、１つまたは複数の参照信号から１つの参照
信号を特定する機能を有してもよい。上位層処理部３４は、少なくともＳＳＢインデック
ス情報とマスクインデックス情報とからランダムアクセスプリアンブルをモニタするＰＲ
ＡＣＨ機会を特定してもよい。
【０２３５】
　上位層処理部３４が備える媒体アクセス制御層処理部３５は、ＭＡＣレイヤの処理を行
なう。媒体アクセス制御層処理部３５は、無線リソース制御層処理部３６によって管理さ
れている各種設定情報／パラメータに基づいて、スケジューリングリクエストに関する処
理を行う。
【０２３６】
　上位層処理部３４が備える無線リソース制御層処理部３６は、ＲＲＣレイヤの処理を行
なう。無線リソース制御層処理部３６は、端末装置１にリソースの割当情報を含む下りリ
ンク制御情報（上りリンクグラント、下りリンクグラント）を生成する。無線リソース制
御層処理部３６は、下りリンク制御情報、物理下りリンク共用チャネルに配置される下り
リンクデータ（トランスポートブロック、ランダムアクセス応答）、システム情報、ＲＲ
Ｃメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）などを生成し、又は上位ノードから取
得し、無線送受信部３０に出力する。また、無線リソース制御層処理部３６は、端末装置
１各々の各種設定情報／パラメータの管理をする。無線リソース制御層処理部３６は、上
位層の信号を介して端末装置１各々に対して各種設定情報／パラメータをセットしてもよ
い。すなわち、無線リソース制御層処理部３６は、各種設定情報／パラメータを示す情報
を送信／報知する。無線リソース制御層処理部３６は、あるセルにおける１つまたは複数
の参照信号の設定を特定するための情報を送信／報知してもよい。無線リソース制御層処
理部３６は、ＰＤＣＣＨとＰＤＳＣＨを送信する際に用いる空間ドメイン送信フィルタを
決定する。無線リソース制御層処理部３６は、管理する各種設定情報から、あるＰＤＣＣ
ＨまたはＰＤＳＣＨを送信する際に用いる空間ドメイン送信フィルタを特定し、特定した
空間ドメイン送信フィルタを無線送受信部３０に出力する。
【０２３７】
　基地局装置３から端末装置１にＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ、および／またはＰＤ
ＣＣＨを送信し、端末装置１がその受信に基づいて処理を行う場合、基地局装置３は、端
末装置が、その処理を行っていることを想定して処理（端末装置１やシステムの制御）を
行う。すなわち、基地局装置３は、端末装置にその受信に基づく処理を行わせるようにす
るＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ、および／またはＰＤＣＣＨを端末装置１に送ってい
る。
【０２３８】
　無線送受信部３０は、１つまたは複数の参照信号を送信する機能を有する。また、無線
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送受信部３０は、端末装置１から送信されたビーム失敗リカバリ要求を含む信号を受信す
る機能を有してもよい。無線送受信部３０は、端末装置１に１つまたは複数のＰＲＡＣＨ
機会を特定する情報（例えば、ＳＳＢインデックス情報および／またはマスクインデック
ス情報）を送信する機能を有してもよい。無線送受信部３０は、所定のインデックスを特
定する情報を送信する機能を有してもよい。無線送受信部３０は、ランダムアクセスプリ
アンブルのインデックスを特定する情報を送信する機能を有してもよい。無線送受信部３
０は、上位層処理部３４で特定されたＰＲＡＣＨ機会でランダムアクセスプリアンブルを
モニタする機能を有してもよい。その他、無線送受信部３０の一部の機能は、無線送受信
部１０と同様であるため説明を省略する。なお、基地局装置３が１つまたは複数の送受信
点４と接続している場合、無線送受信部３０の機能の一部あるいは全部が、各送受信点４
に含まれてもよい。無線送受信部３０は、無線リソース制御層処理部３６から入力された
空間ドメイン送信フィルタを用いて、ＰＤＣＣＨまたはＰＤＳＣＨを送信する。
【０２３９】
　また、上位層処理部３４は、基地局装置３間あるいは上位のネットワーク装置（ＭＭＥ
、Ｓ－ＧＷ（Ｓｅｒｖｉｎｇ－ＧＷ））と基地局装置３との間の制御メッセージ、または
ユーザデータの送信（転送）または受信を行なう。図１１において、その他の基地局装置
３の構成要素や、構成要素間のデータ（制御情報）の伝送経路については省略してあるが
、基地局装置３として動作するために必要なその他の機能を有する複数のブロックを構成
要素として持つことは明らかである。例えば、上位層処理部３４には、無線リソース管理
（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）層処理部や、アプリケーショ
ン層処理部が存在している。また上位層処理部３４は、無線送受信部３０から送信する複
数の参照信号のそれぞれに対応する複数のスケジューリング要求リソースを設定する機能
を有してもよい。
【０２４０】
　なお、図中の「部」とは、セクション、回路、構成装置、デバイス、ユニットなど用語
によっても表現される、端末装置１および基地局装置３の機能および各手順を実現する要
素である。
【０２４１】
　端末装置１が備える符号１０から符号１６が付された部のそれぞれは、回路として構成
されてもよい。基地局装置３が備える符号３０から符号３６が付された部のそれぞれは、
回路として構成されてもよい。
【０２４２】
　（１）より具体的には、本発明の第１の態様におけるランダムアクセス手順を行う端末
装置１は、ＰＤＣＣＨオーダー、ＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨ、および、
ＰＤＳＣＨを受信する受信部１０と、を備え、前記ランダムアクセス手順は、前記ＰＤＣ
ＣＨオーダーによって開始され、非競合ベースランダムアクセス手順であり、前記ＤＣＩ
フォーマット１＿０は、ＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣが付加され、
前記ＰＤＳＣＨは、前記ＤＣＩフォーマット１＿０によってスケジュールされ、前記ＰＤ
ＳＣＨの受信に用いるＱＣＬ想定が、前記ＤＣＩフォーマット１＿０の受信に用いるＱＣ
Ｌ想定と同じにする。
【０２４３】
　（２）本発明の第２の態様におけるランダムアクセス手順を行う端末装置と通信する基
地局装置３は、ＰＤＣＣＨオーダー、ＤＣＩフォーマット１＿０を伴うＰＤＣＣＨ、およ
び、ＰＤＳＣＨを送信する送信部３０と、を備え、前記ランダムアクセス手順は、前記Ｐ
ＤＣＣＨオーダーによって開始され、非競合ベースランダムアクセス手順であり、前記Ｄ
ＣＩフォーマット１＿０は、ＲＡ－ＲＮＴＩによってスクランブルされるＣＲＣが付加さ
れ、前記ＰＤＳＣＨは、前記ＤＣＩフォーマット１＿０によってスケジュールされ、前記
ＰＤＳＣＨの送信に用いるＱＣＬ想定が、前記ＤＣＩフォーマット１＿０の送信に用いる
ＱＣＬ想定と同じにする。
【０２４４】
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　（３）本発明の第１の態様において、前記ＤＣＩフォーマット１＿０の受信に用いた空
間ドメイン受信フィルタを適用し、前記ＰＤＳＣＨを受信し、前記ＱＣＬ想定は、ドップ
ラーシフト、ドップラースプレッド、平均遅延、遅延スプレッド、空間受信パラメータの
一部または全部に対応する。
【０２４５】
　（４）本発明の第２の態様において、前記ＤＣＩフォーマット１＿０の送信に用いた空
間ドメイン送信フィルタを適用し、前記ＰＤＳＣＨを送信し、前記ＱＣＬ想定は、ドップ
ラーシフト、ドップラースプレッド、平均遅延、遅延スプレッド、空間受信パラメータの
一部または全部に対応する。
【０２４６】
　これにより、端末装置１は、効率的に基地局装置３と通信することができる。
【０２４７】
　本発明に関わる装置で動作するプログラムは、本発明に関わる実施形態の機能を実現す
るように、Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ（ＣＰＵ）等を制御してコ
ンピュータを機能させるプログラムであっても良い。プログラムあるいはプログラムによ
って取り扱われる情報は、一時的にＲａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ（ＲＡＭ
）などの揮発性メモリあるいはフラッシュメモリなどの不揮発性メモリやＨａｒｄ　Ｄｉ
ｓｋ　Ｄｒｉｖｅ（ＨＤＤ）、あるいはその他の記憶装置システムに格納される。
【０２４８】
　尚、本発明に関わる実施形態の機能を実現するためのプログラムをコンピュータが読み
取り可能な記録媒体に記録しても良い。この記録媒体に記録されたプログラムをコンピュ
ータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。ここでいう「コンピ
ュータシステム」とは、装置に内蔵されたコンピュータシステムであって、オペレーティ
ングシステムや周辺機器等のハードウェアを含むものとする。また、「コンピュータが読
み取り可能な記録媒体」とは、半導体記録媒体、光記録媒体、磁気記録媒体、短時間動的
にプログラムを保持する媒体、あるいはコンピュータが読み取り可能なその他の記録媒体
であっても良い。
【０２４９】
　また、上述した実施形態に用いた装置の各機能ブロック、または諸特徴は、電気回路、
たとえば、集積回路あるいは複数の集積回路で実装または実行され得る。本明細書で述べ
られた機能を実行するように設計された電気回路は、汎用用途プロセッサ、デジタルシグ
ナルプロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマ
ブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、またはその他のプログラマブル論理デバイス、ディスク
リートゲートまたはトランジスタロジック、ディスクリートハードウェア部品、またはこ
れらを組み合わせたものを含んでよい。汎用用途プロセッサは、マイクロプロセッサであ
ってもよいし、従来型のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステ
ートマシンであっても良い。前述した電気回路は、デジタル回路で構成されていてもよい
し、アナログ回路で構成されていてもよい。また、半導体技術の進歩により現在の集積回
路に代替する集積回路化の技術が出現した場合、本発明の一又は複数の態様は当該技術に
よる新たな集積回路を用いることも可能である。
【０２５０】
　なお、本発明に関わる実施形態では、基地局装置と端末装置で構成される通信システム
に適用される例を記載したが、Ｄ２Ｄ（Device to Device）のような、端末同士が通信を
行うシステムにおいても適用可能である。
【０２５１】
　なお、本願発明は上述の実施形態に限定されるものではない。実施形態では、装置の一
例を記載したが、本願発明は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え
置き型、または非可動型の電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機
器、空調機器、オフィス機器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信
装置に適用出来る。
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【０２５２】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【符号の説明】
【０２５３】
１（１Ａ、１Ｂ）　端末装置
３　基地局装置
４　送受信点（ＴＲＰ）
１０　無線送受信部
１１　アンテナ部
１２　ＲＦ部
１３　ベースバンド部
１４　上位層処理部
１５　媒体アクセス制御層処理部
１６　無線リソース制御層処理部
３０　無線送受信部
３１　アンテナ部
３２　ＲＦ部
３３　ベースバンド部
３４　上位層処理部
３５　媒体アクセス制御層処理部
３６　無線リソース制御層処理部
５０　送信ユニット（ＴＸＲＵ）
５１　位相シフタ
５２　アンテナエレメント
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